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登場人物




堂どう本もと 春はる樹き

図書委員会に所属する男子学生。美帆に一目惚れし、告白して付き合うことが出来たのだが、キスすら出来ない潔癖な関係にやきもきしている。




倉くら木き 美み帆ほ

真面目な優等生で尚且つアイドル顔負けの容姿を持つ春樹のクラスメート。潔癖な一面があり、春樹の事は好きだがキスやエッチは断っている。




涼すず宮みや 英え理り香か

春樹や美帆が所属する図書委員の一年生で、小動物のような愛らしさを感じさせる少女。春樹に対して切ない想いを抱いている。




麻生あそう 七なな瀬せ

図書委員の３年生。知性と美しさを兼ね備えた美貌を持ちその自覚もある。だが、時折そのプライドの高さが災いしてしまうことも。








図書館の美少女たち




放課後の桃色遊戯














小説：早瀬真人

挿絵：淡水犬
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			プロローグ

			


			「ああ……美帆みほちゃん」

			　インスタグラムに映しだされた一人の美少女を、堂本どうもと春はる樹きは血眼ちまなこになって見つめていた。

			　涼やかな目元、つぶらな瞳、小さな鼻にふっくらした唇。アイドル顔負けの容姿に胸が高鳴り、男の分身がしなる。

			　彼女の名前は、倉くら木き美帆。交際八ヶ月を迎えた愛しいガールフレンドだ。

			　入学式で彼女を目にしたときは全身に電流が走り、クラスメートだと知った際にはこの世の幸せを噛みしめた。

			　美帆への思いは募るばかりだったが、相手は真面目な優等生で、補欠合格の劣等生と釣り合いが取れるとは思えない。

			　フラれるのが怖くて告白できぬまま、二年の進級時に彼女はＢ組、自分はＡ組と、別々のクラスになってしまった。

			　少しでも近くにいたいという思いから美帆と同じ図書委員になり、そして去年の五月、気持ちを抑えられなくなった春樹はついに告白する決意を固めたのである。

			　憧れの美少女と相対したときの緊張は、いまだに忘れられない。

			　心臓がバクバクと大きな音を立て、顔が火傷やけどしたように熱かった。

			　玉砕覚悟のつもりが、友だちとしてならという返事に呆然ぼうぜんとし、聞き違いでないことを確認したあとは頭の中がバラ色に包まれた。

			　それからというものの、肩を並べて下校したり、休みの日はデートをしたりと、満ち足りた高校生活を満喫していたのだが……。　

			　美帆は性に対して奥手なのか、キスすら許してくれず、手を繋ぐだけの交際でとうとう年が明けてしまった。

			　接点を持つ回数は確実に減っており、このままでは恋人に昇格することなく卒業を迎えてしまうのではないか。

			（これじゃ、単なるボーイフレンドだよ。もっとも、その条件でつき合ってくれたんだから、文句を言える立場じゃないけど）

			　悶々とした気持ちはオナニーで発散していたものの、もはや限界寸前だ。

			　もしかすると、他に好きな男ができたのかもしれない。

			　どす黒い不安に動揺し、一刻も早く深い関係になりたい心情に駆り立てられる。

			　美帆の水着写真が目に飛びこむや、脳裏はよこしまな欲望一色に染められた。

			　彼女との交際の日々を綴った非公開のインスタグラムは、日記代わりに使用している。写真だけでは飽き足らず、自分だけの世界にどっぷり浸った春樹はプールデートをしたときの動画を再生させた。

			『美帆ちゃん、こっち向いて』

			『……え』

			　プールサイドに佇たたずむ美帆が、にこやかな顔で肩越しに振り返る。赤いビキニ、なだらかな背中、柔らかい曲線を描くヒップは何度見ても悩ましい。

			　この動画を観ながら、これまで何度自慰行為を繰り返したことだろう。今日は、どんな妄想で至高の射精を迎えようか。

			『記念に撮ってあげる』

			『……やだ』

			　可憐な少女は前を向き、唇をツンと尖らせた。

			　甘くねめつける容貌も胸をキュンとさせ、男の血をますます燃えあがらせる。

			「ほっそりしてるのに、おっぱいは大きいんだよな。足は長くてスタイルはいいし、お尻はプリッとしてて……た、たまらん」

			　春樹はスウェットズボンとトランクスを下ろし、ティッシュ箱から数枚のティッシュを抜き取った。

			　ペニスを軽くしごいただけで性感がとめどなく上昇し、会陰と深奥部がジンジン疼きだす。

			　このあと、美帆はトイレに逃げてしまい、地団駄を踏んで悔しがったものだ。

			（トイレか……）

			　童貞少年の想像力は逞たくましく、彼女が水着を下ろし、秘園の中心から小水を排出するシーンが頭に浮かんだ。

			　新鮮なオナニーネタに腰がブルッと震え、脳神経が性の悦びに満たされる。

			　春樹は口をへの字にし、徐々に指の動きを速めていった。　

			（冬休みが明けたら、絶対にキスするんだ。いやだと言っても、無理やり抱きしめて、そのあとはエッチして、それから……）

			　排尿シーンを間近で見つめ、頬を染めて恥じらう姿をじっくり観察したい。

			　アブノーマルなプレイを思い浮かべたとたん、肉棹はさらなる躍動を見せ、先端が熟れたトマトのように真っ赤になった。

			　風になびくセミロングの黒髪、愛くるしい表情、瑞々しいボディラインが劣情をあおり、牡の欲望が臨界点まで膨らむ。　

			「あっ、あっ、み、美帆ちゃん」

			　ひとつに結ばれる光景を妄想しつつ、童貞少年は尿道口から大量の精液をほとばしらせた。

		

	

			第一章　淫靡いんびな覗き見

			


			　　　　　１

			


			　冬休みが明けた一月十日、金曜日の放課後。

			　この日の春樹は、やや緊張の面持ちで図書委員の仕事をこなしていた。

			　山の麓にある明王めいおう学園は緑に囲まれ、勉学やスポーツにいそしむ抜群の環境が整っている。

			　広い敷地の隅には二階建ての図書館が設置され、三学年三クラスから一人ずつ選ばれた合計九人の生徒が三人制のローテーションを組んで業務を回していた。

			　ミーティングは新学期の初日に行われ、図書委員の曜日担当は学期ごとに変わる。

			　三学期の当番日は一昨日変更されたばかりで、春樹は火曜と金曜、美帆は水曜と金曜を受け持つことになった。

			（よかった……美帆ちゃんと同じ当番日になって。二学期はなかったもんな）

			　壁時計を何度も見上げては、落ち着きなく肩を揺する。

			（五時十分前……そろそろ閉館の時刻だ）

			　彼女と二人きりになったところで、せめてキスだけでも……。

			　いざとなると弱気になり、キスだけならまだしも、肉体関係を迫るのは勇み足だと思えてしまう。

			　春樹は、貸し出しカウンターのとなりに立つ美帆を目で追った。

			　美しく澄んだ瞳、すべすべの頬、艶めいた唇に生唾を飲みこむ。続いて熱く息づく胸の膨らみ、まろやかなカーブを描くヒップに目が釘づけになった。

			（あぁ、かわいい……それにこのふんわりした身体つき。エッチしたい、やっぱりエッチしたいよぉ）

			　一度スイッチの入った性欲は、雨が降ろうが槍が降ろうが止まらない。海綿体に血液がなだれこみ、ペニスがズボンの下で鎌首をもたげていく。

			（や、やばい。欲情してることがバレたら、嫌われちゃうかも）

			　それでなくても、最近の彼女とは距離を感じはじめているのだ。

			　異様な気配を察したのか、美帆が目を向けると、春樹は慌てて視線を逸らした。

			「……春樹くん」

			「ん、な、何？」

			　勃起ぼっきをカウンターの縁に押しつけ、引き攣つった顔で答える。美少女ははにかんだあと、鈴を転がすような声で問いかけた。

			「今日……いっしょに帰れるんでしょ？」

			「うん、もちろんだよ」

			「渡したいものがあるの」

			「……え？」

			「あとでね」

			　美帆は冬休みが終わる前日まで、家族と温泉旅行に行っていた。おそらく、おみやげではないか。

			　どんなときにでも、他人に対する優しさや配慮を忘れない。ルックスばかりでなく、中身も最上級の女の子なのだ。

			（つれなくなったなんて、俺の思い過ごしかも。あぁ、でも……）

			　男から見て唯一の欠点は、彼女が生真面目でガードが鉄壁なことだった。

			　よほど純粋培養で育てられたのか、性的な話はもちろん、軽いシモネタすら受けいれない。

			　冷静に考えれば、在学中にバージンを捧げてくれるとはとうてい思えなかった。

			「……どうしたの？」

			「ううん、何でもないよ」

			　微笑を返し、閉館を告げる音楽のスイッチを入れる。

			　一階にいた四人の生徒が席を立ち、帰り支度を始めたところで、バックヤードの個室にいた三年Ｂ組の図書委員、麻あ生そう七なな瀬せが姿を現した。

			（うへっ、七瀬先輩だ）

			　細い眉、猫のような目、すっと通った鼻筋、そして薄くも厚くもない唇が知性と気の強さを印象づける。

			　お洒落には無頓着とんちゃくなのか、髪はセミショートで、スカート丈も他の女子生徒のように短くない。美人ではあったが、どこか近寄りがたい雰囲気を全身から醸しだしている少女だった。

			　噂によると、これまで学業成績一位の座を譲ったことはなく、男なんて屁とも思っていないのかもしれない。

			　春樹にとっては、いちばん苦手なタイプの異性だ。

			（この人とは、二学期も同じ当番日があったし、よりによって美帆ちゃんとの組に入ってくるなんて、ついてないな。そう言えば……この人が笑ったとこ、一度も目にしてないぞ）

			　思わず身構えた直後、七瀬はニコリともせず、素っ気ない態度で口を開く。

			「私、用事があって、すぐに帰らなきゃいけないんだけど、あとは二人で大丈夫？」

			「え、ええ。大丈夫です」

			「じゃ、頼むわね」

			　先輩は学生鞄を手に言いたいことだけを告げ、出入り口に向かってスタスタと歩いていった。

			　安堵の胸を撫で下ろし、美帆と二人きりのシチュエーションに期待が高まる。

			「俺、二階の戸締まりをしてくるよ。ついでに他の生徒が残ってないか、確認しておくから」

			「うん、お願い」

			　意気揚々とした足取りでカウンターから飛びだし、二階への階段に向かうも、半勃ち状態のペニスがひりつき、歩きにくいことこのうえなかった。

			（落ち着け。急いては事をし損じるというし、性欲剥きだしの状態じゃ、美帆ちゃんに引かれちゃうぞ）

			　無理にでも気を静め、階段を足早に上っていく。

			　二階に到着してあたりを見渡せば、書架の陰から現れた一人の女生徒と鉢合わせになり、春樹は目を剥いて仰け反った。

			「……春樹先輩」

			「あぁ、びっくりした。驚かさないでよ」

			「ご、ごめんなさい」

			　涼すず宮みや英え理り香かは一年Ｃ組の図書委員で、当番日は火曜と土曜だったか。春樹とは火曜日だけ、いっしょに業務をこなすことになる後輩だった。

			　ぱっちりした目、小さな鼻、桜桃にも似た唇。ベビーフェイスの顔立ちは小動物を連想させ、理屈抜きで男の庇護欲をそそらせる。

			（英理香ちゃんとも、二学期に続いて同じ当番日があるんだよな。それにしても、相変わらず……かわいいな）

			　美帆の存在がなければ、この子に恋心を抱いていたかもしれない。頭の隅で思いながら、春樹はさりげなくからかいの言葉をかけた。

			「いつ来たの。今日は当番の日じゃないはずだけど、ひょっとして、曜日を間違えちゃったのかな？」　　　　

			「三十分ほど前です。借りたい本があって」

			　おそらく、二階の書庫で本の整理をしているときに来館したのだろう。

			（書庫を出たあとは、すぐにカウンターに戻ったし、気がつかなかったんだな）

			　英理香は歴史の本を手に目を伏せ、なぜかそわそわしていた。

			　気にはなったが、今は美帆とのファーストキスに全神経が集中している。

			「勉強熱心だね。気をつけて帰るんだよ」

			　当たり障りのない言葉をかけ、窓を閉めに奥へ歩を進めると、すかさず背後から呼びとめられた。

			「せ、先輩」

			「え？」

			　肩越しに振り返れば、英理香は目元を赤らめる。しばし待ち受けるも、彼女の口からあとに続く言葉は出なかった。　

			「どうしたの？」

			「い、いえ……何でもありません。それじゃ」

			　英理香はか細い声で告げ、階段を早足に下りていく。

			（何か相談事でも……あるのかな）

			　彼女の後ろ姿をぽかんと見つめたあと、春樹は気持ちを切り替えた。

			　美帆との深い関係は何ヶ月にもわたって望みつづけてきたことであり、その瞬間が刻一刻と差し迫っているのだ。

			　他の異性の心情を慮る余裕はなく、愛しいガールフレンドの面影だけが脳裏を支配する。

			（あぁ……キス、キスしたい）

			　春樹は惚けた表情で窓際に歩み寄り、他に残っている生徒がいないことを確認してから戸締まりを済ませ、息せき切って一階に戻っていった。

			「はあはあ、美帆ちゃん、終わったよ」

			「一階の戸締まりも済んだわ」

			　カウンターの裏側にあるサイドデスクには、すでに二人の学生鞄が置かれている。

			　彼女は自分の鞄の中からおみやげらしき包みを取りだし、やや照れた表情で差しだした。

			「な、何？」

			「……プレゼント」

			「え、プレゼント？」

			「冬休みの後半、全然会えなかったから、そのお詫び」

			「あ、ありがとう」

			　涼やかな微笑が胸を突き刺し、恋愛感情とともに激しい性欲に駆り立てられる。

			「開けてもいいかな？」

			「どうぞ」

			　包みを開ければ、旅行先のみやげではなく、男性用のマフラーだった。

			「おお、あったかそう」

			「初詣に行ったとき、春樹くん、マフラーなくしちゃったでしょ？」

			「うん、買わなきゃとは思ってたんだけど、外に出る機会がなかったから……いや、本当に助かったよ」

			「似合うといいんだけど」

			「ありがとう。大事に使わせてもらうよ。このあと……」

			「え？」

			　春樹は言葉をいったん句切り、いつもどおりの会話で場を繋いだ。

			「ファーストフード店で、ちょっと話さない？」

			「うん、いいよ」

			「じゃ、そろそろ行こうか」

			　美帆はコクリと頷くや、背中を向け、カウンター脇の壁にある照明のスイッチに歩み寄る。

			（チャ、チャンスだ。ここで、後ろから迫って）

			　ファーストキスまでの展開を思い描くも、足がなかなか前に進まない。躊躇しているあいだに彼女は照明を消し、春樹のもとに戻ってきた。

			「どうしたの、ボーっと突っ立って」

			「あ……い、いや」

			「早く帰ろうよ。そんなに長く話せないし」

			「み、美帆ちゃん」

			　おそらく、ひどく怖い面構えをしていたに違いない。美帆の顔から笑顔が消え、真剣な眼差しが向けられた。

			「な、何？」

			「あ、あの……」

			　気の利いたセリフで女心をくすぐるつもりだったが、すべての言葉が頭から吹き飛ぶ。

			「す、好きだ、大好きなんだ」

			　正直な気持ちだけを告げると、美帆は視線を合わせたまま恥ずかしげに答えた。

			「わ、私も好きだよ」

			「み、美帆ちゃん」

			　足を一歩踏みだし、細い肩に手を添えれば、首筋とブラウスの襟元からフルーティーな香りが漂う。

			　乙女のフェロモンが鼻腔から脳神経を刺激した刹那せつな、童貞少年の期待と昂奮はピークに達した。

			　心臓が早鐘を打ち、全身の毛穴から汗が噴きだす。頭に血が上り、モヤモヤした気持ちをまったく抑えられない。

			「……春樹くん」

			　彼女もいつの頃からか、それなりの覚悟を決めていたのかもしれない。目をそっと閉じ、形のいい顎あごをクンと突きあげた。

			（あ、あ、キ、キスできる）

			　待ちに待った瞬間に脳漿のうしょうが沸騰し、緊張から足が震える。艶めいたリップが強烈きょうれつなエロチシズムを放ち、堪え切れない情動が内からほとばしった。

			「み、美帆ちゃん」

			　震える唇をゆっくり近づける最中、腋の下が汗ばみ、肩を掴む手に力が込められる。

			　唇がそっと触れあうと、春樹は胸底で快哉を叫んだ。

			（や、やった！　ついに美帆ちゃんとキスしたんだ）

			　柔らかいリップの感触に陶然とし、熱い血潮が海綿体を満たしていく。

			　目をうっすら開けて様子をうかがえば、長い睫毛まつげが震え、頬がみるみる桜色に染まっていった。

			（あ、あ、チンポがムズムズするぅ。こ、このあとは……）

			　舌を口中に潜りこませ、ディープキスを仕掛けるか。それとも胸に手のひらを被せ、スカートをたくしあげてヒップや太腿を撫でさするか。

			（さすがに、アソコを攻めるのは早すぎるよな）

			　あらゆる痴態が脳裏を駆け巡り、体温の上昇とともに意識が朦朧もうろうとしてくる。

			　見たい、触りたい、匂いを嗅ぎたい。

			　我を失った春樹は右手を美帆の後方に回し、手のひらをヒップに這はわせた。

			　細い肩がピクリと震え、少女の身体の火照ほてりが衣服を通してはっきり伝わる。

			（だ、大丈夫だ……拒絶しない）

			　喉をゴクリと鳴らし、小振りなヒップを撫でまわそうとしたところで、想定外の出来事が起こった。

			　突然、階段の方角から男女の声が聞こえてきたのである。

			「や、やべっ！　明かりが消えてる」

			「もう、だから早く行こうって言ったのに！」

			　天地がひっくり返るような衝撃に、まともな思考が働かない。

			　春樹は唇をほどくと同時に美帆の手首を掴み、とっさに腰を落としてカウンターの陰に隠れた。

			


			　　　　　２

			


			（う、嘘だろっ！　こんなときに……ちっくしょうっ）

			　激しい怒りに歯ぎしりし、拳を握りしめる。

			「ちょっと……春樹くん。どうするの？」

			「ご、ごめん。つい条件反射で……とにかく、しばらく様子を見よう」

			　小声で囁ささやき、体育座りの体勢で状況を見守る。

			　カウンターの天板とフロント部分の幕板とのあいだには三センチほどの隙間があり、カップルの姿がはっきりとらえられた。

			（あ、あいつら、まだいやがったのか！）

			　二年Ｃ組の藤ふじ木きと江え本もとだった。彼らとは会話を交わしたことはないが、いかにも素行の悪そうな風体から印象に残っている。

			　藤木はシャツの裾をズボンから出し、江本のスカート丈は異様なほど短い。　

			　一時間ほど前、彼らは二階の書架の陰で仲よさそうに寄り添っていた。

			　勉強や調べ物をしにきたとは思えず、単にデートスポットとして図書館を選んだのだろう。実際、彼らは勉強道具や鞄類を手にしていなかった。

			　先ほどの確認で姿を見かけなかったのは、おそらくトイレの中で乳繰りあっていたのではないか。

			　せっかくのチャンスを台無しにされた春樹は、憎悪の目で彼らを睨みつけた。

			「鍵、かけられちゃったんじゃない？　どうすんのよ」

			「窓から出ていけばいいじゃん」　

			「まあ、それはそうかも」

			「そんなことよりさ……」

			「な、何よ」

			「今、ここにいるのは、俺たち二人きりだよ。邪魔者はいないわけだし、さっきの続き、たっぷりしようぜ」

			「何言ってんの、ちょ……あン」

			　藤木がさっそく胸の膨らみに手を添え、江本が机の端に腰かける。二人はそのまま唇を重ね、やがてゴツゴツした指がスカートの裾をたくしあげた。

			（あ、あっ……パンティ、穿いてないっ！）

			　下腹部を覆う布地は見当たらず、生白い肌と股間の黒い翳りが目を射貫く。

			「ン、ふぅ」

			　春樹らのいるカウンターからは、およそ三メートルほど。藤木の手がすかさず股のあいだにすべりこみ、江本の顔が苦悶に歪んだ。

			　くちゅくちゅとはしたない音が響き、淫らな空気があたり一面に立ちこめる。

			（あ、あいつら、やっぱりトイレでやってたんだな）

			　本来なら自分と美帆が、彼らの立場になっていたかもしれないのだ。とんだ不届き者に怒りを爆発させたものの、下腹部には性欲の嵐が吹き荒れていた。

			　視線が江本の中心部に向けられ、淫靡な音が聴覚を刺激する。

			　それでなくても、他人の痴態を目の当たりにするのは初めての経験なのだ。童貞少年の性的好奇心は研ぎ澄まされ、ペニスがズボンの下で猛り狂った。

			　同時に美帆のことが気にかかり、横目でチラ見してしまう。

			　彼女も突然の蛮行に驚きつつも、瞬きもせずに彼らの動向を注視していた。

			　まさか、愛しのガールフレンドと他人の情交を覗き見することになろうとは……。

			　異様な状況に喉が干あがり、脂汗が額から頬を伝う。

			　真正面に視線を戻したところで、春樹は大きな悲鳴をあげそうになった。

			　江本が机の上で足をＭ字に開き、乙女の花芯を余すところなくさらけ出していたのである。　　

			（あっ、あぁぁっ!?）

			　春樹は鼻の穴を押っ広げ、目を隙間に近づけた。

			　充血した花びらが外側に捲れ、中心部が妖しい照り輝きを放つ。彼女は恥割れから淫蜜を湧出させており、すでに男を迎え入れる準備を整えているのだ。

			　女性器の構造をさらにとらえようとした瞬間、藤木は腰を落とし、秘めやかなデリケートゾーンに顔を埋めた。

			「あ、やっ、ちょっ、ンっ、ンっ、はぁあぁっ」

			　甘ったるい声が室内に反響し、江本が腰をくねらせる。

			　純真無垢な美帆には、刺激が強すぎたのだろう。横目で探れば、口元を両手で覆い、目をこれ以上ないというほど見開いていた。

			（あ、あ……やばい。なんか昂奮してきた）

			　ペニスが激しい脈を打ち、先走りの汁が溢れているのか、トランクスの裏地にぬるりとした感触が走る。

			　滾たぎる怒張を解放し、牡の欲望を吐きだしたかったが、もちろん獣じみた行為に移れるはずもなく、春樹は悶々とした気持ちをひたすら自制するしかなかった。

			「あっ、あっ、あ、ンふぅっ」

			　江本が白い喉を晒し、嗚咽に近い声をあげる。丸みのあるヒップがくなくな揺れ、自ら恥骨を迫りだしては快感を貪っているように見えた。

			（あぁ、おマ〇コ、あんなにベロベロ舐めて……すごく気持ちいいんだ）

			　藤木の口の周りは、早くも大量の愛液と唾液でベトベトの状態だ。

			「へへっ、マン汁が溢れてきたぞ。ここ？　ここが気持ちいいんだ？」

			「あ、ひぃぃ、だ、だめ、そこは……ンはぁあぁっ」

			　股の付け根で、舌先がハチドリの羽根のごとく上下する。身体の打ち揺すりが顕著になり、内腿の柔肌が痙攣けいれんを始める。

			　やがて江本は上体を反らし、ヒップをビクビクと引き攣らせた。

			「あ、あ、イクっ、イックぅぅ」

			　彼女は絶頂を迎える言葉を放ったあと、とろんとした表情で湿った吐息をこぼす。

			「何だよ。もうイッちゃったのか？」

			「だって、さっきトイレでさんざん焦らされたんだもん」

			「まったく……スケベな女だな」

			　藤木はニヒルな笑みを浮かべ、床から立ちあがりざまズボンのベルトを緩めた。

			（おいおい、まさか……ホントにやっちゃうのか？）

			　今度は羨ましいという気持ちが込みあげ、悔しさに唇を噛む。

			　江本の様子から推察すれば、性的な好奇心は人並み以上らしい。

			　美帆が彼女の十分の一でも性への興味を抱いていたなら、今頃は童貞を捧げていたのではないか。

			　意味のない思いを巡らせるなか、藤木はズボンとボクサーブリーフを下ろし、赤黒い怒張を見せつけた。

			「……あ」

			　反動をつけた肉の塊がしなり、美帆が小さな悲鳴をあげる。

			　パンパンに張りつめた亀頭、真横に張りだした雁首、葉脈状に浮きでた青筋。欲情した男性器を目にするのは、初めてのことなのだろう。まるで、エイリアンに遭遇したような顔をしていた。

			（美帆ちゃん、あいつのチンポをじっと見てる）

			　妙な昂奮に衝き動かされ、パンツの中のペニスがますます重みを増していく。

			「おい、しゃぶってくれや」

			　耳に入った言葉に心臓がドキリとし、全身の血が逆流した。

			　彼らは体位を入れ替え、藤木が机に座り、ワイシャツの裾をたくしあげる。

			　女性器と違って、男性器の形状ははっきりわかり、上反りの剛直が圧倒的な迫力を見せつけた。

			（で、……でかい。俺のより、ふた回りは大きいんじゃないか？）

			　浅黒い太腿が割り開かれ、今度は江本が腰を沈めていくと、春樹は目をらんらんと輝かせた。

			（フェ、フェラチオだぁっ！）

			　何のためらいもなくオーラルセックスをするのだから、彼らがすでに性交渉を済ませているのは間違いない。

			　羨望の眼差しを送りつつ、美帆に気づかれぬよう、股間の膨らみを右手で強く押さえつける。そうでもしなければ、すぐにでも射精へのカウントダウンが始まってしまいそうだった。

			「チンチン、コチコチ」

			「あぁ、早く」

			「ふふ、慌てないの」

			　江本は唇を窄め、ペニスの真上から唾液を滴らせる。とろみの強い粘液が太い肉胴をゆるゆると包みこみ、逞しい胴体が鈍い照り輝きを放った。

			　イチゴ色の舌が差しだされ、強靱きょうじんな芯が入った裏茎をなぞりあげていく。彼女は上目遣いに藤木をねめつけ、縫い目と雁首をチロチロと這い嬲なぶった。

			「う、うむ」

			「ふふっ、気持ちいい？」

			「あ、あぁ、気持ちいいよ」

			「あ、我慢汁が出てきた」

			「お、ふっ」

			　江本は鈴口に滲にじんだカウパーを舌で掬い取り、唇をＯ状に開いて頭を沈めていった。

			　クポポッという軽やかな唾液の音に続き、男根が唇のあわいに呑みこまれていく。

			（あ、あ、あんな深くまで）

			　江本はペニスを根元まで咥えたあと、顔をゆったり引き上げ、口唇の端からさらなる唾液を溢れさせた。

			「ンっ、ふっ、ン、ふっ」

			「お、おぉ」

			　顔のスライドが瞬く間にピッチを上げ、藤木が歓喜の声をあげる。

			　じゅっぽ、じゅっぽ、じゅぱ、じゅぷぷぷぅ！

			（あぁ……すごい）

			　リズミカルな吸茎音が卑猥さに拍車をかけ、まさに呆気に取られるほどの激しい口戯だ。

			　江本は顔をＳ字に振り、スクリュー状の刺激をペニスに吹きこんだ。

			（あ、あんなフェラされたら、俺なら一分も保たないよ）

			　男の分身が疼きまくり、睾丸の中の精液が荒れ狂う。堪え切れない性欲に口元を歪めた直後、となりからムンムンとした熱気が伝わった。

			（……え？）

			　美帆は身を強ばらせたままだったが、頬が桜色に染まり、半開きの口から熱い吐息をこぼしている。よく見ると、額と首筋がうっすら汗ばんでいた。

			（ま、まさか、美帆ちゃん、昂奮してる？）

			　同学年のカップルが繰り広げる痴態にあてられ、性感が覚醒したのか。

			　もしそうなら、彼らには感謝しなければならない。

			　美帆が喉をコクンと鳴らすと、ズボンの前部分が張り裂けんばかりに突っ張った。

			（こ、このままキスして、うまくいけばエッチまで持ちこめるんじゃ）

			　期待感に打ち震え、ふたつの睾丸が一気に吊りあがる。

			（でも……あいつらの様子も気になるし）

			　美帆のあそこは今、どうなっているのだろう。愛液を溢れさせているのか、クリトリスは充血しているのか。

			　考えれば考えるほど性感覚が撫でられ、白濁の塊が射出口をノックする。

			（あっ!?）

			　視界の隅に、カップルの新たな展開が映りこんだ。

			　江本が立ちあがり、スカートを捲って藤木の腰に跨がる。

			（おっ、おっ）

			　ギンギンの怒張が溶け崩れた膣口にあてがわれた瞬間、春樹の性的な昂奮は頂点に達した。

			


			　　　　　３

			


			「あ、う、うぅンっ」

			　ヒップが沈みこみ、ぬめった陰唇が割り開かれる。

			　結合部を遮るものは何もなく、真っ赤に腫れあがった陰部は丸見えの状態だ。　　

			（あ、入っちゃう、入っちゃう）

			　亀頭冠が膣内に差し入れられ、太い肉胴がズブズブ突き進むと、江本は背中を反らして喘いだ。

			「ン、はぁぁっ」

			「くうっ、気持ちいいっ！　おマ〇コの中、あったかくてヌメヌメしてらぁ」

			「ン、ひっ」

			　藤木が腰を突きあげ、ペニスが根元まで埋めこまれる。

			　二人は神聖であるはずの学舎で結合し、互いの快楽を貪っているのだ。

			　同い年のカップルがいかがわしい関係を築いているのだから、羨ましいと思う一方、悔しくて仕方がない。

			　歯ぎしりをして見つめれば、膣口から愛液にまみれた剛直が姿を現し、ぬらぬらと妖しい輝きを放った。

			（ホ、ホントに……セックスしてるんだ）

			　にっちゅにっちゅっと、結合部から淫らな擦過音が鳴り響く。ゆったりしたピストンのたびに、滴る淫液が白濁化してペニスの根元にまとわりつく。

			「はあ、やっ、いい、いいよぉ」

			「もっと気持ちよくさせてやるよ」

			　藤木はにやりと笑い、腰の打ち振りをますます速めていった。

			　恥骨がヒップを打ち鳴らし、逞しい逸物が出たり入ったりを繰り返す。男女の生々しい交歓はやたらみだりがましく、童貞少年の股間をストレートに直撃した。

			（や、やべっ……出ちゃいそう）

			　会陰を引き締め、股間に押し当てた手に渾身の力を込める。それでも火のついた情動は衰えず、滾る性欲は当然とばかりに美帆へ向けられた。

			　そっと伸ばした左手を彼女の右手に重ねても、何の反応も示さない。

			　美少女は度肝を抜かれているのか、放心状態のまま、いまだに淫乱カップルの痴態に視線を向けていた。

			「み、美帆ちゃん」

			　さりげなく寄り添い、小声で呼びかけても、美帆は指一本動かさない。

			　真っ白な肌からほんのりと、甘ったるい汗の匂いが漂った。

			　乙女の体臭が鼻腔をくすぐり、牡の情欲が臨界点を突破する。

			「み、美帆ちゃん」

			「……あ」

			　首筋に唇を這わせれば、彼女はようやく肩をピクリと震わせた。

			「は、春樹くん」

			　覆い被さるように抱きつくと、美帆は顔をこちらに向け、瑞々しい唇が目に入る。

			　春樹はすかさずむしゃぶりつき、艶やかなリップを味わった。

			（あ、あ、に、二度目のキスだ）

			　突然の蛮行に驚いたのか、彼女は口を半開きにした状態で身を硬直させている。

			　もちろん、この状況で逃げだせるはずもなく、暴走機関車と化した少年の為すがままだった。

			　顔がカッと熱くなり、全身の細胞がローズピンクに染められる。唇のあわいから舌を差し入れ、なめらかな歯列と引き締まった歯茎を舐めあげる。

			　さらに舌を奥に侵入させ、清らかな唾液をジュッジュッと啜った。

			（おぉ、今度は美帆ちゃんとディープキスしてるんだぁ！）

			　濃厚な口づけに気分が高揚し、脳髄がとろとろに蕩とろけだす。甘やかな吐息が口中に吹きこまれ、やがてふたつの舌がひとつに溶け合う。

			　キスだけでも多大な昂奮を促すことを、未熟な少年はこのとき初めて知った。

			　性感は上昇の一途をたどり、トランクスの中が亜熱帯ジャングルと化す。牡の本能がさらなる痴戯を求め、突っ張ったペニスに強烈な痛みが走る。

			　彼女は身を縮めたまま、少しも動かない。舌を搦からめ捕ろうと顔を傾けた瞬間、藤木と江本の痴態がまたもや目に入った。

			「ああ、いいっ、いいっ」

			「おお、チンポが蕩けそう！」

			　二人の情交は佳境に入り、張りつめた男根が猛烈な勢いで抜き差しを繰り返す。やがて金切り声が室内に反響し、彼らを乗せた机がガタガタと軋んだ。

			「あぁン、ゴリってこすれてすごいのぉ！　おマ〇コ、いいっ、イクっ！　イッちゃうっ！」

			「お、俺もイキそうだっ」

			　負けてなるものかと舌を絡ませ、今度は右手の人差し指でバストの頂点を軽く引っ掻く。

			「……ンふっ」

			　美帆は鼻からくぐもった吐息を洩らしたあと、腰を悩ましげにくねらせた。

			（もしかして、感じてるんじゃっ!?）

			　邪悪なパワーがことさら漲みなぎり、喜悦に身を震わせる。視線を下げると、美帆はカウンターの横板に背を預け、両足を微かに開いていた。

			（あ、あ……パ、パンティが）

			　チェック柄のスカートが捲れ、純白のコットン生地が目をスパークする。こんもりした恥丘の膨らみに胸がときめき、射精願望がレッドゾーンに飛びこむ。

			　布地の中心がどうなっているのか、残念ながら薄暗いカウンターの中では確認できない。必死に目を凝らした瞬間、藤木と江本の声が耳をつんざいた。

			「イクっ、イクっ、イックぅぅぅぅンっ！」

			「お、俺もイクぞっ！」

			　両者の腰がガクガクとわななき、ペニスが膣から抜き取られる。次の瞬間、江本は床に下り立ち、身を屈めて怒張に顔を近づけた。

			「で、出るっ」

			「出してっ」

			　唇をほどいて彼らを注視すれば、美帆も虚ろな表情であとに続く。江本は愛液にまみれた肉胴に指を絡め、嬲りたおすような勢いでしごきたてた。

			（ひょっとして、あのまま……）

			　藤木は苦悶に満ちた顔で咆哮ほうこうし、赤黒い亀頭の先端から濃厚な樹液を噴出させる。

			「ぬ、おおおおおっ」

			「きゃっ、出たっ」

			　江本は大口を開けてペニスにかぶりつき、頬を窄めてチューチューと吸いたてた。

			（あ、あぁ……口内射精だ）

			　まさか、二人がマニアックな行為にまで手を染めているとは予想だにしなかった。

			　美帆には知識がなかったのか、目を見張り、唖然呆然としている。

			　江本は喉を鳴らして精液を飲みこみ、口元をモゴモゴさせた。

			「おっ、おお、気持ちいい。もっと舌を使って」

			「ンっ、ンっ、ンぅ」

			　間違いなく、お掃除フェラでペニスを清めているのだろう。やがて彼女は口から男根を吐きだし、頬と口元にへばりついた汚液を指で掬って口の中に運んだ。

			「はあはあ、ふうぅっ」

			「すっごい量。飲みこむの大変だったよ。まだ喉に絡まってる」

			「お前のフェラ、最高だったぜ。場所が場所だけに、いつもより昂奮しただろ？」

			「昂奮したのは、あんたでしょ」

			「まあ、いいや。そろそろ帰ろうぜ」

			　藤木は机から下り立ち、ズボンとパンツを引き上げる。江本はスカートのポケットからパンティを取りだし、女芯の汚れもそのままに足首から通していった。

			（おいおい、マジかよ）

			　事を済ませて、気分がすっきりしたのだろう。藤木は爽やかな顔つきに変わり、室内が一瞬静寂に包まれる。

			　彼らに見つからぬように息を潜め、美帆も恐怖を感じているのか、身体が小刻みに震えていた。

			「おい、用意できたのかよ」

			「できたけど、どこから出るのよ」

			「さっき言っただろ。窓からだよ」

			「え、マジ？」

			「しょうがねえだろ。早くしろ、もう行くぞ」

			「あぁン、ちょっと待ってよ」

			　エントランスのロックはまだかけていないのだが、彼らは閉じこめられたと思いこんでいるらしい。

			　藤木が奥のガラス窓に歩いていき、江本があとを追う。二人は鍵を開け、何事もなかったかのように館内を出ていった。

			「はあぁ」

			　冷や汗がどっと流れ、大きな溜め息をつく。美帆はまだ安心できないのか、口元を引き攣らせたまま春樹のシャツの裾を掴んでいた。

			　足も左右に開いており、股間の暗がりに目が留まる。男の象徴は勃起を維持し、先走りの汁はだだ漏れの状態なのだ。

			　邪魔者が目の前からいなくなり、安心感に続いて性欲が息を吹き返す。

			「み、美帆ちゃん」

			　目をぎらつかせた春樹は、またもやふっくらした胸に手を伸ばした。

			


			　　　　　４

			


			「あ……やっ」

			　バストの頂点を爪弾かれ、美帆は電流を流したかのように肩を震わせた。

			　胸の奥がやけに重苦しく、乳房が張りつめているのか、ブラウスのボタンが今にも弾け飛びそうだ。

			　不埒な指がくるくる回転すると、今度は腰がもどかしげにひくついた。

			　ファーストキスは甘い雰囲気だったのに、まさかこんな展開が待ち受けていようとは夢にも思っていなかった。

			　去年の五月、図書館内で春樹と相対したときの記憶が甦る。

			　好感を抱いていた男子から交際してほしいと言われたときは、戸惑いを覚えつつも素直にうれしかった。

			　異性からの初めての告白に胸が高鳴ったが、まだ早いのではないかという不安から、つい「友だちとしてなら」と答えてしまった。

			　春樹との交際は手を繋ぐだけのデートでも楽しかったし、相手を思いやる優しい性格、ウイットに富んだ会話に心が癒やされた。

			　優柔不断という欠点はあったものの、好きだという気持ちは顔を合わせるたびに増していき、他の異性が目に入らないほど気持ちは彼に傾いていったのである。

			　つき合いはじめて三ヶ月が過ぎたあたりから、彼が手を繋ぐ以上の関係を求めているのは何となく察していた。

			　生真面目すぎる自分の性格は、よくわかっている。年頃の男の子が、性に対して並々ならぬ興味を持っているらしいということも……。

			　だからといって、他人のラブシーンを覗き見し、昂奮状態からケダモノのように迫られるのは不本意でしかなかった。

			（あぁ……でも）

			　乳房の突端を刺激されるたびに身体が痺れ、正常な思考が徐々に薄れていくのはなぜなのか。

			　節ばった指は、相変わらず恥ずかしい箇所をまさぐっている。荒々しい息が耳元にまとわりつくと、春樹は前屈みの体勢から身体をさらに寄せてきた。

			（あ、やっ）

			　両足はぴったり閉じたものの、ギラギラした眼差しが胸の膨らみに向けられる。

			　指先で頂点をつつかれたとたん、美帆は甘ったるい吐息を放ち、背筋をゾクゾクさせた。　

			「ン、ふっ」

			「はあはあ」

			「や……やめて」

			　今は、弱々しく拒絶するだけで精いっぱい。身体に力が入らず、下肢が小刻みに震えてしまう。

			　このまま春樹の行為を受けいれたら、どうなってしまうのだろう。

			　先ほどのカップルの痴態が頭に浮かぶや、意識せずとも体温が急上昇した。

			　彼らは熱烈なキスから互いの性器を愛撫し、しかも肉体関係まで結んでしまったのである。

			　二人の名前は知らなかったが、顔は何度か目にしたことがあり、身近な同級生らの生々しい姿に大きな衝撃を受けた。

			　神聖な校内で破廉恥な行為に耽ふける者がいようとは想像だにせず、最初はえげつなくて穢らわしいという印象しか抱かなかった。

			　ところがショッキングなシーンの連続に視線が集中し、いつしか下腹部全体がモヤモヤしだしたのだ。

			　初めて体感する感覚に戸惑い、口の中がカラカラに渇いた。

			　乳房の先端も疼きだし、極度の緊張から心臓の鼓動が跳ねあがった。

			　身に生じた思いがけぬ事態にうろたえるなか、敏感な胸の突端をさらに刺激されたのである。

			　微電流はすぐさま増幅し、頭のてっぺんから爪先まで絶え間なく走った。

			（あ、あ……やぁ）

			　今度は下半身が浮遊感に包まれ、膣の奥から温かい潤みが溢れだす。

			　最初は、粗相してしまったのかと思った。

			　先ほどトイレに行ったばかりにもかかわらず、あまりのショックから全身の穴という穴が開いてしまったのかもしれない。　

			　小さい子供ならいざ知らず、猛烈な羞恥心が身を焦がし、情けなさから涙目になった。

			　すかさず下腹を引き締めたものの、とろとろした液体は自分の意思とは無関係に滲みだす。

			（やだ……止まらない）

			　快感が上昇するたびに、分泌液は肉体の奥底からとめどなくこぼれてくるようだ。

			「ンっ、はっ、ンぅぅっ」

			　美帆は眉をハの字に下げ、知らずしらずのうちにくぐもった喘ぎを放っていた。

			　

			　甘い声音が性感を撫であげ、自制心がまったく働かない。

			　彼女の目元はねっとり紅潮し、微かに開いた口からは絶えず湿っぽい吐息がこぼれているのだ。

			（きっと、美帆ちゃんもあいつらのエッチにあてられたんだ）

			　そう思いこむことで、エロのパワーを自ら増大させる。

			　春樹は息を弾ませつつ、手のひらでこんもりした乳丘を揉みしだいた。

			「あ……ン、ふぅぅっ」

			　美帆は腰をよじり、眉根を寄せて艶っぽい声を放つ。

			　彼女の反応に背中を押され、やや力を込めて揉みこめば、指先が膨らみに食いこみ、蠱惑的な胸が大きく波打った。

			「み、美帆ちゃん」

			「だ、だめっ」

			　潤んだ瞳、上気した頬、濡れた唇。初めて目にしたあだっぽい表情が、これ以上ないというほどの劣情を催させる。

			「ン、ふっ」

			　春樹はバストに刺激を与えつつ、みたび唇に吸いついた。

			　熱い息が口中に吹きこまれ、とろりとした唾液がぷちゅんと跳ねる。

			　館内は二人だけで、邪魔をする者はもう誰もいないのだ。ツルツルしたリップを存分に味わい、バストをやんわり鷲掴む。

			（あぁ、じかに揉みたい）

			　さすがにブラウスを脱がす度胸はなく、童貞少年の興味は次第に少女の下腹部に向けられていった。

			　スカートなら、捲るだけで下着を露にさせられる。薄いパンティの上から女芯に触れるだけでも、ブラウスとブラジャー越しの胸とは雲泥の差があるのだ。　

			　春樹の欲望はすぐさま実行に移され、唇をほどきざま、左手でバストを刺激しながら右手を下方に伸ばした。

			　美帆は双眸そうぼうを閉じ、相変わらずカウンターの側面に背を預けている。

			　快感の渦に巻きこまれているのか、拒絶する気配は微塵みじんも感じられなかった。　　

			（チャ、チャンスだ！）

			　美帆に気づかれぬよう、スカートをたくしあげる。彼女はほぼ体育座りに近い恰好で、閉じられた脚線美をプルプル震わせていた。

			（お、おぉ！）

			　両太腿の裏側の付け根に、純白の布地がぴったり張りついている。こんもりした膨らみに血が騒ぎ、股間の肉槍が待ちきれんばかりにいなないた。

			　やや身を屈め、熱い眼差しを乙女のデリケートゾーンに注ぐ。

			（あ、あ、あっ）

			　よく見ると、布地の中心部、縦筋に沿ってグレーのシミがうっすら滲んでいた。

			　美帆は紛れもなく、昂奮して愛液を湧出させているのだ。

			　春樹は喉をゴクンと鳴らし、震える指を秘めやかな箇所に伸ばした。

			　ふんわりした弾力感に続き、指先が湿り気をはっきり捉える。

			（お、おおっ、やっぱり濡れてるっ！）

			　猛禽類にも似た目つきになり、喜悦とともに鼓動がいちだんと跳ねあがった。

			「……あ」

			　美帆は身をよじり、右手で無作法な手を握りこむ。春樹は拒絶するいとまを与えず、指先でスリット上を撫であげた。

			「やっ、だめっ」

			　少女は足を伸ばして秘園を隠そうとしたものの、狭いカウンターの中では身動きが取れず、指先をいやでも受けいれるしかなかった。

			「や、やぁああぁっ」

			　美帆がか細い声をあげるなか、春樹は物の怪に取り憑かれたように指を蠢うごめかせた。

			　薄い布地が沈みこみ、割れ目の位置をはっきり認識させる。

			　さすればさするほど湿り気はより強くなり、やがて粘り気のある液体が指先に絡みついた。

			（す、すごい、すごいぞっ）

			　童貞少年の拙つたない指戯で、美麗な少女が快感を得ているのだ。

			　一心不乱に刺激を与えれば、指先が小さな尖りを捉える。次の瞬間、美帆はヒップをビクンと跳ねあげ、唇のあわいから一オクターブも高い嬌声きょうせいを張りあげた。

			「やっ、はあぁぁぁっ！」

			　全身がブルブルとわななき、美貌がくしゃりと歪む。

			（ク、クリトリスだ、きっとここがクリトリスだっ！）

			　美帆は両足をキューッと狭めるも、もちろん花園は隠せるはずもなく、春樹は脇目も振らずにパンティ越しの肉芽を攻めたてた。

			「ンっ、はっ、くっ、ンふわぁ」

			「はあはあはあっ」

			　指先をそよがせるたびに、少女の動きはいちだんと激しさを増していく。

			　今やパンティの中心部は大量の愛液でぬめり返り、ぐしょ濡れの状態だった。

			（し、信じられない。美帆ちゃんがこんなに乱れるなんて）

			　ファーストキスからディープキス、そしてペッティングまで駆け足で経験してしまったのだ。

			　この状況なら、最後の一線を越えられるのではないか。

			　本能の命ずるまま、肉突起をこねくりまわせば、美帆は切なげに腰をよじる。

			　エロチックな媚態に情欲を揺り動かされた春樹は、ついに指先をパンティの裾からすべりこませた。

			「あ、やっ」

			　ぬるっとした淫液とともに、肉の連なりが絡みつく。

			（あぁ、すごい！　おマ○コって、こんなになってるんだ）

			　自分は今、愛しの彼女の秘芯を触感しているのである。

			　童貞少年の昂奮は最高潮に達し、睾丸の中の精液が乱泥流のごとくうねった。

			　おびただしい量の花蜜が潤滑油の役目を果たし、指先がなめらかなスライドを繰り返す。

			　頂点の小粒がクリトリス、ぬめった肉の帯が陰唇に違いない。狭間の窪みはひと際しっぽり濡れそぼち、火を噴くのではないかと思うほど熱かった。

			（こ、ここにチンポを挿れるんだ）

			　鬼のような形相で女芯に刺激を吹きこみ、一分一秒でも早く彼女をその気にさせようと指を上下させる。

			「あっ、やン、は、春樹くん、や、やめて、指を抜いて」

			　美帆は拒絶の言葉を発するも、腰は意に反してくねりつづけた。

			　肉体の疼きに抗えず、さらなる快感を欲しているのではないか。本心では、ボーイフレンドとの結合を望んでいるのではないか。

			　童貞喪失の場面を思い浮かべた瞬間、ペニスが派手な脈動を開始した。

			　ちっぽけな自制心は、何の役目も果たさない。慌てて股間を片手で押さえこんでも、煮え滾る牡の欲望は堰せきを切って溢れでる。

			（あっ、やべ、やべっ！）

			　哀れ、未熟な少年は昂奮のあまり、トランクスの中に男の証をたっぷりほとばしらせた。

			（は、はあぁぁぁっ）

			　甘美な放出感に身を蕩かせるも、すぐさま猛烈な後悔が押し寄せる。

			　結合を迎える前に暴発という大失態を演じてしまったのだから、指の動きを止め、大口を開けたまま呆然自失した。

			　灼熱のザーメンは瞬く間に冷え、不快なことこのうえない。

			　美帆も我に返ったのか、鼻をスンと鳴らし、春樹の手をパンティから抜き取った。

			「……あ」

			　涙目の彼女が、カウンターの下から這いでて立ちあがる。

			　あとを追おうとしたものの、どろりとした汚液がトランクスの裾から内腿沿いを滴り落ち、一歩も動けない。

			「み、美帆ちゃん！」

			　麗しの美少女は呼びかけに答えることなく、学生鞄を手に取るや、出入り口に向かって一目散に駆けだした。

			「ちょ、ちょっと待って！」

			　扉の開閉する音だけが虚しく響き、館内に一人ポツンと取り残される。

			　春樹は大きなショックに打ちひしがれたまま、いつまでもカウンターの下で惚けていた。
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			　翌日の土曜日、春樹はうわの空で授業を受けていた。

			　同級生の痴態にあおられ、大切なガールフレンドに傍若無人の振る舞いをしてしまったのだ。

			（美帆ちゃんの気持ちも考えないで、俺って最低だよな）

			　ラインの謝罪文は既読がつかず、昨日は一睡もできなかった。

			　許してくれるかはわからないが、一刻も早く謝らなければ……。

			　明日は日曜、明後日は成人の日と、美帆とは二日間も顔を合わせないのである。

			　いてもたってもいられず、午前中の授業が終わると同時に教室を飛びだして下駄箱に向かう。

			　春樹は柱の陰に身を潜め、緊張の面持ちで身を引き締めた。

			　多くの生徒らが下校していくなか、美帆はいっこうに姿を現さない。

			（まさか、欠席してるんじゃ……あぁ、登校してるかだけでも、確認しとけばよかったな）

			　臍を噬んだ瞬間、廊下の奥からスタイルのいい女生徒が俯き加減でやってきた。

			（み、美帆ちゃんだ！）

			　幸いにも、取り巻き連は一人もいない。

			　沈痛の面持ちを目にした限り、やはり大きなショックを受けていると思われた。

			（ちゃ、ちゃんと謝らないと）

			　覚悟を決めても、足が竦すくんで動かない。

			　美帆がローファーに履き替え、エントランスを出ていくと、春樹は頬を両手でピシャリと叩き、ガチガチに強ばった足を踏みだした。

			　真剣な顔つきであとを追い、背中から小声で呼びかける。

			「み、美帆ちゃん」

			　振り返った彼女は明らかに動揺し、気まずげに視線を逸らした。

			「き、昨日は、ホントにごめん！　あんなバカなマネは二度としないので、どうか許してください！」

			　深々と頭を下げ、誠心誠意謝罪するも、美帆は押し黙ったまま何も答えない。

			　大きな不安に胸が締めつけられた直後、やや掠かすれた声が耳に届いた。

			「本当に、二度としない？」

			「え？」

			　顔を上げれば、彼女は相変わらず目を合わせぬまま、とつとつと語りだした。

			「ショックだった……まさか……春樹くんがあんなことするなんて」

			「う、うん」

			「昨日は……ううん、今日だって、すごく悩んだんだよ」

			「心の底から反省してる。何を言われても受けとめるつもりだけど、これだけは言わせてくれるかな。美帆ちゃんが好きだから、美帆ちゃん以外の女の子には絶対にあんなことは……」

			「やめて」

			「あ、ごめん」

			　昨夜の破廉恥行為が頭に浮かんだのだろう。口を引き結んで俯くと、美帆は初めてこちらを向き、真っすぐな眼差しが胸をナイフのごとく抉えぐる。

			　しばしの沈黙のあと、少女は消え入りそうな声でぽつりと告げた。

			「二度としないって誓える？」

			「……は？」

			「約束できるのなら、今回だけは許してあげる」

			「ホ、ホントに？」

			　上目遣いに確認すれば、彼女は目元を染めて再び視線を外す。

			「や、約束する！　あんなこと、もう二度としないよ」

			　そもそも美帆は、大らかで優しい女の子なのだ。太っ腹の対応に感謝しつつも、春樹は素直に破顔した。

			「あ、ありがとう」

			「じゃ、いっしょに帰ろう」

			「うんっ！」

			　手を繋ぎたかったが、学校の敷地内ではさすがに無理がある。すかさず寄り添うと、美帆はやや距離を取りながらはにかんだ。

			（あぁ、よかった。てっきりフラれるかと思ったよ）

			　最大の悩みが解決し、胸のモヤモヤが急激に薄れる。だがこのとき、春樹はまったく気づいていなかった。

			　エントランスの柱の陰から、英理香が泣きそうな顔で見つめていたことを。
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			　翌週の火曜日は図書委員の一人が風邪で休み、春樹は英理香と二人で業務をこなしていた。

			　在学生のほとんどが明王大学に優先入学するため、この時期でも図書館を利用する生徒はそれほど多くない。

			　春樹は新刊本をパソコンにデータ入力する合間、鉛色の雲が広がる空を窓越しに眺めた。

			（この様子だと、ひと雨来そうだ。美帆ちゃんは、そろそろ家に着く頃かな）

			　昨日は水族館でデートし、彼女からわだかまりらしき態度は少しも感じなかった。

			　もちろん不埒な行為を仕掛けられるはずもなく、ふだんどおりの清らかなデートに終始したのである。

			（とはいえ、俺、美帆ちゃんとディープキスして、あそこまでじかに触っちゃったんだよな。この場所で……）

			　カウンターの下を覗きこみ、四日前の出来事を振り返れば、ズボンの中のペニスがピクリと反応した。

			（美帆ちゃんが感じていたのは事実なんだ。いくら性格がよくても、本当に嫌ってたら絶対に許さないはずだし、今度は慎重に事を運ばないと）

			　決意を新たにしたところで閉館時間を迎え、春樹はすかさず席を立った。

			「英理香ちゃん、俺、二階の戸締まりをしてくるから、貸し出し係のほう頼むね」

			「……え？」

			「館内に残ってる生徒はほんの二、三人だし、一人で大丈夫だよね？」

			「あ、は、はい」

			　小柄な後輩はやや不安げな顔で答えるも、かまわずカウンターから出ていく。

			　英理香とは二学期に何度も顔を合わせていたが、図書館は私語禁止なので、業務終了後に当たり障りのない会話を交わした程度の記憶しかない。

			　いつもと違う彼女の様子に気づくはずもなく、春樹は二階に駆けのぼり、慌ただしく戸締まりを済ませていった。

			（美帆ちゃんとの当番日が毎日なら、図書委員の仕事も楽しいのに。あぁ、さっさと帰ろ）

			　室内はもちろん、今度はトイレや書庫も念入りに点検し、誰もいないことを確認してから一階に戻る。

			　閉館五分前ではあったが、最後の生徒が出入り口から出ていき、英理香がカウンターの前で待ち受けていた。

			「一階の戸締まりは終わったの？」

			「は、はい」

			「この時間なら、もう誰も来ないだろうし、ちょっと早いけど、帰ろうか」

			「……先輩」

			「ん？」

			　このとき、春樹は初めて彼女の異変に気がついた。

			　顔がやけに青白く、肩が小刻みに震えている。どこか、身体の調子でも悪いのだろうか。

			「……どうしたの？」

			　心配げに問いかけると、英理香はいったん間を置いてから、蚊が鳴くような声で答えた。

			「お話があるんですけど……ちょっとのあいだ、いいですか？」

			「あ、ああ、もちろんだよ。別に急ぎの用事があるわけじゃないし」

			　沈黙の時間が流れ、二人のあいだに重苦しい雰囲気が漂う。やがて意を決したのか、少女はためらいがちに口を開いた。

			「せ、先輩のことが……好きなんです」

			「へ？」

			「初めて会ったときから……ずっと思いつづけていました」

			　突然の告白に、頭の中が真っ白になる。

			　愕がく然ぜんと立ち竦むなか、少女はここぞとばかりに思いの丈をぶつけてきた。

			「美帆先輩と交際してることは知ってます。何度も忘れようと思ったんですけど、どうしても踏ん切りがつかなくて……」

			　美帆との交際は誰にも気づかれぬように注意を払っていたのだが、英理香には知られていたらしい。

			　困惑顔で目を伏せ、どうしたものかと思案する。

			　ガールフレンドの存在がなければ、喜びを露にし、ふたつ返事でオーケーしていたかもしれない。

			　英理香も、類い希なる美少女であることに変わりないのだ。

			（うれしくないと言えば嘘になるけど、快い返事なんてできるわけないよな。どう答えるのが、ベストなんだ？）

			　なるべくなら傷つけたくなかったが、未熟な少年は答えを導きだせず、正直な気持ちを淡々と告げるしかなかった。

			「気持ちはありがたいけど、今はつき合ってる人がいるから……」

			「あ、そ、そうですよね」

			　少女は言葉を遮り、儚はかない笑みをたたえる。気まずい雰囲気に耐えられず、春樹はただ頬を強ばらせるばかりだった。

			「ごめんなさい、変なこと言っちゃって。忘れてください」

			　秘めていた思いをすべて吐きだし、気持ちがすっきりしたのか、彼女の顔に血色が戻る。

			「……こちらこそ、ごめんね」

			「そんな、謝らないでください。先輩は何も悪くないんですから」

			　英理香が最後に満面の笑みを見せたとたん、胸の奥がチクリと痛んだ。

			「それじゃ、あの、申し訳ないですけど、私、先に帰りますね」

			「う、うん」

			「さよなら」

			「……さよなら」

			　彼女はカウンターに置かれた上着を手に取るや、出入り口に向かって歩きだし、扉を開けて室内を出ていく。一人になったところで、緊張感から解放された春樹は大きな溜め息をついた。

			（あぁ、びっくりした。まさか英理香ちゃんが、俺のことを好きだったなんて……）

			　納得してくれたとはいえ、これからは憂鬱な火曜日になりそうだ。

			　もしかすると、英理香は進級時に図書委員を辞めるかもしれない。そこまで考えたとき、春樹はある事実に気がついた。

			「英理香ちゃん……手ぶらで出ていったけど、鞄は教室に置いてきたのかな」

			　駆け足でバックヤードに飛びこめば、テーブルの上に彼女の鞄が置かれている。

			「やっぱり……忘れてる」

			　強がってみせてはいたが、心はかなり大きな痛手を受けたのだろう。

			　鞄を手に室内から出入り口を通り抜けると、今度は大粒の雨がエントランスの窓ガラスを打ちつけた。

			「やべっ、本格的に降ってきたっ！」

			　傘立てから置き傘を取りだし、すぐさまあとを追ったものの、正門までの道のりを見渡しても、英理香の姿はどこにもない。

			（建物の中に入って、雨宿りをしてるのかな……ん？）

			　図書館の真横の道は、金網のフェンスで行き止まりになっている。人の気配を察して視線を振れば、一人の女生徒がフェンスの手前で背中を向けていた。

			（え、英理香ちゃんだ）

			　少女は上着を手にしたまま肩を震わせ、激しさを増す雨が黒髪と白いブラウスをみるみる濡らす。

			「英理香ちゃんっ！」

			　慌てて走り寄り、傘を差しだして呼びかけても、彼女は振り返ろうともせずに嗚咽していた。　

			　こんなとき、いったいどんな言葉をかければいいのか。

			　彼女の気持ちが落ち着くのを待ってから、春樹は優しげな口調で声をかけた。　　

			「いったん……図書館に戻ろう」

			「いいです……このまま……ほっといてください」

			「風邪、引いちゃうから。さあ」

			　鞄を持つ手の人差し指と親指で細い手首を掴み、館内に促す。英理香は鼻をスンと鳴らし、ふらつく足取りであとに続いた。

			　バックヤードは六畳ほどの広さで、小さなテーブルと簡易椅子、奥には三台のロッカーが置かれている。

			　幸いにもエアコンは消していなかったので、館内は暖かく、濡れた髪や衣服をタオルで拭けば、風邪を引く心配はないと思われた。

			　それでも突然の豪雨はブラウスをかなり濡らしてしまい、布地越しにブラジャーがうっすら透けていた。　

			　ロッカーから数枚のタオルを取りだし、視線を逸らして英理香に手渡す。

			「俺、外に出てるから、ちゃんと拭くんだよ。いいね？」

			　彼女はコクリと頷いたが、感情を抑えられないのか、涙をぽろぽろこぼした。

			「ブラウス、中から渡してくれれば、エアコンの送風口で乾かしてあげるよ。そのあとは、途中まで送っていくから」

			「……先輩」

			「ん？」

			　精いっぱいの思いやりのつもりが、恋の未練を呼び覚まさせてしまったらしい。

			　英理香は春樹の胸におでこを押しつけ、子供のように泣きじゃくった。

			「うっ、うっ、やっぱり……私……あきらめられないです」

			「そ、そう言われても……」

			　哀れみを誘ったものの、彼女の意に沿う返事はできない。

			　内気に見えた少女の思わぬ激情ぶりに、春樹はひたすら困惑した。

			（かわいい女の子ではあるけど、誤解されるようなことは言わないほうがいいかも。あぁ、どう説得したらいいんだ？）

			　あれこれと考え、やはり自分の意思をはっきり告げるべきだという結論に達する。

			「英理香ちゃん、俺の話を聞いて」

			　震える肩に手を添え、身体をそっと離せば、涙で濡れた頬が目に入った。

			「お察しのとおり、俺は美帆ちゃんとつき合ってるんだ」

			「いつから……つき合ってるんですか？」

			「去年の五月。昨日も、お互いの気持ちを確認したばかりなんだ。悪いけど、彼女と別れる気はない」

			　やや前屈みの体勢から、真摯な態度で必死の説得を試みる。

			「君なら、俺なんかよりもっといい男が……あ」

			　話の途中で電撃にも似た衝撃が身を貫き、脊髄を甘美な電流が走った。

			　英理香が突然、股間の膨らみに手のひらを被せてきたのである。
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			「あ、あ……」

			「春樹先輩……好き……大好きです」

			　少女は顔を上げ、自身の心情を包み隠さずぶつけてくる。

			　うるうるした、つぶらな瞳が愛らしかった。チェリーのような唇が、吸いつきたくなるほど可憐だった。

			　小動物を彷彿とさせる脆ぜい弱じゃくさが、男の庇護欲を猛烈にそそらせる。

			　小高い胸の膨らみや、丈の短いスカートから伸びた太腿も少年の色欲をあおるには十分すぎた。

			「え、英理香ちゃん……だ、だめだよ」

			　両足がわななき、あまりの驚きに口から放った言葉が掠れる。

			「先輩なら、女の子の大切なもの……全部あげられます」

			　情熱的とも言える激しい愛の告白に、身が震えた。

			　童貞喪失は長年の夢であり、美帆相手に捧げたかったのだが、肝心の恋人には毅然とした態度ではねつけられてしまったのだ。

			　行き場のない性欲は、肉体の底でいまだに燻くすぶっている。

			　手のひらの感触はズボンの布地越しに伝わり、意に反して大量の血液が股間に集中していった。　　

			「手、手を……あぁ」

			　無意識なのか、それともこちらをその気にさせようとしているのか、英理香は牡の昂たかぶりをやんわり揉みはじめる。

			　性欲は怯むどころか、紅蓮の炎と化して燃えさかった。

			「……先輩」

			　なめらかな頬がいつの間にか紅色に染まり、甘ったるい声が性感をくすぐる。

			（だ、だめだ、俺には美帆ちゃんという彼女が……）

			　理性を必死に手繰り寄せようとしたものの、目の前の女の子は自ら操を捧げる言葉を口にしたのだ。

			　今すぐにでも決断すれば、童貞とはオサラバできる。

			　少年のちっぽけな自制心は、瞬く間に獣じみた欲望に呑みこまれていった。

			　頭に血が上り、こめかみの血管が膨れあがる。

			　ズボンの下の肉茎が体積を増し、瞬く間にフル勃起する。

			　知らずしらずのうちに、春樹は英理香の胸に手のひらを這わせていた。

			「あ、や……ンっ」

			　ゆったり揉みしだけば、少女は眉をくしゃりとたわめて甘い声をあげる。

			（けっこう……大きい）

			　初心うぶな少女は、肉体的に大人を迎えているのだ。乳丘をキュッと鷲掴むと、彼女は身体を硬直させ、股間の膨らみに指を食いこませた。

			「おっ、ふっ」

			　ギンギンに反り返った肉棒を握りしめられ、青筋がドクンと脈動する。

			（あ、あ……英理香ちゃん）

			　ついに性欲を爆発させた春樹は細い身体を抱きしめ、花びらのような唇に吸いついた。

			　ふっくらしたリップをベロベロ舐めまわし、すぐさま舌を口中に差し入れる。

			　美帆相手にファーストキスを済ませたばかりなのに、わずか四日後に別の異性と口づけを交わしているとは……。

			　夢のような展開に現実感が湧かなかったが、英理香も昂奮しているのだろう。身体は熱化し、肌の温もりをブラウス越しにはっきり伝えた。　

			「ン、ふぅぅっ」

			　鼻から抜けた甘い吐息が、少年の性感をさらに刺激する。生温かい果実臭が口中に広がった瞬間、少女は顔を傾け、激しい勢いで舌を吸いたてた。

			「ン、むむぅ」

			　今度は春樹のほうが狂おしげな息を放ち、目を白黒させる。

			　舌根に痛みを覚えるほどのキスに、昂奮のボルテージはますます上昇していった。

			　もしかすると、英理香はすでに男性経験を済ませているのではないか。

			　疑念が頭の隅に渦巻いたが、暖房が利いているにもかかわらず、彼女の身体は小刻みに震えたままだ。

			　唾液と粘膜を交換しあうなか、春樹の情動は分水嶺を超えて本能へと溢れだした。

			「はあはあ」

			「……あ」

			　唇をほどき、荒い息を吐きながらブラウスのボタンを外していく。合わせ目から微かに覗くブラジャーは、縁にレースのフリルをあしらったフロントホックだ。

			　指を引っ掛けてホックを外せば、こぢんまりしたふたつの乳丘がさらけ出された。

			　甘いミルク臭がふわりと漂い、鼻神経から大脳皮質を刺激する。

			　バストの大きさは美帆とは比較にならなかったが、妙な背徳感に血が騒いだ。

			「あ、あぁ」

			　英理香は瞼の縁に涙を溜めたまま、自身の胸元を恥ずかしげに見つめている。

			　ブラウスの前合わせははだけていたが、乳首や乳房の全体像は布地の下に隠れたままだ。

			　目を血眼にして手を伸ばした瞬間、少女の背後の壁が視界に入った。

			　フックに掛けていた美帆からのプレゼント、マフラーにハッとして我に返る。

			（あ、あ、俺は……美帆ちゃんより英理香ちゃんのほうが好きなのか？）

			　いや、どんなに激しい性衝動に駆られていようと、自分の気持ちに嘘はつけない。

			　美帆はいちばん大好きな、そして大切な女の子なのだ。

			「え、英理香ちゃん、悪いけど、やっぱり俺、あ……」

			　拒絶の言葉を放った瞬間、英理香は腰を落とし、ズボンのベルトを緩めた。

			「な、何を」

			　彼女は思いつめた表情をしながらも、目はどこか虚ろに見える。

			　理性と本能の狭間で揺れ動いているのか、それとも好きな異性を自分のものにしたいという執着心が働いているのか。

			　いずれにしても、今の彼女の心理状態が正常だとは思えなかった。

			「だ、だめだよ、こ、こんなこと」

			　英理香は何も答えず、ズボンのホックを外し、チャックを引き下ろす。

			（あ、あ、まさか……嘘だろ）

			　このあとの展開が脳裏を掠め、ペニスの芯が疼きまくる。

			　それでなくても性感はすでにボーダーラインを飛び越え、牡の肉は完全勃起を維持したままなのだ。

			　手を振り払おうと思えばできるのに、身体に力が入らず、春樹は脂汗をダラダラ垂らして立ち尽くすばかりだった。

			「先輩が好きな気持ちは……他の誰にも負けません」

			　英理香は寂しげな微笑をたたえ、大きな瞳を涙で膨らませる。そしてズボンの上縁に手を添え、紺色の布地をトランクスごと下ろしていった。

			「あ、ちょっ……」

			　下着の中で突っ張っていた怒張がビンと弾けだし、先走りの汁が扇状に翻る。

			　赤黒く張りつめた亀頭、がっちりしたえらが突きでた雁首、無数の稲光を走らせたような静脈。今、自分は欲情した姿を異性の前に晒しているのだ。

			「あ、あぁ」

			　恥ずかしげに身をよじるも、猛烈な淫情には敵わず、春樹は完全なる獣欲モードに突入した。

			「え、英理香ちゃん」

			　汗臭いムワッとした体臭が鼻先まで漂う。真冬とはいえ、エアコンの利いた室内は暖かく、汗をかなり掻いているのだ。

			　ベビーフェイスの後輩は目を見張ったものの、すぐさま熱い視線を肉幹に絡めた。　　　　　　　　

			　羞恥心がぶり返す反面、胸はなぜか甘い期待感に震えている。

			「はあはあはあっ」

			　あまりの昂奮に、まともな息継ぎができなかった。剛槍は萎える気配もなく、少女に見せつけるように聳え立っていた。

			「そ、そんな……い、いけないよ」

			　咎とがめのセリフを何とか絞りだした直後、英理香は両手を恐るおそる上げ、ほっそりした指を脈打つペニスに巻きつかせた。

			「おっ、おっ、おぉぉぉっ」

			　快感の衝撃波が股間で炸裂し、甘美な性電流が背筋を這いのぼる。心臓がドラムロールのごとく鳴り響き、睾丸の中の精液がうねりくねる。

			　春樹は自分の指とは比較にならない快美に顔を歪め、腰を引きざま低い唸り声を発した。

			「ぐ、ぬぅぅっ」

			「あ、熱い……すごくおっきくて、熱いです」

			「はっ、はっ、おっ」

			　丹田に力を込め、必死の形相で暴発を回避する。

			　いくら童貞とはいえ、相手は年下の女の子なのだ。無様な姿を晒すわけにはいかず、春樹は顔を真っ赤にして放出を耐え忍んだ。

			「コ……コチコチ」

			　英理香はそう言いながら、相も変わらずとろんとした目を怒張に向けている。

			「ぬ、ぬぬっ、はぁ」

			　射精を何とか先送りさせ、ホッとひと息つくも、動悸は少しも収まらない。彼女は脇目も振らず、いまだにペニスを両の指で握りしめているのだ。

			（あぁ、あぁ、す、すごい、チンポがビクビクして、昂奮が止まらないよ）

			　下肢の震えが全身に移行しはじめる頃、春樹は目をカッと見開いた。

			　英理香があどけない顔をゆっくり寄せ、小さな口のあいだから薄い舌を差しだす。

			　かわいい舌先が裏筋をチロッと嬲った瞬間、またもや強烈な射精欲求が脳裏を駆け巡った。

			「あ、ほぉぉぉっ」

			　両目を閉じ、奥歯を噛みしめて吐精を堪える。

			　腰をブルッと震わせたところで下腹部を見下ろせば、少女は顔をやや傾け、強靱な芯の入った裏茎にソフトなキスを見舞った。

			　チュッチュッと軽やかな音に続き、舌が縫い目から雁首をなぞりあげる。

			「ん、むむっ」

			　全神経がおどろおどろしい肉茎に向けられているのか、彼女はこちらの様子をチラリとも見ない。やがて舌が亀頭の割れ目を舐めさすり、前触れの液が粘った透明な糸を引いた。

			　おそらく、フェラチオの知識はあるのだろう。それでも外見は中学生に見えるだけに、現実とのギャップを埋められない。

			　唖然呆然とするなか、英理香は口を目いっぱい開き、亀頭冠に桜色の唇を被せてきた。

			　先端の肉実が口の隙間に呑みこまれ、生温かいヌメッとした感触が走り抜ける。

			（あ、あああぁぁああぁっ！）

			　春樹は背筋を伸ばし、この世のものとは思えぬ快感に口元を引き攣らせた。

			　先っぽだけとはいえ、今の自分は年下の少女から口戯を受けているのだ。

			（き、気持ちいい……気持ちよすぎる）

			　しっぽり濡れた口こう腔こう粘膜が宝冠部を包みこみ、胴体の青筋が限界まで張りつめる。

			　英理香はさらに口を開け、怒張を奥に招き入れていった。

			　生まれて初めて体験するフェラチオを、目に焼きつけておきたい。

			　春樹はワイシャツの裾をたくしあげ、下腹部全体を露にさせてから眼下の淫景を凝視した。

			「おっ、おっ」

			「……ンっ」

			　息苦しいのか、彼女は眉間に皺を寄せては小鼻を膨らませる。そして剛直を中途まで咥えこんだところで、顔をゆったり引きあげた。

			　口唇の端から大量の涎が滴り落ち、張りつめた肉棒を妖しく濡らす。

			「ふ、ンぅ」

			　少女は鼻から吐息を放つや、緩やかなピッチで首を上下に振っていった。

			「お、おおっ」

			　にちゅ、くちゅ、ぷちゅ、ちゅぷぷぷっ。

			　卑猥な吸茎音が室内に反響し、視覚ばかりか、聴覚からも性感覚を撫であげる。

			　春樹は内股ぎみから、腰を女の子のようにくねらせた。

			（あっ、うっ、チ、チンポが溶けちゃいそう）

			　スライドが繰り返されるたびに、柔らかい唇が胴体を優しくこすりあげ、しっぽりした口内粘膜がペニスを蕩かしていく。

			　実際は拙いのだろうが、童貞少年を昂らせるには十分すぎるほどの口戯だった。

			「ンっ、ンっ、ンっ」

			　英理香は鼻から小気味のいい喘ぎを洩らし、少しでも気持ちよくさせたいという心情が働いているのか、ピストンのピッチを徐々に上げていく。

			　彼女の思いがひしひし伝わり、熱い感動に胸が締めつけられた。美帆とのあいだで気持ちが揺らぎ、性愛がうわべだけの愛情に取って代わった。

			　同時に牡の証がカートリッジに装填され、いつ発射してもおかしくない状況に追いつめられる。

			（あ、や、やばい、やめさせないと）

			　このままでは、口の中に射精してしまう。両手を少女の頭に添えようとした刹那、白濁の溶岩流は意に反して輸精管になだれこんだ。

			「はっ、ふっ、はぁあぁっ！」

			「……ンっ!?」

			　慌てて腰を引き、口からペニスを抜き取れば、尿道口から大量の精液が速射砲のごとくほとばしる。

			　春樹は根元に指を添え、怒張を横に振って顔面射精を避けた。

			「きゃっ！」

			　濃厚なザーメンが、彼女の頬を掠めて背後の床に着弾する。脳幹を灼きつくすような放出に、腹の底から悦の声を絞りだす。

			「お、おおおっ」

			　もちろん欲望の排出は一度きりでは収まらず、二発三発四発と、飽くことなき放出を繰り返した。

			


			　　　　　４

			


			　英理香は呆然としたまま、一直線に飛び跳ねる精液を瞬きもせずに見つめている。

			　合計七回の射精を迎えたところで噴出がストップし、春樹はようやく脱力した。

			「はあはあはあっ」

			　頭の中の毛細血管が膨れあがり、荒い呼吸が止まらない。

			　狭い室内には栗の花の香りと、凄まじいまでの熱気が充満した。

			　床にはどろどろの体液が飛び散り、小さな池だまりをいくつも作っている。　

			（あ、あ……や、やっちまった）

			　まさかの粗相に恥じ入り、やるせなさそうに肩を落とす。それでも下腹部のムラムラは収まらず、ペニスはフル勃起を維持したままだった。

			　英理香は、どんな表情をしているのだろう。

			　牡のまがまがしい排出に驚きょう驚愕がくしているのか、それとも呆れているのか。

			　恥ずかしくて顔を見られぬまま喘ぐなか、彼女はゆっくり立ちあがり、スカートの裾がゆらりと揺れる光景が視界に入った。

			（……えっ？）　

			　英理香がスカートの下に両手を入れ、前屈みの体勢から腰をもぞつかせる。

			　純白のコットンパンティが太腿の上をスルスル下りていくと、牡の欲望が瞬時にして急上昇のベクトルを描いた。

			　少女は足首から抜き取った布地をスカートのポケットに入れ、涙でしっとり濡れた瞳を向ける。

			「先輩……抱いて……ください」　　　

			「お、おぉ」

			　自分を慕う後輩の真心が矢のごとく胸を貫き、美帆の面影が忘我の淵に沈んだ。

			「え、英理香ちゃん」

			　理性を保つ最後の糸がプツリと切れ、本能だけに衝き動かされる。

			　春樹は小さな身体を思いきり抱きしめ、唇を貪り味わい、舌を搦め捕っては唾液を啜りあげた。

			　彼女はノーパンの状態で、スカートの下には神秘の花園が息づいているのだ。

			　見たい、触りたいという欲求が燃えあがり、身も心も一匹の野獣と化した。

			「あ……ンっ」

			　英理香をテーブルに押し倒し、ワイシャツをインナーのシャツごと頭から抜き取る。

			　上半身裸になった童貞少年は、鼻息を荒らげて少女にのしかかった。

			　ブラウスの前合わせを広げれば、小振りな乳房が晒され、ピンク色の乳頭がふるんと揺れる。

			　春樹はちょこんと突きでた右の肉粒に吸いつき、手のひらで左の乳房を丹念に揉みしだいた。　

			「……あ、ンっ!?」

			　少女はやけに色っぽい声を放ち、腰をくなくな揺らす。

			　柑橘系の味覚が口中に広がり、脳幹が甘く痺れた。意識はすでに彼女の下半身に飛んでいるはずなのに、余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくに乳房を愛撫している自分が信じられなかった。

			　乳丘を引き絞りつつ、今度は逆側の乳頭を口に含めば、英理香はヒップを弾ませて喘ぐ。

			「やっ、ンっ、はぁあぁぁっ」

			　自分の稚拙な口戯で、うら若き乙女がよがり声を放っているのだ。

			　男を奮い立たせた春樹は乳首を吸い、はたまた舌先で舐め転がした。

			「いっ、ひぃぃンっ」

			　英理香は釣りあげられた魚のように身を震わせ、憂いに満ちた表情で危うい眼差しを向けてくる。

			　決して、いやがっている顔ではない。目元はねっとり紅潮し、間違いなく多大な快感を得ているはずなのだ。

			（あぁ、も、もう我慢できない）

			　ズボンとトランクスを足元に巻きつけたまま、春樹は身を起こしざま、鋭い目つきで少女の下腹部を凝視した。

			　膝から下はテーブルの縁からくの字に折れ曲がり、まだ見ぬ秘園はほぼ真下に位置している。

			（お、おマ〇コ、生のおマ〇コを……間近で見られるんだ）

			　いざとなると恥ずかしいのか、英理香はスカートの裾を片手で押さえる。

			　春樹はかまわず手を伸ばし、チェック柄の布地を捲りあげた。

			「あ……やンっ」

			　太腿が狭まったものの、ほっそりした両足では乙女の女芯を隠しきれない。

			（お、おおおっ）

			　すっきりした縦筋のラインから、赤みがかった肉びらと包皮を半分だけ被ったクリトリスがはみ出ている。スリットの下方と大陰唇には、愛液らしき透明な雫がうっすらへばりついていた。

			（え、英理香ちゃんの……おマ〇コだ）

			　色素沈着はいっさいなく、ベビーピンクに彩られた恥丘の膨らみが猛烈な淫情をそそらせる。

			　口の中に唾が溜まり、目がらんらんと輝いた。

			　童貞喪失への期待感とともに、すべての神経が眼前の女肉だけに注がれた。

			　英理香は顔を背け、目を固く閉じている。それでも覚悟はできているのか、強硬な拒絶を見せることはなかった。

			（あぁ、なんていやらしいんだ）

			　決して美しい造形とは言えないのに、なぜこんなにも胸がワクワクするのだろう。

			　無意識のうちに顔を寄せれば、甘酸っぱい媚臭に続き、噎せ返るような乳酪臭が鼻腔を突きあげた。

			（おっ、むっ！）

			　新陳代謝が激しい年頃のせいか、乙女の局部は体臭、汗、分泌液などが混ざり合い、濃厚な恥臭をぷんぷん放っている。

			　思わず顔をしかめたものの、逆にペニスは下腹にべったり張りついた。

			（はあはあ、ど、童貞を捨てられるんだ）

			　放出したばかりにもかかわらず、性欲は完全に回復し、牡の昂りは臨戦態勢をすっかり整えている。

			（いや、まだだ、慌てるな）

			　英理香とつき合えない以上、女体と接する機会はしばらくないかもしれないのだ。

			　自制心を無理にでも働かせ、スリット沿いを指で撫であげると、少女は裏返った嬌声を発した。

			「あ、はぁあぁぁぁっ！」

			　指先が内粘膜とクリットを刺激し、快感の電磁波が襲いかかったらしい。身を反らし、腰をくねらせて恥骨をブルブルと振りたてた。

			　少女の悩乱姿に背中を押され、指を上下させれば、厚みを増した陰唇が外側に捲れあがる。さらには秘裂から愛液がしとどに溢れだし、クリトリスが包皮を押しあげて全貌を現した。

			「やっ、はっ、ンっ、ンっ！」

			　喉をゴクリと鳴らし、悶絶する英理香の姿を穴の開くほど見つめる。よほど昂奮しているのか、彼女の顔はすでに首筋まで真っ赤だ。

			（す、すげえ……おマ〇コ触られて、気持ちいいんだ。あぁ、くちゅくちゅと、やらしい音を立てて……）

			　年下の後輩が、自分の指技で快感を得ている。その事実に自信を漲らせた春樹は、本能の命ずるまま次のステップに移った。

			　両足を力任せに割り広げ、乙女の恥芯を剥きだしにさせる。

			「あ、やンっ」

			　三角州に渦巻いていた女臭がぷんと香り立ち、人生初体験のクンニリングスに思いを馳せれば、ペニスがいっそうひりついた。

			「だ、だめっ、だめです」

			　女芯に顔を寄せたところで羞恥心が頭をもたげたのか、英理香が泣きそうな顔で拒絶する。

			　春樹はかまわず指で恥裂を押し開き、複雑な構造の女性器を隅々まで注視した。

			　上方には肉の垂れ幕があり、中心部に開いた穴は尿道口なのか。想像以上に狭い膣口の奥には、ねっとりしたサンゴのような肉塊がひしめき合っていた。

			（こ、この穴にチンポを挿れるんだ）

			　逸る気持ちを抑え、唇を濡れそぼつ割れ目に押し当てると、ヌメリの強い肉びらの感触に胸が高鳴った。

			「あ、ひぃぃぃぃっ」

			　金切り声が耳をつんざき、ヒップが激しくバウンドする。春樹はあえかな腰を手で押さえつけ、舌先を目にもとまらぬ速さではね躍らせた。

			「いひっ、や、ン、ふわぁあぁぁっ」

			　腰がテーブルから浮きあがるも、タコのように吸いついて離れない。

			　アンズにも似た味覚が、粘着性の強い淫液とともに舌の上に広がった。

			（あぁ、俺、今度はおマ〇コを舐めてるんだ）

			　潮の香りが鼻から抜け、恥部を舐ねぶっているという事実をいやが上にも認識させる。

			　縦筋に沿って、ゼリー状の膣壁をベロベロ舐めあげた。

			　陰唇をクリトリスごと口中に引きこみ、コリッとした肉の突起を上下左右にこねくりまわした。

			「ン、はぁあぁぁぁっ！」

			　英理香はソプラノの声を発し、鼠蹊部そけいぶから太腿を激しく痙攣させる。

			　やはり、膣内より陰核のほうが感じるらしい。

			「きゃふぅぅンっ!!」

			　今度は頬を窄めて吸いたてると、彼女は顎を突きあげて喉を晒した。

			（クリちゃんが、最初の頃より大きくなったみたい）

			　グミを思わせる感触に酔いしれる一方、ペニスは一刻も早い結合を訴える。我慢の限界を迎えた春樹は身を起こし、しなる肉棒を力強く握りしめた。

			　激しい口戯が功を奏したのか、いたいけな花びらはすっかりほころびている。

			　肉槍の穂先を秘割れにあてがえば、英理香は頭を起こし、切なげな眼差しを向けてきた。

			「……あ」

			「い、挿れるよ」

			　少女は何も答えない。

			　恐怖心に見舞われたのか、やや怯えた表情で身を竦ませている。

			　痛々しい思いが心に吹きすさんだものの、一度タガの外れた男はもはや行き着くところまで行くしかないのだ。

			（あぁ、ついに童貞を捨てる瞬間が来たんだ）

			　腰をそろりそろりと繰りだすと、とろみの強いぬめりが鈴口を覆い、心地いい性電流がペニス全体を蕩かせた。

			「……くっ」

			　歯列を噛みしめて堪え、狭隘きょうあいな肉洞の中に怒張を突き進めていく。

			（おっ、おっ）

			　膣の中は熱く燃えさかり、ぬっくりした感触が肉茎を包みこんだ。

			　大量の愛液と柔らかい粘膜が敏感な先端にまとわりつき、頭の中で白い光が何度も明滅する。

			（おマ〇コの中が、こんなに気持ちいいなんて……あぁ）

			　桃源郷に迷いこんだ心境になり、快感と安息感が押し寄せると同時に本能がさらに深い結合を求めた。

			　無意識のうちに腰を突きだせば、小さな悲鳴が耳朶じだを打つ。　

			「あ、つっ！」

			　ハッとして顔を上げれば、英理香は苦痛に唇をたわめていた。

			　ペニスの行く手を遮る壁のようなものが、処女膜なのだろうか。　　

			（やっぱり……英理香ちゃん、処女だったんだ。ど、どうしよう……どうしたら、いいんだよ）

			　しばし様子をうかがったものの、よほど痛いのか、彼女は閉じた目から大粒の涙を溢れさせる。

			　中止するか、それとも初志貫徹するべきか。

			「やめたほうが……いい？」

			　逡巡しゅんじゅんした春樹がやや上ずった口調で問いかけると、童顔の少女は首を横に振り、気丈にも自分の意思をはっきり告げた。　　　

			「いえ……そのまま……来てください」

			「い、いいの？」

			「はい……大丈夫です」

			「じゃ、ゆっくり挿れるね」

			　本来なら相手を気づかう余裕はないのだろうが、一回射精したことで、多少なりとも自制心が働いたらしい。

			　春樹は気持ちも新たに、腰を慎重に進めていった。

			「ンっ、ンっ」

			　下腹部の筋肉が強ばり、媚肉が胴体をギューギューに締めつける。
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			「英理香ちゃん、もう少し身体の力を抜いてみて」

			　ネットで仕入れた知識でアドバイスすれば、少女は素直に脱力し、牡の肉を取り巻く柔襞の締めつけが心持ち緩んだ。

			「……おっ」

			「く、くふぅ」

			　ペニスは勢い余って突き進み、あっという間に根元まで埋めこまれる。

			（やっ、やった。俺……ついに童貞を捨てたんだ）

			　中学一年で精通を迎えてから、この日を何度夢見てきたことだろう。

			　言葉では言い表せぬ喜びに浸るなか、英理香は口をへの字に曲げていた。

			「い、痛いの？」

			「そ、そのまま……動かないで……ください」

			　膣壁がひくつき、肉の振動が粘膜を通してはっきり伝わる。もちろん怒張は萎える気配もなく、限界ぎりぎりまで膨張していた。

			（この状態でじっとしてても、埒があかないよな……そうだっ！）

			　あるアイデアを閃かせた春樹は右手を結合部に伸ばし、ルビー色に輝く肉芽を親指で撫でつけた。

			「……あ、ンっ」

			　指腹で軽く押しつぶし、くるくると回転させては刺激を与えていく。

			　英理香は甘ったるい声をあげ、すぐさまとろんとした顔つきに変わった。

			（やっぱり、若い女の子は膣よりクリトリスのほうが感じるんだ）

			　そう確信しながら、愛のベルを一心不乱に掻き鳴らす。

			　媚肉が多少なりともこなれだし、やがてねっとりした花蜜がペニスに絡みついた。

			「だ、大丈夫かな？」

			　心配げに声をかけると、少女は目をうっすら開けて答えた。

			「今は……痛くないです」

			「ホ、ホント？」

			「え、ええ」

			「ちょっと動いてみていい？」

			「そっと動いてくださいね」

			「うん、わかった」

			　腰をゆったり引いてみても、さほどのひりつき感は覚えない。淫液まみれの肉胴に破瓜の血はついておらず、春樹は目をしばたたかせた。

			（様子を見た限りじゃ、間違いなく処女のはずだけど……）

			　女性の中には激しいスポーツをしたり、異物を膣内に挿入したことから処女膜が破れているケースがあるようだ。

			　もしかすると、英理香は後者のタイプなのかもしれない。かわいい顔をして、器具を使ったオナニーをしているとはとても思えなかったが……。

			　美少女の自慰行為が頭にちらついたところでペニスが疼き、春樹は無意識のうちに腰を一往復させた。　

			「は……ンぅっ」

			　英理香が腰をピクンとはねあげ、口から湿った吐息をこぼす。しかも頬をみるみる赤らめ、やたらなまめかしい容貌に変わっていった。

			「い、痛くないの？」

			「最初は痛かったけど……今は……それほど痛くないです」

			　唯一の懸念材料が頭から消し飛び、獣じみた願望が暴風雨のごとく荒れ狂いだす。

			　交際できない意思を伝えている以上、英理香とセックスするのはこの一度きりになるかもしれないのだ。

			　心に巣くう牡の情欲を、心ゆくまで解放したい。

			　あらゆる体位や痴戯が頭に浮かび、猛々しい性獣モードに再突入した。

			　彼女が息をするたびに膣の入り口と奥が交互に締まり、ペニスをやんわり揉みこんでくる。

			　しっぽりした粘膜の感触に心酔しながら、春樹はストローク幅の短いピストンを繰りだした。

			「あ、あン、や、はぁぁっ」

			「はあ、いい、チンポが気持ちいいよ」

			　快美に抗えず、意識せずとも腰の回転率が増していく。

			「ンっ、ンっ、ンふぅ」

			　英理香は胸を何度も波打たせ、腰をよじっては息も絶えだえに喘いだ。

			（ああ……やばい……イッちゃいそうだ）　　

			　春樹にとっても初体験だけに、昂奮度が下降線を描くはずもない。膣内粘膜に絞られた胴体は早くも脈打ち、いつ発射してもおかしくない状態だった。

			　可能な限り、あこぎな欲望を貪りたい。

			　春樹はピストンをストップさせ、膣からペニスを引き抜いた。

			「あ、うンっ」

			　鬱血した怒張はどろどろの淫蜜をまとい、茹でたウインナーのような様相を呈している。

			　路のついた膣道はぽっかり口を開き、半透明の濁り汁が会陰にまで滴った。

			「え、英理香ちゃん、ちょっと横にずれてもらっていい？」

			「……え？」

			　とろんとした顔つきの少女を抱き起こし、テーブルのサイドにそっと押しやる。

			　春樹は後ろ向きの体勢から腰かけ、仰向けに倒れこむや、口元に淫靡な笑みを浮かべた。

			「上に乗ってくれるかな？」

			　まずは騎乗位で楽しみ、最後はバックからガンガン攻めてみたい。

			　扇情的な体位に性のパワーが漲り、期待感からペニスが反り返る。

			　当然、英理香は恥じらうと思ったのだが、意識が朦朧としているのか、虚ろな眼差しを宙にとどめるばかりだった。

			「え、英理香ちゃん、あの、上に……」

			　処女を喪失したばかりの女の子には、やはり無茶な注文なのかもしれない。

			（相手が美帆ちゃんだったら、とてもこんなこと言えないもんな。俺って……やっぱ最低の男だ）

			　自分に好意を抱いている事実を知ったうえで、欲望の限りを尽くそうというのだから、卑劣と言われても仕方がない。

			　さすがに自己嫌悪を覚えた瞬間、春樹は英理香のある異変に気がついた。

			　頬を赤らめたまま口の隙間で舌を悩ましげにすべらせ、よく見ると、彼女の眼差しは明らかにぴんこ勃ちのペニスに向けられていた。

			「あ、あの、あ……」

			　英理香は何を思ったのか、スカートを翻し、春樹の身体を逆向きに跨がった。

			「ちょ、ちょ……違っ……ああっ」

			　怒張を握られ、亀頭が柔らかい唇の感触に包まれる。

			（おわっ、こ、これって、シックスナイン!?）

			　童顔少女の思いも寄らぬ行動に驚嘆したものの、眼前のプリンとしたヒップに目が奪われた。

			　スカートの裾が捲りあがり、臀裂の下方からこんもりした恥丘が覗いている。

			　すっかり溶け崩れた女芯は赤い粘膜をさらけ出し、とろみがかった淫蜜がだらだらと滴っていた。

			　ムワッとした熱気と牝臭が鼻腔を燻いぶし、脳神経をガンガン揺さぶる。

			（や、やらしい……おマ〇コ）

			　条件反射とばかりに恥ち肉にくに吸いつけば、英理香は腰を震わせ、鼻から甘ったるい声を放った。

			「ンふぅ」

			　乙女のプライベートゾーンに顔を埋め、鶏冠のように突きでた女肉を一も二もなく舐めしゃぶる。同時に少女は負けじとばかりに男根を咥えこみ、首を上下に振ってしごきたおした。

			「む、むむっ、むうっ！」

			　口の周囲を涎と愛液まみれにしながら、下腹部を襲う快美に耐え忍ぶ。春樹は指で陰唇を押し開き、膣内粘膜とクリットを剥きだしにしてからかぶりついた。

			「ふっ、ふっ、ンはぁあぁっ」

			　英理香はいったんペニスから口を離したものの、再びがっぽり咥えこみ、なめらかな唇を怒濤の勢いで肉胴に往復させた。

			「あ、あ、え、英理香ちゃん、すごい、気持ちいい」

			　喜悦の声が耳に届いたのか、少女のフェラチオが熱を帯びていく。

			　じゅぴっ、ぐちゅ、ぷちゅっ、じゅぷっ、じゅぱぱぱっ！

			　牝の本能の為せる業か、英理香は頬を鋭角に窄め、口の中を真空状態にしてから滾る肉棒を引き絞った。

			「ぐ、おおぁあっ」

			「ンっ、ふっ、ンっ！」

			　猛烈な吸引力に睾丸が吊りあがり、白濁の溶岩流が火山活動を開始する。

			　英理香は外見とは裏腹に、性的な好奇心は人並以上なのかもしれない。激しいフェラチオは、アダルトビデオを鑑賞した経験があるとしか思えなかった。

			（くう、やばい、せっかく射精を堪えたのに）

			　一度ならず、二度までも口戯で放出するわけにはいかない。春樹は女肉に吸いつき、じゅるじゅると愛液ごと啜りあげた。

			「ンっ、ふうっ！」

			　顔の打ち振りがピタリと止まり、ペニスに走る快美が弱まる。

			（これなら、何とか保ちそうだ。ようし！）

			　こうなれば騎乗位はあきらめ、一回イカせたあと、再び正常位から男子の本懐を遂げたほうがよさそうだ。

			　クコの実にも似た肉芽を舐めてはしゃぶり、はたまたあやしては吸いたてる。英理香がペニスを吐きだし、顔を上げて黄色い声を張りあげる。

			「はっ、やっ、ンっ、やはぁぁっ」

			　ぷるぷるとわななく小振りなヒップがかわいかった。

			　鼠蹊部の筋がピンと浮き立ち、チェリーピンクに充血した女肉の連なりに胸が甘く締めつけられた。

			（あぁ、すごいや。マン汁が……）

			　汲めども尽きぬ泉のごとく、陰裂から花蜜が絶え間なく溢れてくる。

			　処女を喪失したばかりの女の子とは思えぬ反応に、春樹は目を白黒させるばかりだった。

			　ヒップのひくつきが顕著になると同時に、怒張の芯が疼きだす。快楽から気を逸らそうとしているのか、英理香がペニスを滅茶苦茶にしごきだしたのだ。

			「ぬ、おおぉっ」

			　この状態が続けば、もはや射精は時間の問題だ。

			（仕方がない。こうなったら無理やり押し倒して、正常位からやるしかない！）

			　そう決意した春樹がヒップに両手を添えた瞬間、またもや予想外の出来事が起こった。

			　英理香が腰を上げ、そのまま春樹の下腹部に移動したのである。

			「……あ」

			　ただ呆然とするなか、少女がペニスの真上で大股を広げる。

			　小さな手が男根を垂直に立たせ、ぱっくり開いた陰唇の狭間に亀頭の先端があてがわれる。

			（ま、まさか、まさかぁ！）

			　胸が揺すぶられ、心臓が張り裂けんばかりに高鳴った。この体勢からの挿入は、まごうことなき背面騎乗位だ。

			　初心な女の子にアブノーマルな体位の知識があるとは思えず、一刻も早く結合しようと、身体を前に進めただけに違いない。

			（それにしても、自分から挿れようとするなんて。ホ、ホントに処女だったのかよ）

			　初体験から快楽を得る女性の話は知っていたが、まさか彼女も同じタイプだったとは……。

			　春樹の驚きを知るよしもなく、英理香がヒップを沈め、宝冠部が二枚の唇を割り開いた。

			　極限まで張りつめた亀頭は、膣口をなかなかくぐり抜けない。

			「く、くぅ」

			　圧迫感があるのか、狂おしげな声が聞こえ、春樹は不安から首を伸ばして様子をうかがった。

			（あ、英理香ちゃんの姿が……）

			　真正面の壁に掛けてある鏡が、彼女の様子をはっきり映しだす。

			　前歯で下唇を噛みしめ、いかにもつらそうな表情だ。

			　結合部も丸見えの状態で、舟状の割り開きが隆々と聳え立つ男根を今にも呑みこまんとしていた。

			「あ、はぁぁっ」

			　雁首が膣口に埋没し、ヒップがゆっくり沈みこむ。

			　生温かい膣内粘膜が肉胴をすべり落ち、心地いい感触に身を仰け反らせる。

			　柔らかみを増した媚肉は怒張を根元まで咥えこみ、二度目の結合に総身が粟立った。

			「あ、あ、あ……」

			　窮屈さは否めないのか、英理香は身を強ばらせたまま、瑞々しい臀丘をぷるぷる震わせる。やがて身を起こし、小さな吐息をこぼしてから恥骨を軽く揺すった。

			　ジョリッジョリッと、陰毛のこすれる音が聞こえてくる。

			「あ、くっ」

			　悲痛な声から察すれば、微かな痛みを感じているのかもしれない。それでも腰の動きを止めることなく、スライドの速度を徐々に速めていった。

			「ンっ、ふっ、やっ、はぁぁっ」

			　喘ぎに甘い響きが含まれはじめ、少女の頬がピンク色に染まっていく。

			　ヒップがくるんと一回転するや、ペニスが膣内粘膜に引き転がされ、春樹は大口を開けて咆哮した。

			「お、ほぉぉぉっ！」

			　射精願望が一足飛びに上昇し、こめかみを震わせて耐え忍ぶ。

			　続いて英理香は、上下のピストンで男根に苛烈な刺激を吹きこんだ。

			　桃尻が下腹をパチンパチーンと打ち鳴らし、膣内粘膜がさざ波のごとく蠢いては肉胴をこすりあげる。

			　卑猥な肉擦れ音とともに秘裂から花蜜が滴り落ち、下腹部全体が温かい粘液でぬめり返る。

			　触れあう肌と肌のあいだで、汗と体液が濁った糸を幾筋も引いた。　

			（あうっ、やばい、すぐにイっちゃうかも）

			　奥歯をギリリと噛みしめた直後、高らかな嬌声が鼓膜を揺らした。

			「や、はぁあぁっ、いいっ」

			「……え？」

			「あっ、あっ、気持ちいいです」

			　再び鏡を覗きこむと、英理香は顔から首筋を上気させている。

			　桃尻を何度もひくつかせ、律動のピッチは今やビデオの早回しを見ているかのようだった。

			「ぬおっ」

			　ぐちゅんぐちゅんと、濁音混じりの水音が鳴り響き、ペニスの芯がひりつきだす。

			　とろとろの熱い粘膜が雁首をこれでもかとこすりたて、淫欲のエネルギーが射出口に向かって注ぎこむ。

			（あ、あ、もう、だめだっ！）

			　下肢に力を込めても、もはや何の役にも立たない。春樹は目をカッと見開き、我慢の限界を訴えた。

			「え、英理香ちゃん！　イクっ、イッちゃうよ!!」

			　必死の懇願すら耳に届かないのか、少女はしゃにむに腰を振りたてる。

			　このまま膣内射精するわけにはいかず、未熟な少年は心の底から焦った。

			「あっ、や、ンはぁあぁぁっ！」

			「英理香ちゃんっ！」

			　恐怖に満ちた顔でヒップに両手を添えると、少女は腰を上げ、膣の中から愛液まみれのペニスを引き抜いた。

			　そのまま春樹の胸に腰を落とし、パンパンに張りつめた肉棒をしごきたてる。

			「先輩、出して、たくさん出してください！」

			「は、おおぉぉおおぉっ！」

			　愛液の潤滑油がなめらかな感触を与え、やんわりした指腹が肉幹と雁首を縦横無尽にこすりたてる。

			　悦楽の奔流ほんりゅうに押し流され、自制の結界が瞬く間に崩落した。

			「あぁ、イクっ、イクぅっ！」

			　英理香は前屈みの体勢から、さらなる抽送で怒張を嬲りたおす。

			「お、おぉぉぉぉっ！」

			　めくるめく快美に身を委ねた瞬間、春樹は下腹の奥にはびこる圧迫感を自ら解き放った。

			　下肢の筋肉が硬直し、白濁の塊が輸精管を光の速さで突っ走る。骨の髄まで蕩けそうな感覚に襲われ、腰が激しくバウンドする。

			「イックぅぅぅぅっ!!」

			「きゃっ！」

			　亀頭の先端から、おびただしい量の樹液が噴きだしたのだろう。

			　少女は驚きの声をあげるも、だめ押しの手コキで肉胴を絞りたてた。

			　脳裏に白い膜が張り、甘い戦慄に五感が麻痺する。

			　腰をしゃくるたびに剛直が脈動し、灼熱の溶岩流が体内から吐きだされる。

			　春樹は残るありったけの精液を放出したあと、気怠げな表情からテーブルに頭を沈めていった。
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			　童貞喪失を叶えた三日後の金曜日、春樹はひどい自己嫌悪に陥っていた。

			　初体験の相手は恋人ではなく、後輩の女の子なのだから、冷静になればなるほど、罪の意識に打ち震えた。

			　当然、今日は美帆と下校することになる。

			　どんな面持ちで話をしたらいいのか、考えただけで憂鬱になった。

			（業務の最中は私語禁止だから、今はいいけど……）

			　愛しの彼女と意識的に距離を取っていたが、閉館時間を迎え、いやでも顔をつき合わせなければならない。

			　二階の戸締まりを済ませた春樹は、重い足取りで階段を下りていった。

			　一階の窓を閉めている美帆の姿が視界に入り、胸の奥がチクリと痛む。事情を知らない美少女は、振り返りざま満面の笑みをたたえた。

			「な、七瀬先輩は？」

			「今しがた、二階に上がっていったけど……会わなかった？」

			「……いや」

			　おそらくトイレに行ったのだろうが、人の気配に気づかないほど、心が乱れていたのかもしれない。

			　春樹はさりげなく視線を外し、帰り支度を整えるためにカウンターへ向かった。

			　美帆があとに続き、あまりの申し訳なさから胸が張り裂けそうになる。

			　バックヤードに入室して上着と鞄、マフラーを手に取るあいだも、言葉が口をついて出てこない。

			　やがて異変を察したのか、少女が心配げに問いかけてきた。

			「どうしたの？」

			「……え？」

			「なんか、今日はずっと元気がなかったけど」

			「いや、その……昨日は夜遅くまでテレビを観ちゃってさ。つまり、寝不足なんだ」

			「……そう」

			　苦笑して頭を掻くも、やはり目は合わせられない。

			　春樹は逃げるようにバックヤードをあとにし、カウンターの真横で立ち止まった。

			（今日は用事があるって……断ろうか）

			　思案に暮れるなか、美帆が傍らに佇み、気まずさがピークに達する。

			「み、美帆ちゃん」

			「ん、何？」

			「あ、あのさ……」

			　罪悪感に耐えられず、真相を告げたくなるも、破局を迎えるのは火を見るより明らかなのだ。

			（や、やっぱり……言えないや）

			　卑劣な自分に口を歪めた瞬間、思いも寄らぬ出来事が起こった。

			　出入り口の扉が開き、あろうことか、英理香が姿を現したのである。

			（……あっ!?）

			　彼女の顔は真剣そのもので、何かしらの決意を秘めているかのように思える。

			　背筋を冷たい汗が流れ、顔から血の気が失せていった。

			「あら、英理香ちゃん。どうしたの？」

			「……美帆先輩」

			　童顔の後輩は春樹ではなく、美帆に向かって歩を進める。

			（よ、よせ、何を言うつもりだ！）

			　身の毛もよだつ恐怖に、足が竦んで動かない。いつもの英理香と様子が違うことに気がついたのか、美帆は怪訝けげんな表情で待ち受けた。

			「春樹先輩と……別れてください」

			「……え」

			　唐突な物言いに場の空気が凍りつき、心臓がバクバクと大きな音を立てる。

			　二階から下りてきた七瀬の姿も目に入らず、春樹は口をこわごわ開いた。

			「え、英理香ちゃん、突然どうしたの？」

			　ひとつ年下の少女は何も答えず、美帆を真っすぐ睨みつける。

			　彼女の瞳に涙が滲んだ直後、最悪の展開を思い浮かべた春樹は、ようやく二人のあいだに割って入った。

			「お、俺、美帆ちゃんに大切な話があるんだ。悪いけど、帰ってくれないか？」

			　修羅場を回避したい一心からだったが、逆に英理香の激情に火をつけてしまったらしい。　

			　肩を押して館内から追いだそうとするも、少女は涙をこぼし、ヒステリックな声で泣き叫んだ。

			「私、先輩とキスしたし、エッチだってしたんですっ!!」

			「え、英理香ちゃんっ！」

			　目の前が真っ暗になり、奈落の底に突き落とされる。

			「あそこだって、舐め合ったんですからっ!!」

			「ひっ!?」

			　女性というのは、なんと恐ろしい生き物なのだろう。

			　感情的になり、我を忘れ、およそ考えられない行動に打って出るとは……。

			　心臓が萎縮したところで、英理香は春樹の手を振り払い、泣きじゃくりながら扉を開けて出ていった。

			「……あ、あ」

			　館内が水を打ったように静まり返り、重苦しい沈黙の時間が流れる。

			　茫然ぼうぜん自失し、怖くて後ろを振り向けない。

			　美帆はひと言も告げぬまま、春樹の横を通りすぎ、涙と思われる雫が床にはらはら滴った。

			　あまりのショックで呼びとめられず、彼女が駆け足で館内をあとにする。

			　春樹は口をぽかんと開け、青白い顔で立ち尽くした。

			（お、終わった）

			　仲直りをしたばかりなのに、ひどい裏切り行為で自ら破滅への道を突き進んでしまったのだ。

			　今となっては、己の性欲が恨めしい。

			　自制心は何度か働いたものの、結局は激しい性衝動に抗えなかったのだから……。

			「……ああっ」

			　深い溜め息をつき、肩を落とす。

			　思考回路がショートし、何も考えられないし、考えたくもない。

			　春樹はカウンターに置いていた上着と鞄を手に取り、七瀬の存在に気づかぬまま、夢遊病者のごとく室内から出ていった。

			　美帆と英理香の顔が交互に浮かんでは消え、怒りと寂しさ、悲しみがごちゃ混ぜになって押し寄せる。

			　次の瞬間、ガツンという大きな音とともに、額に凄まじい痛みが走った。

			　俯き加減で歩いていたため、エントランスのガラス扉に頭をしこたま打ちつけてしまったのだ。

			「あ、ぐっ！」

			　目の前を無数の星が飛び散り、もんどり打って床に倒れこむ。

			　滑稽にも、春樹はそのまま失神状態に陥った。
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			　どれくらい、気を失っていたのか。

			　目を覚ますと、図書館の天井が視界に入り、椅子三脚を並べた座席の上に横たわっていた。

			　額に湿ったタオルが乗せられ、頭の芯がズキズキ痛む。

			（お、俺……そうだ、エントランスのガラス窓にぶち当たって、あ、つうっ）

			　身を起こそうとしたものの、頭がふらつき、タオルが床に落ちる。

			　先ほどの光景を思いだした春樹は、苦悶の表情で唇を噛んだ。

			　美帆には強引なペッティングからあそこをいじりまわし、わずかな期間を置いて、今度は身近な後輩と肉体関係を築いてしまったのだ。

			　どんなに優しい女の子でも許してくれるはずがなく、もはや美帆との修復は不可能だと思われた。

			（英理香ちゃん、あんまりだよ。何だって、あんなマネを……）

			　未熟な少女に怒りの感情を向けたものの、すべては自分が蒔いた種なのだ。

			　激しい後悔に頭を掻きむしった直後、女生徒のスカートと生足が視界に入った。

			（み、美帆ちゃん？）

			　慌てて身を起こして確認し、意外な人物に目を丸くする。

			「な、七瀬先輩」

			「大丈夫？　びっくりしたわ。エントランスのほうから、ものすごい音が聞こえてきたから。てっきり、ガラス窓を殴ったのかと思った」

			「殴ったって……」

			　記憶の糸を手繰り寄せた春樹は、みるみる困惑の顔に変わっていった。

			（そうだ……英理香ちゃんが図書館に入ってきたとき、この人はまだ館内にいたんだっけ）

			　苦手な先輩に、修羅場を目撃された可能性は高い。

			　いったい、いつから一階にいたのだろう。

			　まさに踏んだり蹴ったりの状況に、気分は落ちこむばかりだった。

			「おでこのコブ、かなり引いたみたいね」

			「あ、ありがとうございます。先輩が、冷やしてくれたんですね」

			「ううん、いいのよ。お安い御用だわ」

			　七瀬はいつになく饒舌で、なぜか目をきらめかせている。いつもの冷徹な彼女とはまったくの別人ぶりに、春樹は得体の知れない不安を覚えた。

			「で、どうなの？」

			「は？　何がですか」

			「あの女の子が言ってたことよ」

			　口の中に溜まった唾をゴクリと飲みこみ、恐るおそる問いかける。

			「……見たんですか？」

			「見たわ」

			「どこから？」

			「あの子が、扉を開けて入ってきたとこから」

			　言葉を失くし、続いて大きな溜め息をつく。

			（最初から最後までじゃないか。とことんついてねえ）

			　立ち去る気力もなく、春樹は俯いたまま頬を引き攣らせた。

			「英理香ちゃんだっけ？　私と同じ当番日になったことは一度もないけど……で、どうなの？」

			　押し黙っている様子から、七瀬はすべてを察したのか、一人納得げに頷いた。

			「ふうん、ホントなんだ。美帆ちゃんとつき合ってることは、以前から気づいてたけど」

			「え……知ってたんですか？」

			「そりゃ、見てればわかるわよ」

			　一匹狼的なキャラクターではあったが、彼女の話は美帆から何度か聞かされていた。

			　二人は近距離に住んでおり、同じ小学校を卒業したらしく、いろいろと話が合うのかもしれない。

			「美帆ちゃんから……聞いたんですか？」

			「彼女は、余計なことは話さないわ」

			　英理香といい、七瀬といい、女の観察眼は男が考えている以上に鋭いようだ。

			　ぽかんとしていると、優等生の先輩は自慢げな顔つきで言葉を連ねた。

			「私ね、将来は心理学者になりたくて、必死に勉強してるの」

			「……は？」

			「つまり、その人の目の動きや態度、何気ない振る舞いや会話から心理状況を読み解くなんて造作ないってこと」

			「……はあ」

			「でも、図書委員の後輩と二股してるとこまではわからなかったわ」

			　当たり前だ。英理香から告白を受け、深い関係を結んだのは三日前。当の本人でさえ、こんな事態になるとは夢にも思っていなかったのだから……。　　

			「あんたがそんなにモテるなんて、思えないけど。どこがいいのかしら」

			　傷口に塩を塗るような言い方には、さすがにカチンときた。顔を上げ、キッと睨みつけては精いっぱいの皮肉を返す。　

			「頭カチカチのあなたには、わからないんじゃないですか」

			「失礼ね。恋愛に関しても、あなたより先輩よ。こう見えても、三人と体験済みなんだから」

			「妄想の中のことでしょ」

			　本来なら性格の悪い先輩を相手にしている余裕はないのだが、現実から逃避したいという心理が働いているのかもしれない。

			　今の春樹は半ばヤケになり、行き場のない私憤は次第に七瀬へ向けられていった。

			　

			（素晴らしい研究材料だわ！）

			　うろたえる春樹、愕然とする美帆、感情を露にする英理香。間近で目撃した三角関係に好奇心が大いに刺激され、探究心に身が震えた。

			　彼らの心理状況を事細かに分析し、心理学者の権威になるための礎にしたい。

			　七瀬は内心ほくそ笑む一方、すぐに気を引き締めた。

			（つい本音が出ちゃったけど、この子を怒らせるのは得策じゃないわ）

			　プライドが高すぎるという自身の欠点は自覚していたが、ここは懐柔策に打って出てでも、春樹との距離を縮めておかなければ……。

			　彼の人となりは、勉強ができない劣等生、優柔不断な性格、理性よりも本能が強く働くダメ人間だと考察している。

			（ルックスも平凡……まあ、ぎりぎり許容範囲内かしら）

			　ふだんなら決して近づきたくない相手ではあったが、ここは野望のために我慢するしかない。

			　わずかの時間で決断したとたん、春樹はいかにも小憎らしい薄ら笑いを浮かべた。　　　

			「しかも三人って、ありえないですよ」

			「何が、ありえないの？」

			「だって……そもそも誰が相手してくれるんですか？」

			　人を見下した態度に、怒髪天を衝く。七瀬は怒りの感情を押し殺し、淡々とした口調で答えた。

			「私の初体験は中学二年のとき、家庭教師の大学生にバージンを捧げたわ」

			「……え？」

			　羞恥心が込みあげ、さすがに声が上ずる。

			　下卑た下級生に男性遍歴を告白するのだから、いたたまれない気持ちになるのは当然のことだ。

			「二人目は高校一年のときに先輩と、三人目は去年、友だちの紹介で知り合った他校の男子生徒とよ。みんな、私のほうから振っちゃったけど」

			　最後のセリフで自尊心を守り、平然とした表情を装う。

			　いまだに半信半疑なのか、春樹は疑念の目を向け、すぐさま鼻で笑った。

			「わかりました。ま、そういうことにしておきましょ」

			「信じないの？」

			「だから、わかったって言ってるでしょ」

			　こざかしい口ぶりに憤慨するも、感情を必死に抑える。

			　心理学者にとっていちばん大切なのは、常に沈着冷静であること。客観的に物事を見られなければ、正しい分析はできないのだ。

			（ここは我慢して、距離を近づけておかないと）

			　七瀬は一歩進み、春樹の眼前に下腹部を移動させた。

			　年頃の男子なら、必ず好色な目を向けてくるはず。ところが彼はチラリと見やっただけで、興味なさそうに視線を逸らした。

			　女のプライドがまたもや傷つけられ、どす黒い感情が胸の奥で渦巻く。

			（あんな破滅的な出来事のあとだもの。九十九パーセントの男が、この子と同じ行動をとるはずだわ）

			　七瀬は無理にでも気を静め、意識的に穏やかな態度で口を開いた。

			「私が、何とかしてあげようか」

			「……え？」

			　今の彼は、藁にも縋すがりたい気持ちでいるはず。案の定、春樹は振り向きざま、真剣な表情に変わった。

			「何とかするって……具体的にどうするんですか？」

			「さっきも言ったけど、私は心理学を勉強してるの。同じ女性だし、彼女たちの心の内ならはっきり理解できるわ」

			　とっさに思いついた返答に、劣等生の男子は眉を顰ひそめる。

			「……先輩」

			「何？」

			「なんで、先輩がそこまで首を突っこむんですか？　これまで、俺とはまともな会話すらしたことなかったのに」

			「そ、それは……」

			　劣等生にしては、頭の回転は早いらしい。七瀬は内心舌打ちすると、愛想笑いを返しながら答えた。

			「あなたじゃなくて、美帆ちゃんのほうを心配してるの。彼女、館内を出ていくとき、泣いてたわ。あんな場面を見たら、どうにかしてあげたいと考えるのは当然のことじゃないかしら」

			「くっ」

			　春樹が言葉に詰まるなか、ここぞとばかりに追い打ちをかける。

			「それに、あの英理香という子、男がいちばん注意しなきゃならないタイプね。このまま、あきらめるとは思えないわ」

			「やっぱり……そうですかね」

			「自己顕示欲が強くて、人のものをすぐに欲しがる女、けっこういるのよ。こういうタイプは、飽きっぽい性格でもあるの」

			「なるほど……いや、勉強になりました」

			「え？」

			　粗野な後輩は椅子から立ちあがり、ざらついた声で言い切った。

			「でも、僕らのことは放っておいてください。自分で何とかしますから。今は、一人になりたいんです」

			「ちょっと待って」

			　カウンターに向かおうとする春樹の手首を、後ろから慌てて掴む。大切な研究材料を、簡単に手放してなるものか。

			　こうなれば最終手段、色仕掛けで籠絡するしかない。意を決した七瀬は、彼の腕に胸の膨らみを押しつけた。

			「……あ」

			「人をバカにして。このまま帰すわけにはいかないわ」

			「バ、バカになんて……してないですよ」

			　さすがに恥ずかしさから頭に血が上るも、努めて冷静に言葉を続ける。

			「人の話、全然信用しなかったじゃない」

			「そ、それは……」

			　春樹の表情が一変し、ねちっこい視線がバストに向けられた。

			「女にだって、プライドってものがあるんだから。あなたは、あまりにもデリカシーがなさすぎるわ。彼女たちの件も、あなたのそういう態度がいちばんの原因になってるんじゃない？」

			　わかっているのか、いないのか。彼は何も答えずに、喉をゴクリと鳴らした。

			　どうやら、この男の性欲は自分が考えている以上に強いらしい。何気なく下方を見やると、学生ズボンの中心が早くも小高いテントを張っていた。

			（この子……）

			　今さらながら、二人の美少女が恋慕を寄せる相手とは思えない。

			　もしかすると、自分の知らない何かしらの魅力を秘めているのだろうか。

			（たとえば、キスやセックスがすごくうまいとか）

			　ダメ男に惹かれる女性の心理には、以前から興味を抱いていた。

			　探究心が夏空の雲のごとく膨らみ、逸る気持ちを抑えられない。七瀬はさらに身を寄せ、右足を彼の両足のあいだに割り入れた。

			「お、ふっ」

			　春樹は微かに腰を引いたが、決して強硬な拒絶は見せず、それどころか舌なめずりし、目をギラギラさせはじめた。

			（やだ、もうコチコチだわ）

			　股間の膨らみに太腿をあてがえば、牡の証はすでに鉄の棒と化している。

			　昂奮状態はすぐに察したものの、失恋のショックが理性を引き寄せたらしい。春樹は喉を震わせ、掠れた声で拒絶した。

			「な、何を……するんですか……やめて……ください」

			「あなたが、私の話を信じないからだわ。どう？　三人の男性と経験があるって、これでわかったでしょ？」

			「あ、ううっ」

			「私に任せてくれれば、決して悪いようにはしないわ。先輩という立場から、美帆ちゃんや英理香という子から本音も聞きだせるし、悩むことないじゃないの」

			　右足の太腿をグイと押しつけ、切羽詰まった状況に追いつめる。　

			　鼻から吐きだされた息が頬をすり抜け、思わず鳥肌が立つも、ここまで来たらあとには引けない。

			「ホ、ホントに……」

			「もちろんよ、私がいい方向に導いてあげる。大船に乗ったつもりでいて」

			　ついに陥落した。春樹の言葉を遮り、勝ち誇った顔で答えた直後、思わぬ言葉が耳に飛びこんだ。

			「三人の男と……経験があるんですか？」

			「は？」

			「いや、どうしても信じられなくて。この程度のことなら処女だってできますし、先輩を信用するまでにはちょっと……」

			「何ですって」

			　今の自分はプライドをかなぐり捨て、イケメンでもない下級生の男子に色仕掛けで迫っているのだ。

			　欲情しているにもかかわらず、上から目線のセリフを投げかけてこようとは、いったい何様のつもりなのか。

			　七瀬は拳を握りしめ、怒りの感情を必死に抑えた。

			（やっぱり……セックスに、かなりの自信があるのかも）

			　三人の男性経験があるとはいえ、興味本位からの交際という流れだったため、男女の深い結びつきに関してはまだ未熟だと言わざるをえない。

			　だからこそ、降って湧いたようなチャンスを見逃せないのだ。

			（もし、そうだとしたら……調べておいたほうがいいのかも）

			　自身の利益のために、三人の後輩を研究材料にするのである。決して、良心の呵責がないわけではなかった。

			（こうなったら……やるしかないか）

			　毒を食らわば皿までの心境になり、覚悟を決める。

			　もちろん、肉体まで提供するつもりはさらさらない。

			　大失恋をしたばかりの男性が狼になる可能性は限りなく低いはずで、フェラチオだけ、いや、手コキでも十分陥落させられるのではないか。

			　あれこれと思案を巡らせるなか、意外にも相手のほうから承諾の言葉が告げられた。

			「……いいですよ」

			「え、任せてくれるの？」

			　わざわざ身を汚さなくても、春樹は自ら研究材料の役割を買って出てくれたのだ。

			　いったんは頬を緩めたものの、彼の言葉にはまだ続きがあった。

			「その代わり、条件があります」

			「何？」

			「おしっこするとこ、見せてください」

			　想定外の発言に唖然呆然とし、嫌悪感から総身が粟立つ。

			（なんて変態なの！）

			　この男の頭の中にあるのは、性への好奇心だけに違いない。

			　アブノーマルな嗜好におののくなか、春樹はさらにいやらしい視線を投げかけた。

			「それなら、任せてもいいですよ」

			　含み笑いを洩らす生意気な後輩に、またもや憤怒する。

			　女の武器を使って誘いをかけた以上、このまま引き下がるのも癪に障る。七瀬は余裕たっぷりの笑みを返し、さも当然とばかりに言い放った。

			「いいわ。あなたが、私を満足させてくれたらね」

			「へ、あの……今、何て……」

			「エッチで満足させられたら、あなたの望み、叶えてあげるって言ってんの」

			「は、はあ？」

			　今度は春樹が愕然とし、口をぽかんと開け放つ。

			（こうなったら、とことんやるしかないわ）

			　情交の前に射精まで導けば、獣じみた性欲は衰え、倒錯的な要求は回避できるかもしれない。

			　一縷の望みをかけた七瀬は腰を落としざま、ズボンのチャックに手を伸ばした。

			


			　　　　　３

			


			（お、おかしな展開になってきたぞ）

			　やけっぱちの心境から毛嫌いしている先輩に鬱憤をぶつけてしまったが、もちろん意識してやったことではない。

			　ショッキングな出来事を忘れたくて、つい絡んでしまっただけなのだ。

			　思わぬ性体験の告白から淫らな誘いを受け、頭の中を混迷させた春樹は変態的な行為を要求することで七瀬をあきらめさせようとした。

			（エッチで満足させられたらって……セックスするってことだよな。ホントかよ、嘘だろ）

			　女性が何を考えているのか、未熟な少年にはまったくもって理解不能だった。

			　想定外の爆弾発言をした英理香、クールな先輩の突然の豹変ひょうへんぶり。なぜの嵐が脳裏を駆け巡り、理にかなった回答を見いだせない。

			　美帆に関しては、小首を傾げるような発言や行動は一度もなかった。

			　彼女が特別なのか、それとも英理香や七瀬がおかしいのか。

			　やはり、美帆は素晴らしい女の子だった。

			　己の浅はかさに自責の念を抱くも、肉体は無意識のうちに反応しはじめている。

			　三日前の浮気のあと、罪悪感からとてもオナニーする気になれず、図らずも禁欲生活を送る羽目になった。

			　副睾丸には大量の精液が溜まり、いつ性獣モードに突入してもおかしくない状態なのだ。

			（いや、エッチなんてするはずないよ。俺があまりにも変なことを言いだしたから、冗談で返してるんだ。で、でも……間近で目にすると、七瀬先輩って、けっこう美人だよな）

			　今まではキツい印象しかなかったが、整った顔立ち、凜々しい眼差しはミステリアスな女王様を彷彿とさせる。

			　マゾ体質の男性なら、即座に惹かれたとしても不思議ではないのかもしれない。

			（もしかすると、三人の男との性体験も本当の話なのかも）

			　目の前の異性が生々しい存在に変わり、パンツの中のペニスが脈を打ちはじめた。

			　七瀬が腰を沈め、しなやかな指を股間に伸ばしたところで目をカッと見開く。

			（……え？）

			　愕然としたのも束の間、指先がズボンのチャックをつまむと、春樹はすぐさま我に返った。

			「な、何を!?」

			　慌てて身を引くも、彼女は平然とした表情で言い放つ。

			「あら、約束したばかりでしょ？　私を満足させられたら、あなたの望みも叶えるって」

			「そ、それは、でも……」

			　七瀬の心の内が理解できず、ますます頭の中がこんがらがる。

			　そもそも男女の関係を結んだところで、彼女に何の得があるのか。

			　唖然とするなか、指がチャックを引き下ろし、ズボンの下のペニスが重みを増す。

			（いったい、どうしようってんだよ。ま、まさか……フェラ？）

			　淫らな光景が脳裏に浮かんだ瞬間、海綿体が大量の血液を満たし、肉筒がグングンと体積を増していった。

			（あっ、やばい、やばいっ！）

			　下腹部のムラムラはあっという間に頂点に達し、ペニスがフル勃起する。

			　とたんに下肢が硬直し、胸の奥が甘く締めつけられた。

			　チャックの狭間から、頭頂部が突っ張ったトランクスが覗く。続いてベルトとホックが外され、七瀬の両手が学生ズボンの上縁に添えられた。

			「ワイシャツの裾、たくしあげて」

			「そ、そんな……」

			「早く」

			　脳幹が完全に麻痺し、正常な思考が働かない。言われるがままシャツを捲りあげたと同時に、紺色の布地が下着ごと剥き下ろされた。

			「……あっ」

			　充血の猛りと化した肉棒がジャックナイフのように跳ねあがり、先走りの汁が扇状に翻る。

			「あ、ああっ」

			　猛烈な羞恥心とともに期待感が膨らみ、春樹は眉尻を下げて咆哮した。

			　熱い視線が肉幹に絡まり、内股ぎみから両膝をすり合わせてしまう。七瀬は牡の紋章をじっと見つめたあと、感嘆の溜め息をついた。　　

			「まあっ……けっこう立派じゃない」

			「あ、あの……」

			「私がつき合ってきた男たちより、全然大きいわ。雁首が横に突きでていて、上に反り返ってる。なるほど、これならＧスポットを刺激するはずだわ」

			「……Ｇスポット？」

			「膣の上側にある快感スポットよ。女にとっては、理想的なおチンチンってこと。ふふっ、オナニーばかりしてたんでしょ？」

			　正鵠を射た指摘に、顔が火傷したように熱くなる。

			　完全勃起のペニスを目の当たりにしても、七瀬は少しも動じない。

			　すでにこの時点で、彼女の体験話は立証できたと言ってもいいだろう。それでも、中止の言葉が春樹の口から出ることはなかった。

			　ペニスの芯が痛みを覚えるほど疼き、射精欲求は早くも頂点に達しているのだ。

			「ギンギンじゃない」

			「あ、あ……おおっ」

			　七瀬は唇を窄め、真上から宝冠部に唾液を滴らせる。

			　透明な粘液が男根をゆるゆると包みこみ、心臓の鼓動がいちだんと跳ねあがった。

			「ふふっ、やらしい……おチンチン、テカテカよ」

			「はあ、ふうっ、はあぁっ」

			　気持ちを落ち着かせようとしても、切迫した吐息は途切れない。

			　勃起が下腹にべったり張りつき、鈴口から前触れの液が無尽蔵に溢れだす。

			　七瀬は指先を肉胴に巻きつかせ、軽い抽送からペニスに悦楽を吹きこんでいった。

			　にっちゅ、くっちゅ、ちゅぷっ、くちゅっ。

			　指の隙間にすべりこんだ唾液が卑猥な音を奏で、快感度数がうなぎのぼりに上昇する。包皮が蛇腹のごとく上下し、先端の肉実が赤黒く張りつめる。

			「ぬ、くっ、おっ」

			　異様な状況が苛烈な昂奮を促しているのか、射精願望が臨界点を飛び越え、愉悦の暴風雨が下腹部で荒れ狂った。

			　腰部の奥に甘美な鈍痛感が走り、ふたつの肉玉が吊りあがる。

			（チ、チンポの扱いが、すごく慣れてる……くそっ、負けてなるものか）

			　手コキの開始から一分も経っていないのだから、ここで射精してしまっては男がすたるというものだ。

			　春樹は丹田に力を込め、背筋を伸ばして快感に抗った。

			「こんなのは、どうかしら？」

			「おほっ」

			　七瀬はペニスを根元から逆手で絞りあげ、手のひらで雁首をこすりたてる。

			　きりもみ状のイレギュラーな回転に翻弄ほんろうされ、脳天を貫く快感の雷撃が脳波を乱れさせた。

			「ぬ、おおぉぉっ」

			　奥歯を噛みしめ、こめかみの血管を震わせる。全身の毛穴が開き、腋の下がじっとり汗ばむ。　

			「ふうん、がんばるわね。じゃ、こんなのはどうかしら？」

			「ん、むむっ」

			　大人びた先輩は裏茎を舌先でチロチロと這い嬲ったあと、縫い目から雁首をなぞりあげ、窄めた唇で鈴口にソフトなキスを浴びせた。

			「お、おおっ」

			　このまま自制していれば、勃起を咥えこんでくれるのではないか。

			　甘い衝動に胸が騒ぎ、官能のほむらが身をチリリと灼く。

			　やがて七瀬は口をＯ状に開き、滾る牡の肉を唇の狭間に招き入れていった。

			「くっ」

			　フェラチオは、英理香に続いて二度目の体験だ。

			　ぎゅぽぷぷっという猥音とともに、肉幹がみるみる口内に埋没していく。

			　驚いたことに、屹立は根元まで差しこまれ、先端が喉の奥に当たる感触がはっきり伝わった。

			（お、おおおおっ！）

			　生まれて初めてのディープスロートに歓喜する一方、必死の形相で肉悦に耐える。

			　七瀬は顔をゆったり引きあげる際、口唇の端から大量の唾液を溢れさせた。

			　しかも舌先を裏茎沿いに這わせてくるのだから、巧緻を極めたテクニックにはただ恍惚こうこつとするばかりだ。

			　顔の打ち振りが開始され、上目遣いに猫のような目で観察される。

			　無様な姿を晒すわけにはいかず、苦悶の顔つきで堪えるも、経験豊富な先輩の口戯は春樹の想像を遥かに超えていた。

			　フルスロットルのピストンは、英理香のそれとは比較にならない。

			（あ、あ……す、すごい……なんてフェラを）

			　大きなストロークで男根を根元まで咥えこみ、過激なフェラチオが眼下で繰り広げられる。

			「ンっ！　ンっ！　ンっ！」

			　七瀬は鼻から息継ぎを繰り返し、リズミカルな律動をこれでもかと繰り返した。さらに首をＳ字に振り、しなる肉棒にスクリュー状の刺激を吹きこむ。

			　じゅぷっ、じゅぷっ、じゅぱっ、じゅぷぷぷぷっ！

			「おっ、ぬぅぅっ」

			　内圧が上昇し、身も心も掻き回された。

			　男の証をポンプで吸いあげられるような感覚に、会陰が何度もひくついた。　

			　三日間の禁欲も自制心という防波堤を突き崩し、熱い塊が自分の意思とは無関係に迫りあがる。

			（あ、あ、も、もう……だめかも）

			　腰に熱感が走った直後、七瀬は抜群のタイミングで口からペニスを抜き取った。

			「あ、おおっ」

			　輸精管に飛びこもうとしていた樹液は副睾丸に逆流し、狂おしいほどの切なさが脳裏を支配する。

			　涙目で見下ろせば、彼女は余裕綽々の表情でこちらの様子をうかがっていた。

			「私に任せてもらっていいわね？　承諾してくれれば、すぐにでもイカせてあげるわよ。美帆ちゃんと、やりなおしたいんでしょ？」

			　美帆の名前を出されたとたん、薄れかけていた理性がわずかながらも引き戻された。

			　自分は、いったい何をしているのだろう。

			　英理香に続いて、今度は七瀬からの誘惑を拒否できず、完全に我を見失っている。

			　いくら優柔不断な性格とはいえ、あまりにも情けないではないか。

			　口戯が中断したことで、射精欲求がボーダーラインを割り、男のプライドがムクムクと頭をもたげた。

			「いいわね？」

			「……わかりました。先輩にお任せします」

			「そう、じゃ、イカせてあげる」

			　あえて殊勝な態度で告げるや、七瀬は納得げに頷き、指の律動を再開させた。

			　どうやら、手コキで射精まで導くつもりらしい。

			（冗談じゃない。そんなんでイッてたまるか）

			　春樹は胸いっぱいに息を吸いこみ、新たなパワーを漲らせると、前屈みの体勢から彼女の腋の下に両手を差し入れた。

			「あ、な、何？」

			「もうけっこうですよ」

			「ど、どういうこと？」

			　強引に立たせて、あえてニヒルな笑みを返す。そして唇をサッと奪い、右手をスカートの奥に潜りこませた。

			


			　　　　　４

			


			「ン、ンふっ!?」

			　七瀬は目をしばたたかせ、口を固く閉じる。さらには手の侵入を制そうとしたが、指先はひと足先にパンティの中心をとらえていた。

			（ぬ、濡れてる！）

			　ほっこりした湿り気に続き、粘っこい花蜜が布地を通して滲みだす。

			　美帆も英理香も、キスだけであそこを濡らしていた。クールな先輩も例外ではなく、淫らな行為を仕掛けながら欲情していたのだ。

			　精神的優位に立った春樹は小さな尖りを探り当て、指先をくるくる回転させた。

			「く、ふうっ」

			　七瀬は鼻からくぐもった吐息を放ち、太腿をぴったり閉じる。それでも快感に抗えないのか、腰が小刻みに震え、愛液の湧出は増すばかりだった。

			（すっげえ……クリちゃんの位置がはっきりわかる）

			　さすがは経験豊富なだけに、陰核も性感も発達しているらしい。春樹はパンティに浮きでた突起をあやしてはこね、上下左右にいらった。

			「くっ、くっ、ふぅぅっ」

			　息苦しいのか、体温が上昇しているのか。七瀬は眉根を寄せ、顔を耳たぶまで真っ赤にさせる。

			　身体から力が抜け落ちたところで唇をほどくと、彼女は熱い吐息をこぼし、虚ろな目で自身の下腹部を見下ろした。

			「は、放して」

			「いいんですか？　先輩のここ、すごく濡れてますけど」

			「誰が……そんなことしていいなんて、言ったの？」

			「僕は、先輩の訳のわからない提示を呑んだんですよ。今度は、こっちの頼みを聞いてくださいよ」

			「あっ、やっ」

			　パンティの裾から指を潜りこませた瞬間、愛液がぬちゃっと跳ね、肥厚した肉芽と花びらが指腹に絡みつく。

			　春樹は腕に力を込め、人差し指と中指をスリット上で往復させた。

			「く……はぁっ」

			　七瀬は肩を竦め、唇を噛んで悦の声を堪える。　　

			「すごいや、先輩のおマ〇コ、愛液がどんどん溢れてくる……おっ」

			　女陰に刺激を与えるなか、柔らかい指の感触がペニスに走った。

			　先輩としての意地なのか、反撃開始とばかりに、猛烈な勢いで怒張がしごかれる。

			（ぬ、おおっ……負けるもんか）

			　放出寸前まで追いこまれていた男根はすかさず熱い脈を打ち、鈴口から先走りの液が小水のごとくしぶいた。

			　瞼の裏で火花が八方に散り、脳幹がバラ色の靄に包まれる。生命の源が深奥部でうねり、一刻も早い放出を訴える。

			（あ、あぁ……き、気持ちいい。すぐにイッちゃいそうだ）

			　二人の下腹部から淫らな水音が鳴り響き、射精欲求がとどまるところを知らずに上昇した。

			　まさか、英理香の爆弾発言のあとに七瀬と手淫に耽ろうとは……。

			　突拍子もない出来事の連続に気持ちがついていかず、まるで悪い夢でも見ているかのようだ。

			　果たして、先にイカされてしまうのか。

			（あ、だ、だめだ）

			　心地いい愉悦が全身に拡散した直後、手コキが突然ストップし、七瀬が上体をググッと反らした。

			「あ、あ……くっ」

			　エクスタシーに達したのか、ここぞとばかりに指をしゃにむにスライドさせる。彼女は顔を苦悶に歪め、エンストした車さながら腰を前後にわななかせた。


[image: ]


			「くっ、ふぅっ」

			　ぐったりする七瀬の背を片腕で支え、顔を覗きこめば、うっとりした表情にほくそ笑む。

			（はあはあ……やった……先輩を指でイカせたんだ）

			　崖っぷちまで追いこまれていたのだから、男の尊厳を守り抜いた自分を褒めてやりたい。

			　満面の笑みを浮かべた春樹は、しなやかな身体を抱きかかえ、机の上に俯せの状態で寝かせた。

			（へえ、足が長くてスタイルがいいや。ギスギスかと思ったけど、お尻はけっこうむっちりしてるぞ）

			　スカート越しの張りつめたヒップに、ペニスが激しくいきり勃つ。

			　春樹はスカートをたくしあげ、ボーダー柄のパンティを剥きだしにさせた。

			　サイドの丈が短く、クロッチの布地も細いセミビキニタイプだ。

			（や、やらしい下着）

			　性体験のある女性は、清楚なコットンパンティは穿かなくなるのかもしれない。

			　ふっくらした恥丘の膨らみ、スリット上に浮かんだシミに昂奮が著しく加速する。

			　春樹は床に片膝をつき、恐るおそる両手をパンティの上縁に引っかけた。

			　滾る牡の棍棒が、待ちきれんばかりに頭を振る。

			（でも……いいのか？　英理香ちゃんばかりか、先輩とまでやっちゃったら、もう悪魔だぞ）

			　迷いが頭を掠めるも、七瀬との肉体関係を自制したところで、美帆とやりなおせる可能性は限りなく低いと思われた。

			（こうなれば、ダメ元で先輩の提案に乗るしかないのかも……）

			　彼女が何を考えているのか、不安は拭えなかったが、他に取るべき選択肢はないのだ。とはいえ、春樹はそれが単なる言い訳であることもわかっていた。

			　猛々しい性欲は燃えあがり、しなる肉棒が一分一秒でも早い結合を訴える。

			　目つきを鋭くさせた春樹は、パンティをゆっくり捲っていった。

			　局部にべったり張りついたクロッチを剥き下ろせば、裏地にはハート型のグレーのシミが刻印されている。

			　レモンイエローの縦筋は尿、周囲に付着した乾いた粘液のような跡は分泌液か。

			（あ、すごく汚れてる！）

			　もちろん、女性の下着の裏地を目にしたのは初めてのことだ。

			　いつも澄ました態度の七瀬からは想像もつかない汚れ具合に、顔がカッカッと熱くなった。

			　同時に股ぐらから柑橘系の香りが匂い立ち、脳幹が甘く痺れる。恥毛は濃く、光沢のある和毛が火焔のようにけば立っていた。

			　ペニスがことさらいななき、もはや中止する考えは微塵も残っていない。

			（はあはあ、そのまま恍惚の世界に浸っててくれよ）

			　パンティをするする下ろしたところで、小さな呻き声が聞こえた。

			「う、うぅン、あ……や」

			　肩越しに振り返った七瀬はギョッとしたあと、慌ててヒップを振りまわす。

			　春樹は素早く立ちあがり、腰を両手で掴むや、煮え滾る牡の肉を濡れそぼつ割れ目にあてがった。

			　陰唇が左右に開き、亀頭の先端をがっちり咥えこむ。

			「ちょっ……ほ、本気なの？」

			「あれ、先輩こそ忘れちゃったんですか？　エッチで満足させてくれたら、僕の望みを叶えさせてあげるって言ったこと」

			「……くっ」

			　やはり七瀬の提案は冗談で、最初から情交を結ぶ気などなかったのだ。

			　高慢な先輩が眉尻を下げ、悔しげに唇を歪める様子に溜飲が下がる思いだった。

			「せ、先輩が悪いんですよ。このままじゃ、もう収まりがつかないんです。それに、先輩だって感じてるんでしょ？　おマ〇コ、ヌルヌルですよ」

			　荒々しい口調で告げると、七瀬はヒップの動きを止め、小さな声で言い放った。

			「……いいわ」

			「へ？」

			　想定外の返答に拍子抜けし、腰の動きをピタリと止める。　　　　　

			「その代わり、約束は必ず守ってもらうわよ」

			　自分の肉体を提供してまで、なぜそこまで関わろうとするのか。疑問符が頭の中を駆け巡るも、荒ぶる性欲はすでにリミッターを振り切っていた。

			　イカせまくったあとに排尿シーンを見物するのも、おつではないか。

			（ようしっ！）

			　気合いを入れた春樹は恥骨を迫りだし、宝冠部を凝脂の谷間にめり込ませた。

			「……あ」

			　拳を握りしめる七瀬を視界にとらえつつ、男根を膣内に挿入していけば、愛液がくちゅんと跳ね、媚肉がさざ波のごとくペニスにまとわりつく。

			「ン、ふっ」

			「む、うぅっ」

			　ぬめりの強い愛蜜が肉胴に絡みつき、張りつめた怒張はさほどの抵抗もなく膣道を突き進んでいった。

			（あ、あぁ……気持ちいい）

			　締めつけは強すぎず緩すぎず、四方八方からやんわり締めつけてくる。英理香のときとは具合がまったく違う感触に、春樹の目は一瞬にしてとろんとなった。

			（おマ〇コって……女の人によって、これだけ違うものなんだ）

			　妙な感心をした刹那、うねる柔肉がペニスを奥に手繰り寄せる。少しのひりつきも感じないまま、剛槍は根元まで膣の中に埋めこまれた。

			　やや前屈みの体勢から、心地いい一体感にしばし酔いしれる。

			　まともな会話すらなかった七瀬と、結合している事実が信じられない。

			　同時に高飛車な先輩を後背位で攻めているという状況に、男の征服願望がいやが上にも満たされた。

			　彼女の様子は、挿入前と少しも変わらない。眉間に縦皺を寄せ、上下の唇を口の中ではんでいる。

			「……あン」

			　腰をゆったり引くと、甘ったるい声を放ち、ヒップがババロアのごとくふるんと揺れた。

			「先輩のおマ〇コ、あったかくてヌルヌルして、チンポが溶けちゃいそうです」

			「よ、余計なこと言わないで……さっさと出しなさいよ」

			「そうはいきませんよ。いやというほど満足させて、おしっこするとこ、たっぷり拝見しないと」

			「へ、変態」

			「ところで、中に出しちゃってもいいんですか？」

			「外に出すの……当たり前でしょ」

			　相変わらず冷めた口調ではあったが、声はふだんの居丈高とした態度からは想像もつかないほど弱々しい。

			　気の強い先輩が、果たしてどんな反応を見せるのか。

			（こりゃ、意地でもすぐにイクわけにはいかないな）

			　発奮した春樹は、まずはスローテンポの律動で膣肉を穿うがっていった。

			　結合部から、ぱちゅんぱちゅんと卑猥な肉擦れ音が鳴り響く。膣道が一瞬にして狭まり、ペニスを先端から根元までまんべんなくこすりあげる。

			　早くもこなれた媚肉は胴体にべったり張りつき、しっぽりした花蜜のぬるみも巨大な快美を吹きこんだ。

			「む、むうっ」

			　怒張の芯が疼き、白濁のマグマがグラグラと煮え立つ。春樹は臀部でんぶにえくぼを作り、抽送のピッチを徐々に速めていった。

			　同じリズム、同じ動作で膣肉を抉り、肉刀の切っ先で子宮口を叩きつける。

			　七瀬も感じているのだろう。声は決してあげなかったが、ヒップが小刻みにくねり、頬もいつの間にか桜色に染まっていた。

			（すごい……愛液がどんどん溢れてくる）

			　結合部から滴った淫蜜が、糸を引いて床に滴り落ちる。自然と摩擦力が減耗し、ペニスに受ける快感も弱まった。

			（この調子なら、何とか保ちそうだぞ）

			　七瀬の様子をうかがいながら、中ピッチのピストンを延々と繰り返す。

			　春樹は尻肉を割り開き、剥きだしにした乙女の恥芯をまじまじと見つめた。

			　凶悪な肉の楔は膣口にぐっぽり差しこまれ、抜き差しのたびにぬらぬらと卑猥な照り輝きを放つ。

			「俺のチンポ、先輩のおマ〇コの中にずっぽし入ってる。あらら、お尻の穴まで丸見えですよ」

			「み、見ないで」

			「ピンク色でかわいいや」

			　無意識のうちに言葉責めを繰りだせば、七瀬は悔しげに口元を歪めた。

			「……くっ」

			　悲愴感に満ちた表情が男心をくすぐり、背中がゾクゾクする。

			（こんな先輩の表情、見るの初めてだ。けっこう、かわいいじゃん）

			　高揚した春樹は、マシンガントークで彼女の羞恥心をあおった。

			「おマ〇コはマン汁でぐちょぐちょだし、床にまで垂れちゃってますよ。ビラビラも捲れあがっちゃって。いつもお高くとまってましたけど、ホントはすごくエッチな女の子だったんですね」

			　抽送の合間にヒップを軽くはたけば、七瀬は身をピクンと震わせる。

			　先輩後輩の立場はすっかり逆転し、優越感からペニスがさらなる膨張を示した。

			「さ……最低の男ね」

			　最後の砦は渡してなるものかと、高潔な先輩は精いっぱいの意地を見せる。

			（そうだ……俺は最低の男だよ。またもや、美帆ちゃんを裏切ってんだから）

			　再び自己嫌悪に陥った春樹は、自分への怒りを目の前の異性に向けた。

			「……ひっ」

			　腰の回転率を上げ、渾身のピストンで膣内粘膜を掻きまわす。

			　バチーンバチーンと、ヒップを打ちつける音が館内に反響した。

			　結合部から立ちのぼる熱い媚臭にいざなわれ、深層めがけて雄々しい波動を吹きこんだ。

			「くっ、ひっ、ンっ、はっ」

			　しなやかな身体が前後に激しくぶれ、七瀬が息も絶えだえに喘ぐ。

			　春樹は鬼の形相で腰をしゃくり、肉の砲弾をこれでもかと撃ちこんだ。

			　ストレートな律動の合間に臀部をグラインドさせ、コリコリした膣壁の感触を堪能する。

			「あ、あ、あっ」

			　やがて七瀬の口が開き、途切れ途切れの声が放たれた。

			　目はすっかり焦点を失い、爪を立ててテーブルをガリガリと引っ掻く。

			　すでに頬は紅潮し、額には汗の粒が浮かんでいる状態だ。

			（この様子だと、エッチでイカせることができるかも）

			　気位の高い先輩をよがり泣きさせ、排尿シーンを拝めれば、失恋のショックは多少なりとも和らぎそうだ。

			「ンっ、はっ、はぁンっ」

			「どうです、気持ちいいですか？」

			　喘ぎが媚を含んだトーンに変わり、嬉々とした顔で問いかけた瞬間、丸々としたヒップがグルンと回転した。

			（……おっ）

			　とろとろの媚肉がペニスを引き転がし、射精欲求がトップギアに跳ねあがる。しかも七瀬は抜き差しのタイミングに合わせ、自ら身体を前後させた。

			「ぐおっ」

			　恥骨同士がガツンガツンとかち当たり、膣肉全体がしなる怒張をしごきたてる。

			　互いの陰毛が大量の花蜜で濡れそぼち、卑猥な破裂音を延々と響かせる。

			「ン、はあぁ、まだまだよ、この程度じゃ……満足できないんだから」

			　七瀬は肩越しに答え、膣内粘膜を収縮させては剛直を締めつけた。

			「む、むおっ」

			　さすがは、男性遍歴をためらいなく告白するだけのことはある。

			　春樹にとっては二回目の性体験で、経験値という点では彼女の足元に及ばず、しなやかで大胆な腰使いにタジタジになった。

			　性衝動は沸点を飛び越え、下腹の奥がカーッと熱くなる。

			　イニシアチブをとられたまま、無様な放出を迎えてしまうのか。

			（く、くそっ、負けるもんか。どうせ、イカされるのなら）

			　目を吊りあげた春樹は、最後の踏ん張りとばかりにパワーを漲らせた。

			「ぬ、おおぉっ！」

			「……あ」

			　ほっそりしたウエストを両手で支え、怒濤のピストンで鋭い突きを見舞う。

			　額から滴った汗が目に入っても、何のその。獰猛な棍棒で膣壁をこすりたて、張りつめた宝冠部で子宮口を突きまくった。

			「ひ、ひぃぃぃっ」

			　愛液でぐちょぐちょに緩んだ柔肉がペニスを引き絞り、スライドのたびに快感が増していく。

			　結合部が充血し、コーラルピンクの粘膜が今にも飛びださんばかりに盛りあがる。

			（あ、あ、気持ちいい、も、もうだめかも）

			　内圧が限界ぎりぎりまで上昇し、きらびやかな官能の世界に意識が朦朧とした。

			「あ、やンっ、ふンっ、くっ、はぁぁっ」

			　七瀬は甘い声音を響かせるも、膣肉を引き締めてヒップを打ち揺する。

			　やがて女芯から酸味の強い牝臭が立ちのぼり、少年の自制心を木っ端微塵に吹き飛ばした。

			（く、くそっ、イカせたかったけど……もう限界だ）

			　最後の力を振り絞り、ターボ全開のピストンで腰をはねあげる。

			「ぬ、おおおおおっ！」

			「い、ひぃやぁあぁっ」

			　じゅぱん、ずちゅん、ぶちゅん、じゅぷぷうぅっ！

			　濁音混じりの猥音が絶え間なく漏れ聞こえ、全身が天国に舞い昇るような感覚に包まれた。

			「はっ、はっ、はあぁぁっ！」

			「ぐっ、くうっ」

			　膣肉がざわざわとうねり、敏感状態の雁首と先端を揉みしごく。青白い稲妻が脳天を貫き、両足の筋肉が引き攣りを起こす。

			「や、やぁぁあぁっ！」

			「く、ほおぉっ」

			　七瀬が金切り声をあげた瞬間、春樹は剛槍を膣から引き抜き、口を開いた尿管から大量の樹液をしぶかせた。

		

	

			第四章　悦楽のパイズリ奉仕

			


			　　　　　１

			


			　土曜日の放課後、春樹は重い足取りで駅への道を歩いていた。

			　人生最悪の日を迎えてから二週間が経過し、美帆が図書館に姿を現すことは一度もなかった。

			　電話は完全無視、メールを送っても返信はなく、ラインも既読がつかない。

			　廊下ですれ違ったときは目を合わせず、逃げるように走り去ってしまった。

			（やっぱ、美帆ちゃんとは終わりなのかな）

			　美少女の悲しげな顔が頭にチラつき、深い溜め息がこぼれてしまう。

			　英理香もさすがに気まずいのか、こちらも当番日に顔を見せることはなかった。

			　週末は美帆といっしょに下校し、ミニデートにいそしんだものだが、あの楽しかった日々はもう返ってこないのか。

			　道路を挟んだ向こう側に見えるファーストフード店は、彼女とよく通った店だ。

			　何気なく視線を振った春樹は、心臓をドキリとさせた。

			（あ、美帆ちゃん）

			　窓際の席に座る美帆が目に入り、思わず足を止める。彼女の真向かいに座る人物は、となりのクラスの男子、氷ひ室むろだった。

			　楽しげに話す二人の姿に大きなショックを受け、しばし呆然とする。

			（おいおい……まじかよ）

			　サッカー部のエースストライカーで、なおかつイケメンの優等生は、まるで少女マンガの世界から飛びでてきたようなキャラクターだ。

			（確かに、俺よりも釣り合いが取れてるんだろうけど……）

			　敗北感にまみれた直後、背後から肩を叩かれ、春樹はビクリとしながら振り返った。

			「な、七瀬先輩」

			「何やってんのよ。こんなとこで、ボーッと突っ立って」

			「い、いや、何も……」

			　七瀬がファーストフード店を見やり、納得げに頷く。

			「ははーん、そういうこと」

			　いたたまれない心境から俯けば、すらりとした脚線美が視界に入り、意識せずともあの日の出来事が甦った。

			　美帆との破綻を迎えた直後、猛烈な手コキからフェラチオ、そして後背位からの情交と、自分はこの女性と淫らな関係を結んでしまったのだ。

			　凄まじい腰振りに我慢できず、七瀬をイカすことができぬまま、放出を迎えてしまった。

			（結局……おしっこするところも見られなかったし、たっぷり出しちゃったから、そんな気持ちも起きなかったもんな）

			　なぜ、あんな展開になってしまったのか。

			　いまだに理解できなかったが、七瀬と交わした約束ははっきり覚えている。

			　美帆からのリアクションがない今、いやでも頭脳明晰な先輩に頼らざるをえないのだ。

			「あ、あの、ちょっといいですか？」

			　いったい、どんな方法で二人の仲を取り持つのだろう。ためらいがちに呼びかけると、彼女は無碍むげに答えた。

			「悪いけど、今日は急いでるの。じゃ」

			　七瀬はニコリともせずに目の前を通りすぎ、二度目の溜め息をつく。

			　もともと、この女は無愛想で人づき合いが悪い性格なのである。

			　よくよく考えてみれば、女性に対して不誠実な後輩のために奔走してくれるとは思えない。

			　あの日の淫らな誘いは気まぐれだったのか、それとも単に遊ばれてしまったのか。

			（この嘘つき女め！）

			　心の中で悪態をついたとたん、七瀬は足をピタリと止めて振り返った。

			「あ、そうそう。例の件だけど、もう少し待ってちょうだい」

			「え？」

			　彼女はそれ以上は何も語らず、意味深な笑みを浮かべただけで再び歩いていく。

			（おいおい、待つって、いつまで待てばいいんだよ。もたもたしてたら、イケメン男に取られちゃうぞ）

			　美帆をただ説得するだけなら、時間をかける必要はないのである。

			（何を考えてるのか、さっぱりわからないや……やっぱり、当てにならないかも）

			　暗い表情で肩を落とすも、今の自分になす術はひとつもないのだ。

			　春樹は棒立ち状態のまま、店内の美帆と七瀬の後ろ姿を交互に見つめるばかりだった。

			


			　　　　　２

			


			　翌週の火曜日、図書館の戸締まりを済ませた春樹は二階のトイレで用を足していた。

			　英理香は今日も現れず、美帆と揃って三週連続の無断不参加だ。

			（二人とも、もう出てこないつもりなのかな。三学期の業務日数は少ないし、この調子だと、新年度を迎えたところで辞めるつもりなのかも）

			　美帆と氷室のデートシーンを思いだし、イライラと嫉妬に心が掻き乱される。

			「くそっ、何だってあんな奴と」

			　独り言を呟きながらトイレを出ていくと、二階の階段を上ってくる足音が微かに聞こえてきた。

			（え、誰？）

			　もう一人の図書委員は、春樹が用を足しにいく直前に図書館をあとにしている。

			　忘れ物でも、取りに戻ったのだろうか。

			「ま、まさか、幽霊じゃないよな」

			　外は日が暮れはじめ、得体の知れない恐怖心に身構えると、女生徒らしきロングヘアが視界に入った。

			「ひっ」

			　俯き加減の青白い顔に悲鳴をあげたものの、すぐさま安堵の胸を撫で下ろす。

			「え、英理香ちゃん」

			　童顔の後輩は目を合わせぬまま、おずおずと間合いを詰めてきた。

			「び、びっくりさせないでよ！」

			　美帆との仲を裂いた張本人ではあったが、もちろん彼女だけを非難することはできない。

			　とにもかくにも額に滲んだ汗を手の甲で拭うと、英理香は春樹の前で立ち止まり、消え入りそうな声で謝罪した。

			「あ、あの日のこと……ごめんなさい」

			「う、うん」

			「早く謝らなきゃ、とは思ってたんですけど、なかなか勇気が出なくて。当番日も休んでしまったんです」

			「そ、そう」

			「私って……最低ですよね」

			　いったい、何と答えたらいいのか。

			　怒りの感情こそ薄れていたものの、さりとて大らかな対応はできそうにもない。

			　気まずげに目を伏せたところで、英理香は俯いたまま釈明を始めた。

			「自分がとんでもないことをしたのは、ちゃんとわかってるんです。あんなことしちゃいけないってわかってはいたんですけど……先輩のことが好きすぎて……どうしても気持ちを抑えられなくなって」

			　無言のままじっと見つめると、少女は目から涙を溢れさせる。

			「本当に、ごめんなさいっ」

			　頭が深々と下げられ、涙の雫が床にはたはたと滴った。

			　そこまで好意を抱いてくれた気持ちは男冥利に尽きるし、反省しているようにも見えるのだが、あの日の爆弾発言がどうしても頭から離れない。

			（感情的になったら、何をしでかすか、わからない子だからな。でも……）

			　冷静に考えれば、不誠実な自分とは釣り合いが取れるという見方もできる。

			　外見だけなら、英理香も人気アイドルに匹敵するほどの美少女なのだ。

			（もしかすると……この子とつき合う運命だったのかな）

			　小高い胸の膨らみ、すらっとした太腿を目にしただけで彼女との営みが脳裏を駆け巡った。

			　ディープキスにねちっこいオーラルセックス、正常位からのシックスナインに背面騎乗位。性欲を剥きだしにし、あらゆる痴戯を貪り合ってしまった。

			　もし美帆に操を立てていたら、七瀬との交歓という展開もなく、いまだに童貞のままだったはずだ。

			　口の中に唾が溜まり、全身の血が沸々と滾りだした。

			　英理香の行為を許したあとに誘いをかければ、彼女が拒否することはないだろう。

			　スケベ心が吹きすさび、野獣の本能が頭をもたげる。股間の中心がズキリと疼き、ペニスが自然と容積を増していく。

			（ここんとこ、まともにセンズリしてなかったもんな）

			　一度覚醒した性欲は鎮火することなく、紅蓮の炎と化していった。

			「こ、こんなとこで立ち話も何だし、書庫で話さない？」

			「……はい」

			　案の定、英理香は断るどころか、不審感すら抱かない。

			　およそ考えられない彼女の暴挙を思えば、多少の蛮行も許されるのではないかという、都合のいい感情も渦巻いていた。

			「さ、入って」

			　書庫に英理香を招き入れ、引き戸をピタリと閉じる。即席の密室状態ができあがり、ペニスは今や八分勃ちまで屹立している状態だった。

			　室内の広さは、およそ十二畳ほど。真正面、左サイドにはスチール製の書架が設置され、傷んだ本や入荷したばかりの本が雑然と置かれている。

			　右サイドにある机に歩み寄った春樹は、二脚の椅子を引っ張りだし、ひとつを英理香に勧めた。

			「さ、座って」

			「はい」

			　スカートの裾を押さえながら座る仕草、三角地帯の暗がりに胸がときめく。

			　春樹が椅子に腰かけたところで、彼女のほうから再び謝罪の言葉が放たれた。

			「本当にごめんなさい。先輩、やっぱり怒ってますよね？」

			「いや、確かに最初はとんでもないことをしてくれたなと思ったけど、今はそれほどでもないよ」

			「あの、私がこんなこと言うのは何ですけど、美帆先輩とは……」

			　儚い笑みを浮かべて首を左右に振ると、英理香は大きな瞳を涙で膨らませる。そして口元に手を添え、申し訳なさそうに咽び泣いた。

			「私って、ひどい女ですよね」

			「もういいよ、忘れよう。君の気持ちを知ったうえで、俺も行為に及んだんだから。英理香ちゃんだけが悪いわけじゃないよ」

			　少女は鼻を啜り、初めて顔を上げる。涙でキラキラする瞳に吸いこまれそうになり、美帆に勝るとも劣らぬ美少女ぶりに牡の本能があおられた。

			（か、かわいいな）

			　軽い咳払いで気を逸らせば、彼女は思いも寄らぬ申し出を持ちかけた。

			「あの、私のほうから美帆先輩に話しましょうか？」

			「え？」

			「つまらない嫉妬心から、つい嘘をついてしまったと言えば、許してくれるんじゃないかと思って……」

			　美帆とやりなおせるなら、それに越したことはないが、さらにこじれそうな不安は拭えない。ましてや英里香と肉体関係を結んでしまったのは、決して消せることのない事実なのだ。

			（嘘なんかでヨリを戻しても、罪悪感は増すばかりだし……うれしくもないよな）

			　そう考えた春樹は顔を横に振り、穏やかな口調で拒否した。

			「もう、いいんだよ。彼女とのことは」

			　寂しげに答えた表情が、無理をしているように見えたのかもしれない。

			　英理香はまたもや涙目になり、償いの言葉を口にした。

			「私、いったいどうしたら……このままじゃ、夜も眠れなくて」

			「ホントに悪いと思ってる？」

			「もちろんです」

			「じゃ、責任を取ってもらおうかな」

			「……え？」

			　よこしまな思いが、凶悪な感情となって器から溢れだす。少年のすべての関心は、今や色欲だけに向けられていた。

			「ほっぺにキスして。それで今回のことは水に流すよ」

			「……え？」

			　英理香は一瞬きょとんとしたあと、身を軽く乗りだす。

			「そんなことで……いいんですか？」

			「ああ、男に二言はなしだ」

			「私のこと、大嫌いになったんじゃ……」

			「もしそうなら、口なんて利かないで無視するでしょ。それに……最初からエッチもしてないし」

			　期待を持たせるような物言いに、少女は一転して顔を輝かせた。

			「事情が事情なだけに、今はそこまでしか言えないけど」

			　美帆の面影が頭にチラついたものの、寂しい心の傷を英里香で癒やしたいという衝動には逆らえない。

			（俺って……やっぱり優柔不断で最低な男だったんだ）

			　世間知らずの少女は恋に目が眩み、こちらの心の内までは読み取れないらしい。息せき切って椅子から立ち上がり、幼な子のようにしがみついてきた。

			「先輩の気が済むなら、私、何でもします」

			　童顔少女の殺し文句に、牡の肉が激しくいきり勃つ。英理香の熱い思いが心の隙間になだれこんだ瞬間、春樹は己のリビドーを解き放った。

			「あ、あ……英理香ちゃん」

			　腰を上げ、サクランボのような唇にむしゃぶりつく。机の上に座らせ、上着を脱がせて胸の膨らみに手を這わす。

			「ン、ふうっ」

			　バストをゆったり揉みしだけば、鼻から色っぽい声が抜け、ペニスがパブロフの犬さながら臨界点まで膨張した。

			（あぁ、やばい、スイッチが完全に入っちまった）

			　体温が急上昇し、堪えきれない淫情が込みあがる。同時に美帆と氷室のデートシーンが脳裏をよぎり、春樹をさらなる性獣へと変貌へんぼうさせた。

			（彼女だってもう、他の男とよろしくやってんだから！）

			　もはや、操を立てる必要は何もないのだ。濃厚なキスで互いの性感をあおり、全神経を快楽だけに集中させる。

			　スカートの奥に手を入れると、内腿の柔肌は指先の侵入を容易よういに許した。

			「はぁン、せ、先輩っ」

			　英理香は唇を離し、頬を赤らめて身をよじる。

			　潤んだ瞳が色っぽく、濡れた唇が強烈なエロチシズムを放った。

			　首筋から甘酸っぱい匂いが香り立ち、乙女のフェロモンが鼻腔粘膜から脳幹を刺激した。

			（あぁ、英理香ちゃん、エロい、エロすぎるよ）

			　美帆は八ヶ月の交際で、キスさえ許してくれなかった。

			　目の前の少女と交際すれば、いつでもこちらの欲望を満たしてくれるのだ。

			（やっぱり、美帆ちゃんよりも英理香ちゃんのほうが俺に合ってるんだ）

			　美帆への未練を断ち切ろうと、春樹は無理にでもそう思いこみ、体内に生じた熱の波紋が身体の隅々まで広がった。

			「あ、ンふぅ、せ、先輩っ」

			　パンティの船底に中指を押しつけ、グリグリと掻きくじれば、英理香は甘ったるい口調で呼びかける。

			　布地の中心は湿り気を帯び、あえかな腰が早くもくねりはじめた。

			「ン、ふっ、はあぁっ」

			「あぁ、すごい、もう濡れてる」

			「あ、や……だめです」

			「どうして？　さっきは、何でもするって言ったよね！」

			「そ、それは……」

			　英理香は子供じみた嫉妬心から、ひと組のカップルの仲を暴挙というかたちで引き裂いたのだ。

			　自身の愚行を思いだしたのか、少女は言葉を呑み、身体の動きをピタリと止めた。

			　ここぞとばかりにリボンタイをほどき、ブラウスのボタンを外していく。

			　春樹は鼻息を荒らげ、目はすでに獲物を狙う鷹のごとく鋭さを増していた。

			


			（私に、拒否する資格なんてないんだわ）

			　すべての原因は、自分が作ったのだ。

			　自己嫌悪から懊悩おうのうの日々を過ごし、ようやく謝罪する気持ちを固めたのはつい昨日のことだった。

			　非難されてもいい、怒鳴られてもいい。

			　どんなひどい言葉を浴びせられても受けいれるつもりだったが、春樹の対応はまったくもって意外なものだった。

			　怒っていないと聞かされたときはホッとし、美しい先輩と別れたらしいと知ったときは、いけないと思いながらも一筋の光明を見いだした。

			　キスからペッティングと、本来なら喜んでいいはずの展開なのに、心のどこかで納得していない自分がいる。

			　それは間違いなく、ヤケになっている春樹の気持ちが伝わってきたからだった。

			　できることなら、美帆とは完全に別れた、今は君のほうが好きだとはっきり言ってほしかった。

			（でも、それって……私のわがままだよね）

			　本来なら、嫌われても仕方のない行為をしたのである。

			　今の自分は、春樹に何をされても、文句の言えない立場なのだ。

			　たとえ、それが単なる性欲の発散だとしても……。

			　無骨な指が恥ずかしい場所に忍びこみ、乙女の大切な箇所に刺激を与える。

			　クリットを集中的に攻められると、快感がいやが上にも上昇気流に乗り、意識が朦朧としはじめた。

			（先輩、やっぱり……好き）

			　二学期にいっしょの当番日になった初日、春樹は懇切丁寧に指導してくれ、友だちとケンカして落ちこんでいるときも、明るい声で元気づけてくれたのである。

			　親しみを感じさせる笑顔、屈託ない対応と、顔を合わせるたびに好感度は増し、自分でも気づかぬうちに恋の炎が燃えあがっていた。

			　彼が喜ぶなら、少しでも許してくれるなら、何でもしてあげたい。

			　春樹の股間を見下ろすと、牡の昂りはすでに大きなマストを張っていた。

			　ふしだらな光景が頭に浮かび、身体の芯が熱く火照りだす。

			「はあはあ、おっぱい見せて」

			「……あ」

			　ブラウスを脱がされ、ブラジャーのホックが外される。上半身を裸にされ、さすがに羞恥心から胸を手で隠す。

			「だめだよ、隠しちゃ。ちゃんと見せて」

			「あぁ」

			　ためらいがちに腕を下ろしたところで、春樹は乳丘を手のひらで練り、さらには唇を窄めて突端の実に吸いついた。

			「ン、はぁぁっ」

			　すでにしこった乳頭が、厚ぼったい舌で舐め転がされる。

			　背筋を甘美な性電流が走り抜け、英理香は無意識のうちに腰をブルッと震わせた。

			「あ、ン、やっ、だめです」

			「何で、だめなの。乳首、こんなに勃ってるのに」

			「はっ、はっ」

			「ほら、もうピンピンだよ」

			「ふわぁ」

			　春樹は口を離すや、今度は右手の人差し指と親指で敏感な肉実をこねまわす。

			　目の奥がチカチカし、下肢から力が抜け落ちた。心臓が拍動し、女肉の狭間から大量の淫蜜が溢れでた。

			　相手が好きな人だからか、それとも自分がエッチな女の子というだけなのか。

			　いずれにしても、今の英理香の頭には淫らな妄想ばかりが浮かんでいた。

			「あぁ、先輩」

			「……おふっ」

			　好奇心の赴くまま手を伸ばし、股間の膨らみを撫でまわす。さらには指でキュッと握りしめ、上下に軽く揉みしごいた。

			「あぁ、英理香ちゃん、そんなことしたら、ほしくなっちゃうよ」

			　愛する人からの寵愛と許しが、一分一秒でも早くほしい。そして、自分だけに愛情を向けてほしい。

			「好きなように……してください」

			　嘘偽りのない心情を述べると、ことさら荒々しい息が頬をすり抜ける。

			　英理香は春樹の為すがまま、身も心も淫らな仕打ちを受け入れていった。
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			「はあはあっ」

			　ペニスが派手にいきり勃ち、猛烈な淫情に翻弄される。今の春樹にとって、目の前の少女は性の対象としか映っていなかった。

			　鬱屈うっくつした思いと欲望が膨れあがり、悪辣なパワーとなって内からほとばしる。ペニスがあさってのほうに突っ張り、折れそうな痛みを訴える。

			　目を血走らせた春樹はベルトを緩め、ズボンとトランクスを躍起になって剥き下ろした。

			「きゃっ」

			　怒張がビンと弾けだし、汗臭い匂いが鼻先にまで立ちのぼる。

			「つ、机から下りて」

			「あンっ」

			　もはやムードもへったくれもなく、性欲の権化となった春樹は英理香を床に立たせ、体位を入れ替えてから机に腰かけた。

			　セックスの前に、怒張をかわいい口と舌で目いっぱい湿らせておきたい。

			「チ、チンポ、しゃぶって」

			　目の前の少女とは、バックヤードで互いの性器を舐め合ったのだ。

			　抵抗感があるとは思えず、期待感から胸が震える。

			　大股を広げて股間を晒せば、英理香は複雑そうな表情で腰を落としていった。

			「真上から、たくさん唾を垂らすんだよ」

			　あやつり人形さながら、彼女は唇を窄めて唾液を亀頭にまぶしていく。生温かい淫液が肉筒を包んでいくだけで、腰に熱感が走り抜けた。

			　桜色の指が根元に添えられ、ふっくらした唇がゆっくり近づく。

			　赤い舌が裏茎をチロリと舐めあげると、怒張がいななき、早くも鈴口にカウパー氏腺液が滲みだした。

			「うむっ、そう、もっと舌を使って。雁首や縫い目も舐めるんだ」

			　英理香は眉根を寄せながらも、敏感な箇所に舌を這わせていく。

			「手も動かして」

			　根元に添えていた手で肉棒をゆっくりしごかれ、包皮が蛇腹のごとく上下した。

			「今度は口に含んで……おふっ」

			　彼女は指示の途中で口を開き、張りつめた牡の肉を咥えこんではゆったりしたスライドで刺激を吹きこんでいった。

			「あ、あぁ……気持ちいいよ」

			　ちゅぷ、ちゅぱっ、ぷちゅちゅちゅ。

			　淫らな水音とともに、なめらかな唇が肉胴を往復し、背筋を巨大な火柱が何度も走り抜ける。

			（お、おぉっ）

			　今、目の前にいる少女は、まさしく性の玩具だった。

			　自分の命令には絶対に逆らえない、ラブドールと同じなのだ。

			　いかがわしい性戯やプレイが頭に浮かんでは消え、多大なる昂奮に衝き動かされる。

			　フェラチオのあとは、どんな行為を仕掛けようか。

			　下品な笑みを浮かべたところで、野獣の目はくっきりした胸の谷間に向けられた。

			（あぁ、おっぱいだ）

			　美帆の大きなバストを目にするたびに、破廉恥な痴戯を何度思い浮かべたことか。

			　春樹は生唾を飲みこみ、かねてから心に抱いていた願望を震える声で告げた。

			「え、英理香ちゃん、パイズリして」

			　少女はペニスを口から抜き取り、言葉の意味が理解できなかったのか、眉を顰める。

			「……え？」

			「おっぱいでチンコを挟んでから、身体を上下に揺すってしごくんだ」

			　英理香の乳房は美帆のものより小さく、パイズリは無理かもしれない。それでも火のついた欲望は収まらず、初めて体験するであろう奉仕に男が奮い立った。

			（もう、美帆ちゃん相手のパイズリはできないんだし！）

			　元恋人への未練を封印し、倒錯的なプレイに目をらんらんとさせる。

			「床に膝をついて、やってみて」

			「は……はい」

			　英理香はか細い声で答えたあと、腰を落とし、胸を覆い隠していた腕をゆっくり外した。

			　形崩れのない、お椀形の乳房が晒される。決して巨乳とは言えなかったが、ペニスを挟める量感は十分あると思われた。

			「や、やって」

			　上ずった声で告げるや、少女は乳房の輪郭に両手を添え、やや前屈みの体勢から身を寄せてくる。

			「お、おう」

			　剛直が胸の谷間にはまりこみ、同時に柔らかい乳肌が左右からやんわり押しつけられた。

			「ん、むむっ」

			「これで、いいんですか？」

			「上から、唾を垂らして」

			「え？」

			「唾で、すべりをよくさせるんだ。フェラチオのときと同じだよ」

			　今度はすぐに理解できたのか、英理香は唇を突きだし、狭間から細い唾液の雫を滴らせる。

			　透明な粘液は胸の谷間にすべり落ち、ねっとりした感触がペニスを包みこんだ。

			「お、おくっ」

			　強烈な性電流が会陰をひくつかせ、大いなる期待感に胸が弾む。

			「そ、そのまま、身体とおっぱいを上下に揺すって」

			　たどたどしい口調でレクチャーすると、英理香は切なげな表情から上体をスライドさせた。

			「ぬ、おおっ」

			「き、気持ちいいんですか？」

			　少女が半信半疑といった表情で問いかけ、両足を突っ張らせながら嗄れた声で答える。

			「あ、あぁ、気持ちいいよぉ、もっと」

			　みなまで言わずとも、英理香は身体を弾ませ、肉筒に快美を吹きこんでいった。

			　すべりが悪くなると、上から唾液を落とし、徐々にスムーズな律動に変化する。

			「はぁ、ふぅ、はぁ」

			　性的な昂奮に駆られているのか、彼女の目は次第にとろんとしだし、半開きの口から熱い吐息がこぼれはじめた。
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			　柔らかい乳肌が、怒張の側面をまろやかにこすりたてる。あだっぽい表情が牡の本能を刺激し、性感をのっぴきならぬ状況に追いつめていく。

			「く、おぉっ」

			　射精願望が頂点まで引っ張りあげられた刹那、英理香は全身のバネを使ってペニスをしごきたてた。

			「お、おおっ、いい、いいっ」

			「イッて、たくさん出してください」

			　どうやら、少女はパイズリで射精させるつもりらしい。

			　くちゅんくちゅんと、唾液の粘つきが卑猥な音を奏でる。ピストンのたびに胸の谷間から、ひとつ目小僧を思わせる亀頭冠が顔を覗かせる。

			　もちろん、このまま吐精を迎えるつもりはない。男なら誰しも、肉の契りで放出したいと考えるのは当然のことだろう。

			「ちょ、たんま、ストップ！」

			「え？」

			　春樹は肩に手を添えてパイズリを制し、英理香の身体を強引に抱えあげた。

			「きゃっ」

			「英理香ちゃん、したい、したいよ」

			「で、でも……」

			　あけすけな要求に、少女は顔を真っ赤に染めて恥じらう。それでも煮え滾る欲望は怯むことなく燃えさかるばかりだった。

			「もう我慢できないよ！　パンティを脱いで、俺の腰に跨がって」

			　今の英理香なら、贖罪の気持ちから絶対に断らないはず。案の定、彼女はさほどのためらいも見せず、スカートの下に手を入れ、半身の体勢からパンティを脱ぎ下ろしていった。

			（はあはあはあっ）

			　脳幹が性欲一色に染まり、全身の毛穴から汗がいっせいに噴きだす。

			　ワイシャツのボタンを外し、前合わせをはだけさせれば、待ちきれない肉筒が下腹にべったり張りついた。

			　少女はコットン生地のパンティを足首から抜き取り、小さく畳んでスカートのポケットに入れる。そして頬を紅潮させたまま、伏し目がちに歩み寄った。

			「そのまま、跨いで」

			　初めて体験する座位に気が昂り、肉槍の穂先が天井を睨みつける。

			　英理香は片足を上げ、春樹の腰に跨がった。

			　今の彼女はノーパンの状態であり、スカートの裾をたくしあげれば、乙女の恥芯を覗けるのだ。

			「自分で挿れてみて」

			　逸る気持ちを抑えて指示すると、少女は肉棒をそっと握りしめ、切っ先を股ぐらの奥に差し入れた。

			　破瓜の痛みは、すでに消え失せているはず。果たして、今日はどんな悩乱姿を見せつけてくれるのだろう。

			　鼻の下を伸ばした直後、少女はヒップをそろりそろりと沈め、尿道口がヌルリとした感触に包まれた。

			「ぬ、うっ」

			「あ、ンぅっ」

			　多大な肉悦は英理香も同じなのか、眉尻を下げて艶っぽい声をあげたものの、すぐさま苦悶の表情に変わる。

			　雁首が膣口を通らず、亀頭の先に肉の圧迫感が走った。

			　膣穴が塞がったとは思えなかったが、小柄なせいもあるのかもしれない。

			　英理香は下腹部に力を込め、強引な挿入を試みる。

			（あ、つっ）

			　ペニスが折れそうな感覚に顔を歪めた瞬間、雁首はとば口をくぐり抜け、勢い余ってズブズブと埋めこまれていった。

			　同時に愛液のヌメリが胴体に絡みつき、巨大な快感が下腹部を覆い尽くしていく。

			　やがてしっぽりした肉の連なりがペニスを根元まで包みこみ、春樹は狭隘な膣道と媚肉の強烈な締めつけに目を丸くした。

			（や、やっぱり……七瀬先輩とは、具合が違うや）

			　そう思いながらも、荒ぶる性欲は少しも衰えず、怒張がジンジン疼きまくった。

			「く、くっ」　　

			　彼女のほうはひりつき感が消えないのか、いまだに眉間に皺を寄せ、腰を小刻みに痙攣させている。それでも肉棒の感触に慣れたのか、目をうっすら開け、小さな吐息を放って脱力した。

			　うるうるした瞳が向けられ、絡みつくような眼差しに劣情を催す。

			「大丈夫？　痛くない？」

			　無理をして優しげな口調で問いかけると、英理香は目元を赤らめて頷いた。

			「ただ、挿れてるだけじゃだめなんだよ」

			　好奇心旺盛な少女は、みなまで言わなくても恥骨を前後に軽く振り、花蜜が淫猥な肉擦れ音を響かせる。

			　熱い肉襞は早くも全体が潤み、ペニスが蕩けそうなほど気持ちよかった。

			　スライドが繰り返されるたびに淫蜜が肉胴にまとわりつき、多大な快感を吹きこんでくる。次第に媚肉がこなれだし、英理香の口から悦の声が洩れはじめた。

			「あ、ン、ふっ、ンふっ」

			「英理香ちゃんのおマ〇コ、エッチな汁がどんどん溢れてくるよ」

			「い、言わないでください」

			「キンタマのほうまで垂れちゃってる」

			「やぁンっ」

			　恥ずかしげに身をくねらせる姿が、食べてしまいたいほど愛らしい。

			　乳房を両手で掬いあげ、小刻みに振動させれば、腰の動きがより活発になった。

			　恥骨同士がこすれ合い、花蜜をたっぷり含んだ膣肉がペニスを締めつける。

			「あ、あ、き、気持ちいいよ」

			「わ、私も……気持ちいいです」

			「もっと足を広げて」

			「……はい」

			　英理香は言われるがまま足をＭ字に開き、従順な姿に牡の征服願望がますます満たされた。

			「スカート捲って、入ってるとこ見ていい？」

			「……だめです」

			　いざとなると、さすがに羞恥心は拭えないらしい。にやりと笑った春樹は、ねちっこく絡んだ。

			「だめだって言われると、余計に見たくなっちゃうんだ。いいだろ？」

			「やンっ」

			　春樹は返答を待たずにスカートをたくしあげ、結合部を剥きだしにさせた。

			　猛々しい牡の肉は膣口にぐっぽり差しこまれ、ぬらぬらと妖しい照り輝きを放つ。

			　英理香は顔を背け、羞恥心から唇を噛みしめていた。

			「すごいや……チンポがマン汁でぐちょぐちょ。クリトリスは皮が剥けちゃってるし、ビラビラも大きく捲れてるよ」

			　えげつないセリフを投げかけるたびに、少女は頬を真っ赤に染めていく。春樹は鼻の穴を開き、さらなる追い打ちをかけた。

			「見てごらん」

			「……やです」

			「俺の言うことに逆らうの？」

			　やや厳しい口調で責めれば、拒絶できる立場ではないと思ったのか、英理香は恐るおそる股間を見下ろす。そして卑猥な光景に目を丸くし、結合部を食い入るように見つめた。

			「おチンチンがおマ〇コに入ってるの、よくわかるだろ？　どんな感じ？」

			「や、やらしいです」

			「中のお肉が、キュンキュン締めつけてくるよ。もっと激しく動いてごらん」

			「……あぁ」

			　彼女はもう、股の付け根から目を離さない。

			　額に汗を滲ませ、ゆったりした動きでヒップをスライドさせていった。

			　尻肉が太腿をパチンパチンと打ち鳴らし、愛蜜が肉胴を伝って滴り落ちる。

			　少女の性感も高みに達したのか、抵抗感はすっかり消え失せ、バラ色の一体感に神経がどろどろに溶かされた。

			（ああ、いいっ）

			　ピストンのたびに膣壁が剛直を揉みこみ、下腹部が浮遊感に包まれる。腰椎が甘く痺れ、色とりどりの閃光が脳幹を灼き尽くす。

			「あ、やっ、ンっ、ふっ、くふうっ」

			　よがり声が高いトーンを帯びはじめ、甘い調べと化して聴覚を刺激した。

			　抽送音がふしだらな濁音に変化する頃、自制心が崩落し、濃縮エキスが出口を求めて荒れ狂った。

			（あ、き、気持ちよすぎる！）

			　我慢の限界に達した春樹は歯を剥きだし、怒濤のピストンを繰りだした。

			「あ、ひぃぃぃンっ！」

			「ぬ、おおぉぉっ」

			　肉襞の摩擦と温もりに陶然としつつ、情け容赦のない律動を繰り返す。太腿がヒップを高らかに打ち鳴らし、肉幹で膣肉をこれでもかとくつろげる。

			「やっ、やっ、ンはぁあぁぁぁっ！」

			　英理香は背筋を伸ばし、絶叫に近い声を張りあげた。

			　恥骨を砕く勢いで腰を突きあげれば、ペニスを取り巻く襞が収縮しながら絡みつく。

			　しなやかな肉体がトランポリンをしているかのように跳ね、やがて少女は髪を振り乱して泣き叫んだ。

			「やはっ！　だめっ！　だめですぅぅっ!!」

			「はあはあ、何が、だめなんだ？」

			「そ、そんなに激しくしたら……」

			「激しくしたら、どうなっちゃうの？」

			「あっおう、ンはぁあぁぁっ！」

			　打てば響く肉体は、まさに攻めがいの宝庫だ。

			　両手で尻肉を割り開き、うねり腰から膣肉を延々と掘り返す。さらには、大きなストロークで膣内粘膜を縦横無尽に攪拌かくはんする。

			　英理香の息づかいと鼓動がシンクロし、ただれた愛欲が一気に加速した。

			「む、おおっ」

			「いひっ！」

			　ここぞとばかりにラッシュをかけ、秘肉の壁をこすりたてる。

			　息を止め、心地いい窒息感に浸りながら腰をガンガン叩きつけていく。

			「あ、あ、あ……やぁああぁぁっ！」

			　少女が双眸を固く閉じ、絹を裂くような悲鳴をあげるなか、うねりくねる媚肉が男根を強烈に引き絞った。

			　それだけにとどまらず、英理香は腰をはねあげ、自ら快感を増幅させていく。

			「あ、ぐっ、英理香ちゃん、そんなに激しくしたら、すぐにイッちゃうよ！」

			「だって、だって……」

			「だって、何？」

			「と、止まらない、腰が勝手に動いちゃうんです」

			「俺の腰も止まらないよ！」

			「ああ、いい、いい、奥に当たるっ！　おっきい、硬い、ンっ、おチンチン、気持ちいいっ！」

			　はしたない淫語が耳に届いた瞬間、タガが外れ、牡の欲望は濁流だくりゅうと化して輸精管をひた走った。

			「あ、おぉ、出る、出るっ！」

			「きゃふッ、あ、くっ、はぁぁぁっ!!」

			　恥骨が目にもとまらぬ速さでスライドした直後、春樹は膣からペニスを引き抜き、鈴割れから白濁の噴流をしぶかせた。

			「ぬ、おおぉぉぉぉっ！」

			　牡のリキッドがヒップを掠め飛び、第二陣、三陣と立てつづけに放たれる。

			　英理香が腰をひくつかせるあいだ、少年は顔を恍惚に歪めたまま、至高の射精にどっぷり浸っていた。

			　二人は同時に絶頂へと達し、牡と牝の熱気と淫臭が書庫内に充満する。少女が胸にもたれかかってきても、逞しい男根は途切れなく吐精を続けていた。

			


			（このまま……英理香ちゃんとつき合うことになるのか？）

			　ワイシャツのボタンをはめつつ、自分自身に問いかける。

			　本能の赴くまま、一度ならず、二度までも英理香を抱いてしまった。

			　多くを語らずとも、彼女の蛮行を許したことになり、性欲に衝き動かされただけとはどうしても言えなかった。

			（かわいい子じゃないか……エッチの相性も、バッチリみたいだし）

			　納得したところで、しっくりしないこの気持ちは何なのだろう。

			　英理香は鞄からウエットティッシュを取りだし、精液で汚れたペニスを清めてくれた。そのときの彼女の顔は安心感に満ち、逆に春樹のほうは沈痛な面持ちに変わっていったのである。

			　トイレから戻ってきた英理香は衣服と髪の乱れを整え、ふだんのあどけない少女に変わっていた。

			「支度は済んだの？」

			「……ええ」

			「じゃ、いっしょに……帰ろうか？」

			「はい」

			　頬をポッと染め、うっとり見つめてくる表情はまさに恋する乙女のものだ。

			　彼女と交際すれば、これからも好きなときにセックスできる。

			　思春期の男子にとってはそれだけでもポイントが高く、手放したくないといういやらしい思考が働いた。

			「いけね。ずいぶんと遅くなっちゃったな。早く帰らないと、警備員さんが見回りにくるかも」

			「え、ホントですか？」

			「去年の夏前だったかな。六時半まで残ってて、怒られたことがあるんだ」

			　図書館の戸締まりを済ませたあと、美帆と時間を忘れるほど話しこんだ記憶が甦る。

			　あの頃は、ただ話をしているだけでも、この世の幸せを満喫したものだが……。　

			「さ、そうなる前に帰ろう。男子生徒と女子生徒が密室の中にいたら、さすがにまずいから」

			　英理香は不安げな顔になり、机の上に置いてある鞄に手を伸ばす。次の瞬間、引き戸がガタンと音を立て、室内が一瞬にして緊張感に包まれた。

			（ま、まさか……）

			　淫らな行為に耽っていたのは、ほんの三十分ほど。五時半に警備員が見回るとは予想だにせず、顔から血の気が失せていく。

			　呆然と佇むなか、引き戸が開かれ、なんと七瀬が姿を現した。

			「せ、先輩」

			　クールな少女は相変わらずニコリともせず、書庫に足を踏み入れる。

			「び、びっくりさせないでくださいよ。いったい、どうしたんですか？」

			　彼女はやや憮然とした表情から、抑揚のない口調で答えた。

			「終わったの？」

			「は？」

			「いやらしい匂いが、ぷんぷんするわよ」

			　淫らな行為に耽っていたことを見透かされ、気まずさからうろたえる。英理香も同じ気持ちなのか、恥ずかしげに視線を逸らした。

			「英理香ちゃんだったわね」

			「は、はい」

			「あの、何か用ですか？」

			　ピリピリした雰囲気に耐えられず、思わず間に入れば、鋭い視線が向けられた。

			「用事がなければ、来やしないわ。この子が先に図書館に入ったから、ずっと待ってたんだけど、二人とも全然出てこないし、あまりにも遅いから痺れを切らしたというわけ」

			　英理香は突然の来訪者に愕然としていたが、やがて怪訝な顔つきに変わる。

			　事情を知らないのだから当然のことで、七瀬は疑問に答えるかのように言葉を続けた。

			「あの日、あの場所に私もいたのよ」

			「……え？」

			「あなたが館内に入ってきて、感情を爆発させたときよ。あなたの目に、私の姿は入ってなかったみたいだけど」

			　自身の激情ぶりを思いだしたのか、童顔の後輩は顔をみるみる紅潮させる。

			（おいおい、いったい何を言いだす気なんだ？）

			　春樹はそのあと、七瀬と淫らな関係を結んでしまったのだ。

			　人には知られたくない事実だけに、焦った少年は慌てて話を逸らした。

			「つ、つまり、君が出ていったあとに、先輩から事情を聞かれたというわけなんだ」

			「全部……話しちゃったんですか？」

			「話すも何も、英理香ちゃんが暴露しちゃったじゃないの」

			　困惑げに答えると、英理香は俯きざま、ますます顔を赤らめる。

			　春樹は七瀬に向きなおり、はっきりした口調で問いかけた。

			「で、用事っていうのは何ですか？」

			「今週の土曜の午後、私の家でホームパーティーをするから来てほしいの」

			「はあ？」

			　想定外の提案に、ひたすらぽかんとしてしまう。

			「英理香ちゃんも連れてきて」

			「ちょ、ちょっと待ってくださいよ。何で、英理香ちゃんまで」

			「いいわね。絶対に来るのよ」

			　七瀬はキッと睨みつけ、住所と電話番号が書かれたメモを目の前に差しだす。

			　彼女にすべてを任せると約束したことを、春樹は今頃になって思いだした。

			（マ、マジかよ）

			　ホームパーティーとやらで、七瀬はいったい何をするつもりなのだろう。彼女の目論見に見当がつかず、どす黒い不安ばかりが脳裏を占めていく。

			　何にしても弱みを握られている以上、毅然とした拒絶はできない。

			「じゃ、待ってるわね」

			　七瀬は言いたいことだけを告げ、足早に書庫から出ていった。

			　室内が静まり返り、青い顔をした英理香がワイシャツの袖をつまんでくる。

			「……先輩」

			　彼女の言葉が耳に入らないほど、今の春樹は慄然としていた。
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			　土曜日の午後、春樹は英理香とともに七瀬の家に向かった。

			　悪い予感ばかりが脳裏をよぎり、踏みだす足がやたら重い。童顔の少女も同じ思いなのか、待ち合わせのときから暗い表情をしていた。

			「……先輩」

			「ん？」

			「七瀬さん、どういうつもりで私たちを呼んだんでしょうか？」

			「俺も考えてみたんだけど、よくわからないんだ」

			「昨日の当番日、いっしょだったんですよね？」

			「それが、彼女……昨日は来なくてね。だから、改めて詳しい話は聞けなくて」

			　美帆も顔を出さなかったため、昨日の業務は春樹一人でこなし、目が回るほど忙しかった。

			（マジで、七瀬先輩、どうするつもりだろ）

			　ある不安が、頭の隅にこびりついて離れない。本音を言えば、このまま家に帰りたい心境だった。

			　スマホのマップ機能を頼りに、閑静な高級住宅街を歩いていく。やがてひと際目立つ二階建ての家屋が視界に入り、春樹と英理香は同時に目をしばたたかせた。

			　ヨーロピアン調の門扉、白いモルタルの壁、大きな窓に広い庭。表札を確認すれば、

			間違いなく七瀬の自宅だ。　

			「すごく立派な家ですね」

			「うん……驚いた。かなりのお嬢様だったんだ」

			「私、帰りたいです」

			「……俺も」

			「どうしても、行かなきゃ、いけないんでしょうか？」

			「それは……あんな場面見られちゃったし、断りたくても断れないでしょ」

			　館内での暴露事件を思いだしたのだろう。英理香の顔は苦渋に変わり、瞳が涙でうっすら滲んだ。

			「私……本当にバカですよね」

			「もう、その話はやめよう。七瀬先輩は俺たちのことを吹聴する気はないみたいだし、ただパーティーに参加するだけのことなんだから。なるべく、すぐに帰ろう」

			　ここまで来た以上、約束を反故にはできない。

			　覚悟を決め、ためらいがちにインターホンをプッシュする。

			『はい』

			「あ、堂本です」

			　すぐに七瀬の声が聞こえ、春樹は緊張感に身を引き締めた。

			『門扉も玄関の扉も開いてるから、そのまま入ってきて』

			「い、いいんですか？　入っちゃっても」

			『かまわないわ』

			　インターホンがプツリと切れ、英理香と顔を見合わせる。

			「仕方がない……行こうか」

			　黒い門扉を押し開き、石畳の通路をゆっくり進んでいく。

			「し、失礼します」

			　重厚な造りの玄関扉を開けると、間口に制服姿の七瀬が佇んでいた。

			「早かったのね。私も、ついさっき帰ってきたばかりなの」

			「そ、そうですか」

			「さ、あがって。パーティーの準備は、もうしてあるから」

			「……はい。あの家の方は？」

			「パパとママは海外旅行に行ってて、明日帰ってくるの。だから、気兼ねしなくて大丈夫よ」

			「……へ？」

			　これだけの邸宅ならホームセキュリティは設置しているのだろうが、女子校生の娘を一人で留守番させるとは、親はかなりの放任主義らしい。

			「そ、それじゃ、お邪魔します」

			　英理香とともに靴を脱ぎ、気乗りしない気持ちを押し殺して家にあがる。

			「こっちよ」

			　七瀬は表情を変えることなく、玄関脇の階段を先立って下りていった。

			（地下室？　すげえな。でも……何でわざわざ地下に？）

			　恐るおそるあとに続き、不気味な予感に総毛立つ。

			　階下に達すると、細い通路があり、左側の壁にあるドアが気になった。

			「そこは、お手洗いと浴室よ」

			「え、地下にトイレと浴室があるんですか？」

			「そうよ」

			　真正面に目を向ければ、奥に見える部屋は明るく、クリーム色の壁が清潔感を与える。おどろおどろしい地下室を予想していただけに、春樹は拍子抜けすると同時に目を見張った。

			　室内は十五畳ほどだろうか。丸テーブルの手前にＵ字形のソファ、その向こうには巨大な白いスクリーンが設置され、右サイドに置かれたキャビネットには見るからに高級そうなブランデーがいくつも並べられていた。

			「な、何ですか、この部屋」

			「シアタールームよ」

			「シ、シアタールーム？」

			「パパがものすごい映画マニアで、くつろぎながら鑑賞するために作ったの。音響設備も整ってるから、映画館並みの迫力を味わえるわ」

			「はあっ」

			　もはや、感嘆の溜め息しか出てこない。

			　スクリーンの反対方向に視線を振れば、台の上にプロジェクターらしき器具が置かれていた。

			「どこでもいいから、好きなとこに座って」

			「は、はい」

			「あ、鞄と上着は部屋の隅に置いといたほうがいいわね。こっちで預かっとくわ」

			　鞄と脱いだ上着を七瀬に手渡し、とりあえず春樹はソファの左端、英理香は距離を取り、ほぼ中央に腰かけた。

			（うわ、ふかふかだ。ソファも大きくて、ゆうに五、六人は座れるんじゃないか）

			　当然のことながら室内に窓はなく、エアコンと換気扇が目に入る。

			　暖房はすでに利いており、テーブルの上には飲み物類やサンドイッチ、パウンドケーキなどが用意されていた。

			（テーブルの真ん中にあるキャンドルライトは、何だ？）

			　首をひねって考えても、さっぱり訳がわからず、得体の知れない圧迫感が再び押し寄せた。

			「お腹減ってんだったら、食べちゃってもいいわよ」

			「学食で、軽く済ませてきたんで」

			　決して満腹というわけではなかったが、食べ物が喉を通る状況ではない。　

			（こんな所で、何をおっぱじめる気なんだ？　まさか、映画を観せることが目的じゃないよな）

			　英理香も同じ思いを抱いたのか、今にも泣きそうな顔をしている。

			　緊張がピークに達した瞬間、インターホンが鳴り響き、春樹は心臓が止まりそうなほどびっくりした。

			（だ、誰だ？）

			　果たして、ある不安は的中するのだろうか。

			　ただ身を強ばらせるなか、七瀬は部屋から出ていき、春樹はとりあえず脱力して大きな息を吐いた。

			「……先輩」

			「ん？」

			「私……怖いです」

			　何も答えられず、無意識のうちに貧乏揺すりしてしまう。

			　手のひらと腋の下が汗ばむ頃、階段のほうから女性の声が聞こえてきた。

			「こっちよ」

			「地下室があるんですね」

			　聞き慣れた声音に心臓が早鐘を打ち、今度は背中を冷や汗が流れる。

			「さ、どうぞ」

			　七瀬の背後に立つ人物が視界に入るや、一瞬にして顔から血の気が失せた。
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			（み、美帆ちゃん!?）

			　彼女は春樹と英理香の存在を知らされていなかったのか、目を見開き、顔色がサッと変わった。

			「な、七瀬先輩……これは、どういうことですか？」

			　美帆が震える声で問いかけるも、七瀬は相変わらず威風堂々としている。対して春樹も英理香も青白い顔をしたまま、その場から一歩も動けなかった。

			「事前に話してたら、来なかったでしょ？」

			「そんな……」

			「あの日、あなたたちのトラブル、最初から最後まで見たっていう話はしたよね。あのあと、春樹くんから相談を受けて、私なりにいい方法がないかと考えてたの」

			「それが、このホームパーティーなんですか？」

			「普通のホームパーティーじゃないわ。ちょっと趣向を凝らしてるの。悪いようにはしないから、鞄はそこに置いて、とにかく中に入って」

			「あ、ちょっ……」

			「上着も脱いで」

			　七瀬は美帆の上着を強引に脱がせ、室内に引っ張りこんだあと、ソファの右端に座らせる。そしてテーブルに置かれたポットを手に取り、ティーカップに紅茶らしき飲み物を注ぎいれた。

			　カップが目の前に運ばれても、気まずさから顔を上げられない。三人が三人とも下を向くなか、キャンドルライトがつけられ、続いて部屋の照明が消される。

			（おいおい、何をする気なんだよ）

			　一瞬たじろいだものの、テーブルの中央に明かりがポーッと浮かび、美帆や英理香の顔がはっきり見えないことから緊張感が少なからず和らいだ。

			「暗闇と仄かな明かりは、人の気持ちを静める効果があるの。さらに温かい飲み物を口にすれば、さらなる相乗効果を生むわ。まずは、その紅茶を飲んで」

			　室内は暖房がかなり利いており、ホッとしたとたんに喉が渇きだす。

			　紅茶をひと口啜ったところで、春樹は妙な味に顔をしかめた。

			（何だ、これ……ちょっと苦みがあって、こんな紅茶飲むの初めてだぞ）

			　美帆も英理香も同じことを考えたのか、怪訝な表情で手を止めている。

			「全部、飲んで。気分を落ち着かせる漢方薬が入ってるだけだから、何も問題はないわ」

			　七瀬がせっつくと、春樹は仕方なく喉の奥に流しこみ、二人の少女もあとに続いた。

			（こうなったら、ヤケだ……もうどうにでもしてくれよ）

			　覚悟を決めた瞬間、身体の芯が火照りだし、顔がみるみる熱くなる。

			　もしかすると、アルコールが入っていたのではないか。

			　カップを覗きこんで訝いぶかしむなか、七瀬は間を置かずに次の指示を出した。

			「キャンドルライトの明かりを、じっと見て」

			　言われるがまま注視すれば、ライトの光がロウソクのように揺らめいている。

			「何も考えずに、肩の力を抜いてリラックスして」

			「あ、あの……」

			「言われたとおりにして！」

			　三分、五分、十分、この状態がいつまで続くのか。

			「ゆったりと、徐々に気が安らいでいくはずだわ」

			　彼女の言葉が呪文のように聞こえ、いつしか全身が気怠くなった。

			　意識はあるのだが、頭の芯が痺れだし、浮遊感が身を包みこむ。上目遣いに様子をうかがえば、美帆と英理香も似たような状態だった。

			（か、身体が……なんか……おかしいぞ。漢方薬だなんて、変なクスリでも入れたんじゃないか？）

			　疑念が渦巻くあいだも、七瀬はソファの後方を行ったり来たりしながら、やけにおっとりした口調で話を続ける。

			「そのまま目を閉じて」

			「あ、あ……」

			　瞼が急に重くなり、その気がなくても目を閉じてしまう。

			「ソファに背を預けて……だんだんと腕が重くなり、足も動かなくなるわ」

			　春樹はソファに背もたれるや、頭を垂れた。

			（んんっ……もしかすると、これって……催眠術？　そうだ……先輩は心理学者になりたいって……言ってた）

			　七瀬は催眠療法で三人の本音を聞きだす腹づもりだったが、そんなこととは露知らず、やがて全身がピクリとも動かなくなった。

			「顔を上げて、目を開けて」

			　彼女の指示には身体が反応してしまうのだから、不思議なものだ。

			「これから、私の質問には正直に答えること。いいわね」

			　知的な風貌の先輩はひと呼吸置き、ゆったりした足取りで美帆に近づいた。

			「美帆ちゃん、このあいだ、イケメンの男の子とファミレスで会ってたみたいだけど、彼とはつき合ってるの？」

			「いいえ……違います。クラスメートの一人が転校することになって、その子の送別会の打ち合わせをしてただけです」

			　美帆は、氷室と交際しているわけではなかった。

			　安堵したと同時に、気分が高揚してくる。七瀬は次に、英理香に向かって質問を投げかけた。

			「英理香ちゃんは、自分のしたことについてどう考えてるの？」

			「も、申し訳なかったと思ってます。卑怯なやり方で、春樹先輩を誘惑して。でも、どうしても自分を抑えられなかったんです」

			「春樹くんは？　美帆ちゃんや英理香ちゃんのことをどう思ってるの？」

			「あ、あ……」

			　言葉が喉の奥に引っかかるも、次の瞬間には自身の思いがなめらかに口をついて出ていた。

			「英理香ちゃんはかわいい子だとは思うけど、美帆ちゃんのことは忘れられません。今でも死ぬほど好きです」

			「どうして、英理香ちゃんの誘惑に乗っちゃったのかしら？」

			　何てことを聞くんだ、話せるわけがないと思う一方、自分の意思とは無関係に本音を語ってしまう。　　　

			「俺、すごくスケベな男なんです。交際八ヶ月が過ぎて、ただつき合ってるだけじゃ満足できなくなって……英理香ちゃんも魅力的だったし、ついふらふらと……」

			「欲求不満が溜まってたわけね？」

			「はい、美帆ちゃんへの不満はオナニーで発散してました」

			　恥ずかしい気持ちはあるのだが、どうしても言わずにはいられない。

			　英理香はショックを受けたのか、早くも鼻を啜っている。あまりの気まずさから汗が噴きでた直後、七瀬の質問は再び美帆に移った。

			「まだ、春樹くんのことが好きなんでしょ？」

			　沈黙の時間が流れ、重苦しい雰囲気が張りつめる。やがて美帆は、俯き加減から自身の心情を告げた。

			「今は……わかりません。春樹くんの気持ちには気づいてたけど、怖くて……受けいれられなくて」

			「あなたは潔癖すぎるんだわ」

			「……そうかもしれません」

			「性に対して、興味や好奇心はあるんでしょ？」

			「……あります。いやらしいこと、何度も考えました」

			　清廉な美少女が、淫らな妄想に耽っていたとは……。

			　今ひとつ信じられなかったが、彼女の口から放たれた真相に股間の肉槍がドクンと脈打つ。

			「いいわ。まずは、あなたの潔癖症を治してあげる」

			　七瀬は意味深な笑みを見せたあと、キャビネットの上に置かれたリモコンらしき器具を手に取った。

			　スイッチが押され、プロジェクターの細い光が暗闇の中を一直線に走る。大きなスクリーンに映しだされた映像に、心臓の鼓動が跳ねあがった。

			（あ、あ、エロビデオだっ！）

			　一糸纏まとわぬ二人の男と一人の女が、ベッドの上で絡み合っている。ボカシの入っていない無修正の代物に、春樹はもちろん、美帆と英理香も愕然としていた。

			　仰向けに寝転んだ女の膣を逞しい男根が貫き、猛烈なスピードで抜き差しが繰り返される。もう一人の男は女の顔の横に正座し、猛り狂ったペニスを舐めしゃぶらせていた。

			『お、おおっ、おマ〇コ、キュッキュッと締めつけてきやがる』

			『フェラもうまくて、チンポが蕩けそうだ』

			『ン、ン、ンふうっ』

			　女は咽び泣きに近い声を上げ、肉づきのいい裸体は大量の汗で濡れ光っている。スクリーンを通して、牡と牝の淫臭が漂ってきそうだ。

			　圧倒的な迫力に息を呑んだ直後、春樹の分身は条件反射のごとく反り返った。

			「ふふっ。今のあなたたちは理性が吹き飛び、性欲本能だけに衝き動かされているはずよ」

			　七瀬が大きい声で告げたとたん、身体の中心部を火の玉が駆け巡り、凄まじい淫情が吹き荒れた。

			（あ、あぁ、か、身体がおかしい。ムラムラが止まらないよ）

			　無修正のエロビデオはインターネットで何度も視聴していたが、昂奮度はとても比較にならない。性欲が二倍三倍にも増幅し、まるで性感覚を剥きだしにされたかのようだった。

			（も、もしかして、彼女たちも……）

			　美帆と英理香の様子を探れば、二人ともスクリーンを瞬きもせずに注視している。

			　目元はねっとり紅潮し、汗を掻いているのか、額と頬がキャンドルライトの光を浴びて照り輝いていた。

			　さらには半開きの口から湿った吐息がこぼれ、ふっくらした胸が緩やかに波打ちはじめる。

			（か、感じてるんだ。ものすごく昂奮してるんだ）

			　英理香はまだしも、美帆が性的に昂奮している姿を目にするのは、カウンターの中で不躾な行為をして以来だ。

			（あのときはもっと暗かったし、じっくり観察してる暇もなかったけど、こんなに色っぽい表情をしてたんた）

			　美帆の顔を見ているだけでも昂奮のボルテージは急上昇し、ペニスがズボンの布地を突き破りそうなほど張りつめた。

			　大量のカウパーが溢れでているのか、下着の裏地がべとべとにぬめり返る。映像の中の痴態は早くも佳境に入り、獣じみた咆哮がスピーカーから大音量で流れた。

			『どうだ！　気持ちいいか!?』

			『いい、いいっ！　イッちゃう、イッちゃうぅぅっ!!』

			　四つん這いの体勢をとる女の真下と背後から、男が腰を突きたてている。

			　逞しい二本の男根は膣とアヌスにぐっぽり差しこまれ、怒濤のピストンがいつ果てることもなく繰り返された。

			『どこが、いいんだ!?』

			『おマ〇コと……お尻……あ、ひぃやぁあぁぁぁっ!?』

			　肉厚の陰唇が外側に捲れ、結合部から半透明の愛液がとめどなく溢れでる。アナルは目いっぱい広がり、周囲の薄い皮膚は今にも張り裂けんばかりに充血していた。

			　スパンスパンッ、バチーン、ぐちゅ、ずちゅん、じゅぷぷぷぅぅっ！

			　肉の打音と空気混じりの愛液が、淫らな音をこれでもかと共鳴させる。やがて女は顔をくしゃりと歪め、頭のてっぺんから突き抜けるような声を放った。

			『いやっ、いやっ、イグっ、イグっ、イッちゃう!!』

			『うおっ、こっちもイキそうだっ』　

			『俺もだ！』

			　二人の男の腰が激しくぶれ、女が汗まみれの背中をくねらせる。今やよがり声は慟哭に変わり、牡の劣情を余すところなく揺さぶった。

			（す、すげえ）

			　これまで視聴したアダルトビデオの中でも、一、二を争うほどの代物ではないか。

			　過激なＡＶを三人の女の子と鑑賞している事実が、いまだに信じられない。

			『あ、はぁあぁぁっ！　イクっ、イクイクっ、イッグぅうぅぅっ!!』

			『ぬ、おおおおおっ』

			　二穴から剛槍が抜き取られると同時に女が仰向けに崩れ落ち、二人の男が間髪をいれずに両脇から肉刀の切っ先を口元に近づける。

			『たっぷり出すぞぉっ』

			　恍惚に満ちた女は目をうっすら開け、虚ろな表情で男根に両手を伸ばした。

			『はぁン、出して、たくさん出して』

			　彼女は舌なめずりし、愛液と腸液をたっぷりまとった肉胴をしごきあげる。男らが愉悦に顎を突きあげた瞬間、鈴割れから大量のザーメンが発射された。

			『あ、あぁンっ』

			『お、おおっ』

			　びゅんびゅんと弾け飛んだ精液は美貌を直撃し、瞬く間に白濁にまみれていく。

			『もっと、もっと出して』

			　女は男根を指でしごきあげ、尿管内の残滓ざんしを一滴残らず絞りだした。

			『はぁン……熱い』

			　いまだに勃起状態のペニスが、捲れあがった唇にゆっくり寄せられる。

			『は、ン、むむっ、むふぅっ』

			　ねっとりしたお掃除フェラが展開され、少年の脳漿は今にも爆発しそうだった。

			（はあはあ、やばい。もしかすると、このままイッちゃうかも）

			　身体の自由が利いたら、すぐさま美帆や英理香に飛びかかっていたかもしれない。それほど、昂っていた。

			　肉筒が著しい脈動を訴え、睾丸の中の精液が暴れまくる。喉をゴクンと鳴らした直後、エロビデオの音声が消え、続いて七瀬の影が揺らめいた。

			「あっ、やっ」

			　美帆の背後から両手がニュッと伸び、バストがやんわり揉みしだかれる。大きな左右の膨らみが交互に上下し、麗しの美少女は困惑げに腰をくねらせた。

			「大きなおっぱいね。パンパンに張ってるわ」

			「や、やめて……ください」

			　美帆も身体が動かせないらしく、その場から逃げだす素振りを見せない。もちろん春樹も微動だにせず、事の成り行きをただ黙って見守るしかなかった。

			　七瀬の右手がだらりと下がり、スカートの奥にすべりこむ。

			「……ンっ!?」

			　美少女が唇を噛んで足を狭めるも、先輩の手はひと足先に股の付け根に達したのか、丸みを帯びた腰がピクピクとひくついた。

			「ン、やっ、はっ」

			「美帆ちゃんのあそこ、どうなってるのかしら？」

			「……ひっ」

			　スカートの裾が遮蔽幕となり、肝心の部分は覗けない。想像力が刺激され、春樹は首を懸命に伸ばして淫靡な光景を凝視した。

			「あら、やだわ……パンティ、もう湿ってるじゃないの。ここ？　ここが気持ちいいの？」

			「はっ、ンっ、はっ」

			「じかに触ってみましょうね」

			「だ、だめです……あンっ！」

			　タータンチェックの布地がもぞもぞし、美帆が眉間に縦皺を寄せる。

			　おそらく、七瀬の手がパンティの上縁から侵入したに違いない。やがてくちゅくちゅと淫らな水音が響きだし、春樹は鼻息を荒らげては生唾を飲みこんだ。

			　横目でチラ見すれば、英理香も頬を染め、想定外の展開に目を見張っている。こちらも腰を盛んにもじつかせ、ふっくらした唇を舌先で何度もなぞりあげた。

			　どんよりした瞳には欲情の色が宿り、なまめかしい顔つきが少年の昂奮度をさらに増幅させる。

			　ペニスが間断なくいななき、今は射精を堪えるだけで精いっぱいだ。

			「はひンっ」　

			　奇妙な呻き声が耳に届き、すべての関心が再び美帆に向けられる。彼女は涙目になり、下半身の震えがいつの間にか全身まで伝播していた。

			「すごいわ。粘っこいおしるがどんどん溢れてくる。まさか、美帆ちゃんがこんなにエッチな女の子だとは思わなかったわ」

			「ン、やっ、ふっ、はぁぁっ」

			「みんなに、もっとよく見てもらいましょ。さ、足を大きく開いて」　

			「やぁあぁっ」

			　美帆は素直で優しい性格だけに、催眠効果をいちばん強く受けたらしい。

			　七瀬の指示どおり、自ら足を左右に広げていく。

			「そう、そのまま両足を持ちあげて、足の裏をソファに乗せるのよ」

			「……あぁ」

			　爪先が床から浮き、すらりとした美脚がＭ字に開いていく。スカートの裾が捲れあがった瞬間、春樹の昂奮のボルテージはついに頂点に達した。

			


			　　　　　３

			


			（あ、あ……恥ずかしい）

			　美帆は猛烈な羞恥に身を焦がしつつ、先輩の命令を拒絶できない自分を呪った。

			　図書委員の中では最も距離の近い同性で、お姉さんのような印象を抱いていただけに、相談に乗ってあげると言われたときは心の底からうれしかった。

			　春樹に対する今の想い、怒りや嫉妬心。感情的になり、包み隠さずすべてを打ち明け、パーティーには元気づけてあげるという言葉で誘われた。

			　にもかかわらず、いちばん会いたくない英理香が来訪していたのだから、裏切られたショックは隠せない。

			　それでも全身を覆い尽くす快美に抗えず、はしたない恰好を見せつけている自分が信じられなかった。

			　視線を落とせば、パンティが露になり、秘裂に沿って淫らなシミが滲みでている。

			　七瀬の指は布地の裏に忍びこみ、敏感な箇所を遠慮なく掻きくじった。

			「あ、ンっ、ンふっ」

			　淫猥な擦過音が下腹部から洩れ、意識せずともふしだらな声が口をついて出てしまう。春樹は熱い眼差しを注ぎ、荒々しい息が耳にはっきり届くほどだった。

			（ど、どうして浮気したの？　私が……悪いの？）

			　相思相愛だと思いこんでいたのに、どうやら彼は満足していなかったらしい。

			　自分が生真面目すぎる性格だとはわかっていても、年頃の男の子の性への好奇心が理解できず、図書館のカウンターの下で身体をまさぐられたときは驚きのほうが強かった。

			　身体は、快感をしっかり享受していたのに……。

			（だからって、浮気するなんて……）

			　黒い感情が巻き起こるも、快感の電磁波が正常な思考を奪っていく。

			　気持ちいいという点では、春樹のときとは比較にならないほど大きかった。

			　身も心もとろとろに蕩け、はしたない衝動をまったく抑えられない。

			　熱い潤みが絶え間なくこぼれだし、自分が自分でなくなってしまったかのような感覚だった。

			「あン、やぁンっ」

			　指がスライドするたびに、くちゅんくちゅんと愛液の跳ねる音が鳴り響く。しかも大股を開いた体勢なのだから、恥ずかしいことこのうえない。

			　敏感な肉の突起を執拗にあやされ、ひたすら腰をくねらせるばかり。全身がふわふわしだし、今にも白い光の中に飛びこんでしまいそうだった。

			「あら、クリちゃんがピンピンになってるわよ。花びらも厚みを増して、もう溢れかえってるじゃないの」　

			「い、や、はああぁっ」

			「ふふ、美帆ちゃんのエッチな姿を見てたら、私も昂奮してきちゃったわ」

			　七瀬はそう言いながら指先で陰核をくじり、はたまた上下左右にこねまわす。

			　恥骨が前後にわななき、全身の震えが止まらない。快感の大波が立てつづけに打ち寄せ、やがてすべての思考が雲散霧消した。

			「あ、あ、あ……」

			　胸のときめきが強さを増し、閉じた瞼の裏で七色の光が弾ける。切ない痺れが膣の奥を灼き、研ぎ澄まされた性感がまだ見ぬ高いステージを求める。

			「ン、くっ、はあぁぁあぁっ！」

			　美帆は身を縮めたあと、全身を激しく揺すり、ついに官能の頂点を極めていった。

			


			（あ、あ……すごい）

			　美少女の壮絶なイキっぷりに唖然とし、口をあんぐり開け放つ。

			　昂る情欲は天井知らずに上昇し、灼熱と化した身体は火を吹くほど熱い。

			　ペニスはズボンの下ではね躍り、会陰を引き締めるたびに下腹の奥で白濁の塊が排出を訴えてグラグラ煮え滾った。

			　同性だけに、七瀬は性感ポイントを知り尽くしているのだろう。美帆はソファに背もたれ、うっとりした表情で快楽の波間をたゆたっている。

			「はあはあっ」

			　荒い息が途切れることなく放たれ、心臓が口から飛びでそうなほど高鳴る。ズボンの中心は大きなテントを張り、獰猛ないきり勃ちを今すぐにでも解放したかった。

			「あらあら、春樹くんのほうは、もうたまらないみたいね」

			　七瀬がソファを回りこみ、今度はこちらに近づいてくる。そして目の前でしゃがみこみ、ワイシャツのボタンを外していった。

			「身体が熱くて、汗まみれだわ。つらい？」

			「あ、あぁ」

			　口がもつれて、言葉がまともに返せない。シャツの前合わせがはだけると、クールな先輩はベルトを緩め、続いてズボンのホックを外した。

			「わかってるわ。おチンチン、出したいのね」

			　細長い指がズボンのウエスト部に添えられ、トランクスごと引き下ろされる。

			「あう、あうっ」

			「さ、お尻を上げて」

			　羞恥から逃げだそうとするも、身体が思うように動かず、言われるがまま腰を浮かしてしまう。次の瞬間、ズボンと下着は太腿の上をすべり落ち、窮屈そうな強ばりが反動をつけて弾けでた。

			「まあ、すごいわ。チンチン、ビンビン。ふふっ、誰に欲情してるのかしら」

			「あ、ううっ」

			　指先が陰嚢いんのうから裏茎を、ツツッと這いのぼる。たったそれだけの行為で、性電流が身を駆け抜け、春樹は背筋をピンと立たせた。

			「二股かけるような男は、たっぷりいじめてあげるわ」

			　七瀬は亀頭の真上から唾液を垂らし、充血の猛りにまとわせる。さらには指を肉幹に絡め、上下に軽くしごいた。

			「あ、おおぉっ」

			　交感神経が麻痺し、性感覚がこれでもかと撫でられる。

			　こんなところで、暴発するわけにはいかない。

			　歯を剥きだした春樹は、顔を真っ赤にして射精を堪えた。

			（も、もしかして、美帆ちゃんや英理香ちゃんに、俺の無様な恰好を見させようとしてるのか？）

			　不誠実な男は女の敵とばかりに、お灸を据えることが目的なのかもしれない。

			　涙目で耐える一方、射精欲求はとどまるところをしらずに上昇し、放出はもはや時間の問題だった。

			（あ、だ、だめだ、もう出ちゃう）

			　腰をひくつかせた瞬間、七瀬は抜群のタイミングで手コキをストップさせ、冷ややかな笑みを浮かべた。

			「だめよ、こんなんでイッちゃ。私がいいって言うまで、ザーメンは出せないんだからね」

			「はあはあっ」

			　ハスキーボイスが耳に届いた直後、輸精管がキュッと閉じ、射出口でうねっていた牡の証が副睾丸に逆流した。

			「……ああっ」

			　やるせない気持ちに身を焦がすも、これなら何とか保ちそうだ。

			　ホッとしたのも束の間、いまだに身をひくつかせている美帆が視界に入り、背筋に悪寒が走る。

			（ひょっとして、先輩の許しが出るまで、このままイケないんじゃ）

			　不安げな顔をすると、七瀬はゆっくり立ちあがり、スカートの裾をたくしあげた。

			「あ、ああっ」

			　驚いたことに彼女はパンティを穿いておらず、女肉が剥きだしの状態だった。

			　発達した陰唇はすでにほころび、狭間が透明な粘液で濡れ光っている。

			　いつもは冷静な先輩も、倒錯的な状況に昂奮していたのだ。

			（それにしても、初めからノーパンだなんて、いったいどういうつもりなんだよ）

			　訳がわからずに恐怖心すら覚えるなか、七瀬は局部をグイと突きだした。

			「どう、あなたが今、いちばんほしいものよ。甘くて、いい匂いがするでしょ？」

			　七瀬が得意げに呟いたとたん、かぐわしい香りがふわんと漂い、鼻腔粘膜を隅々まで掻きまわした。

			（あ、ホ、ホントだ、すごくいい匂いがする）

			　嗅覚が限界を超えて解放され、ローズにも似た芳香に陶然とする。目をとろんとさせたところで、七瀬はさらに言葉を連ねた。

			「いやらしい匂いも、プンプンするでしょ？」

			「あ、おっ」

			　今度は酸味の強い媚臭が鼻の奥に粘りつき、牡の本能を強烈に刺激する。

			「また、たまらなくなってくるはずよ。女がほしくてほしくて、いやらしいことしか考えられなくなるわ」

			「あ、おおっ」

			　言葉どおりに淫らな妄想が頭の中を駆け巡り、怒張が青龍刀のごとく反り返った。

			「ほしい？」

			「あ、あ……」

			「ちゃんと言わなきゃ、わからないわよ」

			「ほ、ほしい……ほしいです」

			「ふふっ、いいわ。その代わり、私の許しを得ずにイッちゃだめだからね」

			　勝ち誇った笑みを浮かべた七瀬はソファに上り、恥臭が渦巻く股の付け根を鼻先と口元に押しつけた。

			「う、ぷ、ぷっ」

			「いいわよ、たっぷり舐めて」

			　意識せずとも、花の蜜に群がる蜂のように吸い寄せられる。春樹は舌を突きだし、甘ったるい香りを放つ女花に貪りついた。

			「ン、ふわぁっ」

			　秘肉をベロベロ舐めれば、七瀬は恥骨を押しつけ、鼻にかかった声をあげる。

			「は、いいっ、感じる、気持ちいいわぁ」

			「ん、ぶっ、ぷふぅ」

			「もっと舌を使って、そう、あ、あ、すごい、すぐにイッちゃいそう」

			　しなやかな腰が絶えずグラインドし、クリトリスと女肉が鼻から口をヌルヌルと撫でつける。

			（あぁ、エッチしたい。おマ○コに、チンポ挿れたいっ！）

			　凄まじい性衝動に駆られた刹那、七瀬の背後から弱々しい泣き声が聞こえてきた。

			「や、やめてください」

			　特徴のある舌ったらずの声は、紛れもなく英理香だ。彼女は七瀬との接点がほとんどなかったため、不安を拭えぬまま異様な状況を見つづけてきたはずだ。

			　か細い神経は、さすがに限界を迎えたのかもしれない。

			　七瀬は腰の動きを止めたあと、英理香に向かって声をかけた。

			「春樹くんのこと、まだ好きなの？」

			「す、好きです」

			「美帆ちゃんのほうが好きだと聞かされても？」

			　春樹が告げた本音は、やはり大きなショックだったのだろう。小悪魔な後輩は何も答えず、冷静な先輩は彼女の心理状態をズバリと言ってのけた。

			「ふふっ、顔が耳たぶまで真っ赤よ。あなたもエッチな女の子なのね。今は何よりも、おチンチンがほしくてほしくてたまらないんでしょ？」

			「そ、そんなこと……」

			「いいわ、いらっしゃい。二人で楽しみましょ。私が指を鳴らすと、あなたの身体は自由に動くはずだわ」

			　パチンという音が頭上から聞こえ、やがてかわいらしい喘ぎ声が近づいてくる。

			「は、春樹……先輩」

			「お、わぁっ」

			　ペニスに快美が走り抜けると、春樹は女陰から口を離して咆哮した。

			


			　　　　　４

			


			（マ、マジかよ）

			　視線を下方に向ければ、床に跪いた英理香が屹立を一心不乱に舐めしゃぶっていた。

			　大量の唾液を滴らせ、艶やかな唇で怒張を激しくしごきたてる。

			　じゅぷっ、ぐぽっ、ぶぱっ、じゅぷぷぷぷぅぅっ！

			　卑猥な吸茎音が室内に反響し、凄絶とも言えるフェラチオが繰り広げられた。

			「ンっ、ンっ、ふっ、ンっ！」

			　英理香は顔を打ち振り、鼻から小気味のいい喘ぎをスタッカートさせる。

			　ぬっくりした口腔粘膜が肉胴をこすりあげ、飴玉を含んでいるかのように左右の頬が交互に膨れた。

			（あ、あ……なんて……フェラを）

			　少女の瞳は焦点を失い、すべての関心は肉棒だけに向けられているらしい。

			　七瀬の言うとおり、性感は臨界点を飛び越えていたのだろう。
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			　射精願望が昇りつめていくも、白濁の溶岩流は射出口の手前で停滞したままだ。

			「あ、むむっ」

			　春樹が狂おしげに身をよじった瞬間、七瀬はソファから下り立ち、腰を落としざま剛直の側面に唇を這わせてきた。

			（ぬおぉぉっ、ダブルフェラチオだぁぁっ！）

			　ぬめった感触が横べりを襲い、青筋が破裂寸前まで膨張する。経験豊富な先輩は意味深な笑みを浮かべ、睾丸をカポリと口に含んだ。

			「は、おぉぉおぉおっ！」

			　頬を窄めて吸いたてられ、魂が抜き取られるような感覚に総毛立つ。

			　肉棹は相変わらず英理香が舐めしゃぶっているのだから、まさに人格が崩壊するのではないかと思うほどの悦楽だった。

			　七瀬は片側の肉玉にも同じ手順を踏み、ペニス全体が二人の唾液でどろどろになる。

			　イキたくてもイケない苦しみに、春樹は目から涙をこぼし、狂乱の歌声を張りあげるばかりだった。

			「ぬっ、ぐっ、はぁあぁあぁっ」

			　七瀬はさらに男根を横から奪い、グッポグッポとディープスロートで男の象徴を嬲りたおす。英理香も負けじと奪い返し、愉悦の口戯が延々と繰り返された。

			（ああ、や、やばい……頭がどうにかなっちゃいそうだ）

			　奥歯をギリリと噛みしめると、童顔の少女はすっくと立ちあがり、スカートの下に手を入れてパンティを脱ぎ下ろす。

			（おいおい……な、何をするつもりだよ）

			　額に滲んだ汗が滴った直後、英理香は七瀬を押しのけ、春樹の腰に跨がった。

			「きゃっ」

			　不意を突かれた先輩は仰向けに倒れこみ、小さな悲鳴をあげる。

			　あっと思った瞬間にはペニスが垂直に立たされ、とろとろに蕩けた肉びらが亀頭の先端をぱっくり咥えこんだ。

			「あ、ン、ンンぅぅっ」

			　英理香は白い喉を晒し、唇を歪めて腰を沈めていく。

			　灼熱の粘膜が肉胴をすべり落ち、ぬめりの強い淫蜜がペニス全体を包みこんだ。

			「く、おおおっ」

			　少女はしょっぱなからのフルスロットルで、小振りなヒップを太腿に打ちつけていく。すでにぐちょぐちょに緩んだ膣壁は怒張をやんわり締めつけ、これまでの情交とはひと味もふた味も違う肉悦を吹きこんだ。

			「あっ、ンっ、はっ、は、ふぅぅっ」

			「ぐ、くっ」

			「あぁ、いい、いいっ！　おマ〇コいいっ！」

			　女性器の俗称を恥ずかしげもなく口走る英理香に、いつものあどけない表情は微塵も見られない。

			　しっぽり濡れた瞳、紅潮した頬、なまめかしい艶を発する唇。女の顔にたじろぎながらも、全身が快感の電磁波に灼き尽くされる。

			「ああっ、イッちゃう、すぐにイッちゃうぅぅっ！」

			　英理香はしゃにむに腰を振ったあと、あっという間にエクスタシーに達した。

			　ヒップが何度も引き攣り、そのたびに媚肉が男根を締めつける。

			　しなだれかかった彼女の目は虚ろと化し、口から涎を垂らした表情はまるで法悦の世界でまどろんでいるかのようだった。

			　七瀬が起きあがり、英理香の肩に手を添えて床へ引きずり下ろす。

			　膣から抜け落ちたペニスは大量の花蜜をまとい、赤黒く鬱血している状態だ。

			「英理香ちゃん……あなたは、そのままずっと絶頂感に浸ってなさい」

			「あ、あ……あ、ふぅ」

			　オルガスムスの波にまたもや襲われたのか、肌が小刻みに波打ち、発展途上の瑞々しい肉体が痙攣を引き起こす。

			「予定にはなかったけど、私も我慢できないわ」

			　七瀬は上ずった口調で告げたあと、春樹の腰に跨がり、硬直を崩さないペニスを膣内に招き入れた。

			「あ、おおっ」

			　剛直がこれまた愛液まみれの柔肉に包まれ、ぬくぬくした感触に恍惚の雄叫びをあげる。しなやかな腰がムチのようにしなり、息つく暇もなく英理香とは次元の違う律動が開始された。

			「あ、いいっ！　おチンチン、もっと硬くして！　大きくしてっ!!」

			「く、おおおっ」

			　海綿体にさらなる血液がなだれこみ、ペニスがドクンと脈動する。

			　こなれた膣肉がさざ波のごとくうねり、肉棒を根元から先端までまんべんなく揉みこんでいく。

			　結合部から噴きだした淫蜜が卑猥な肉擦れ音を放ち、今や下腹部から太腿にかけては二人の少女が垂れ流した愛液でびちゃびちゃだ。

			（あ、あ……も、もうイキたい、イキたいよ）

			　切なげに口を曲げた瞬間、美帆の姿が視界に入った。

			　彼女はソファに背を預けたまま、悲しげな眼差しを向けている。催眠効果が薄れたのか、身体のひくつきは収まり、いつの間にか足も床に下ろしていた。

			（……美帆ちゃん）

			　涙で膨らんだ瞳を見つめているだけで、胸の奥が締めつけられる。対して七瀬は、絶頂に向けて腰をこれ以上ないというほどしゃくった。　

			「あンっ、気持ちいいっ！　や、やはっ、おチンチンが感じるとこに当たって、すごい、すごいのぉ……あ、イクっ！　イッちゃうっ!!」

			　恥骨が下腹をガンガン打ちつけ、怒張が根元を支点に媚肉で引き転がされる。

			　それでも射精欲求はボーダーラインの手前で止まったまま、肌にへばりついた汗が一瞬にして冷えた。

			「イクっ！　イクっ！　イックぅぅぅぅンっ!!」

			　黄色い悲鳴が轟き、七瀬が身を仰け反らせて性の頂に昇りつめる。そして英理香と同様、胸にもたれかかり、はあはあと荒い息を途切れなく放った。

			「ふうっ……気持ちよかったわ。あなたの上反りチンチン、性感ポイントをこすりあげるんだもの」

			　満足した先輩が身を起こして呟くも、もはや言葉は耳に入らない。

			　こちらの視線が後方に向けられていることに気づいたのだろう。彼女は結合したまま、ハッとして振り返った。

			　美帆はすぐさま顔を背け、目を固く閉じる。

			「美帆ちゃん……春樹くんのこと、もう何とも思ってないなら、ちゃんと見られるはずよ」　　

			　七瀬が指示を出しても、麗しの美少女はピクリとも動かない。

			「やっぱり、まだ春樹くんのことが好きなのね」

			　とろんとしていた先輩の目に生気が甦り、膣からペニスが抜き取られた。

			　いまだに痙攣している英理香の身体を跨ぎ、大股で美帆に近づくや、肩に手を添えて問いかけた。

			「自分の気持ちに正直になって。はっきり言うのよ」

			　固唾を呑んで見守るなか、かつての恋人は真正面を向き、消え入りそうな声で答えた。

			「好き……大好きです」

			「み、美帆ちゃん」

			　あまりのうれしさに、涙がぽろぽろこぼれだす。

			　七瀬は満足げな笑みをたたえると、今度は春樹に向きなおった。

			「こっちに来て。指を鳴らすと、身体が動くから」

			　再びパチンという音が耳に届き、心と肉体を縛りつけていた枷が解き放たれる。

			　春樹はゆっくり立ちあがり、ふらふらした足取りで二人のもとに歩み寄った。

			　ペニスは勃起を維持し、足を踏みだすたびにメトロノームのように揺れる。いきり勃つ男根が目に入ったのか、美帆はまたもや目を逸らして頬を赤らめた。

			　よく見ると、彼女は両手を股のあいだに挟みこみ、腰をもどかしげにくねらせている。どうやら淫らな行為をさんざん見せつけられ、生真面目な少女の性感も高みに押しあげられているらしい。

			「さあ、美帆ちゃんの前に立って」

			「あ、あの、何を……」

			「いいから立つの」

			　腕をグイッと引っ張られ、美少女の眼前に下腹部をさらけ出す。

			　肉のシャフトは、英理香と七瀬の愛液をたっぷりまとったままなのだ。あまりの羞恥に身が裂かれそうになり、春樹は困惑の顔で辱めに耐えた。

			「さ、見て。好きな人のおチンチンよ」　

			　七瀬が穏やかな口調で告げると、美帆は恐るおそる振り向き、熱い眼差しを肉幹に絡めた。

			　黒目がちの瞳がきらめき、唇の隙間で舌先が悩ましくすべる。

			　みだりがましい表情に劣情を催し、性衝動が一気に回復の兆しを見せた。

			「ああ、ああっ」

			　獣じみた呻き声をあげるなか、七瀬が美帆に向かってほくそ笑む。　　

			「触ってみたいんでしょ？　いいのよ、好きなようにして」

			　潔癖症の彼女が、汚れたペニスを手にするわけがない。そう思った直後、美少女は唇を舌先でなぞり、震える指を春樹の股間に伸ばした。

			「え……お、お、おおっ」

			　白魚のような指が胴体に巻きつき、ふんわりした感触に腰がひくつく。

			（う、う、嘘っ！）

			　呼吸が乱れたところで、七瀬が追い打ちをかけた。

			「どんな感じ？」

			「か、硬くて……おっきいです……それに……ベトベト」

			　美帆の声は掠れ、顔つきは熱病患者のごとくボーッとしている。

			　ひょっとして、催眠効果はまだ持続しているのだろうか。

			　疑念が頭を掠めたとたん、意地の悪い先輩はことさら大きな声で言い放った。

			「あらあら、おチンチン、ビクビクさせちゃって。私と英理香ちゃんとのエッチではイカなかったくせに、好きな女の子だと、触られただけでイッちゃうのかな？」

			「お、おふっ」　　　　

			　七瀬の言葉が脳神経を震わせ、青筋がドクンと脈動した直後、さらに耳元で甘く囁かれる。

			「いいのよ。無理しないで、イッちゃっても」

			「ああ……ああっ」

			　身体の内側から発生した振動が、頭のてっぺんから爪先まで拡散した。

			　肉体の中心部からストッパーが弾け飛び、濁流と化した白濁が沸点を越えて溢れだした。

			「ぬ、ぬ、ほぉぉっ」

			「きゃっ！」

			　一直線に跳ね飛んだザーメンが、美帆の頭を飛び越える。二発目は白い首筋を打ちつけ、三発目以降は彼女のスカートと太腿の上に飛び散った。

			「あらあら、すっごい」

			「ぐ、くぅぅっ」

			「よっぽど溜まってたのね。まだ出るわ」

			　濃厚な樹液は途絶えることなく、小水のようにほとばしる。

			「おおっ、おおっ」

			　性感覚を剥きだしにされ、英理香と七瀬から淫らな行為をさんざん受けたのだ。

			　至高の放出に交感神経が麻痺し、愉悦の世界に飛びこんでいく。同時に美帆はソファに背もたれ、双眸を閉じながら腰を前後にわななかせた。

			　どうやら絶頂を迎えたのだろうが、美少女の姿はもう目に入らない。

			　合計九回の射出を終えた春樹は黒目をひっくり返し、惚けた表情で膝から崩れ落ちていった。

			　三人の男女は桃源郷へといざなわれ、恍惚の表情で身体をひくつかせる。

			「す、素晴らしい、素晴らしいわ。初めての催眠療法で、こんなにうまくいくなんて。紅茶に入れた催淫剤も、多大な効果があったのかも。予想以上の研究結果だわ」

			　七瀬が立ち尽くしたまま、震える声で喜びを露にする。

			　彼女の声は、春樹はもちろん、美帆や英理香の耳にも届いていなかった。
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			　　　　　１

			


			　七瀬の自宅近くの公園で、春樹は一人ベンチに腰かけていた。

			　シャワーを浴びたあと、女同士で話があるからと、家を追いだされてから一時間近くは経っている。

			（でも、信じられないパーティーだったな）

			　エロビデオの鑑賞に始まり、美帆の媚態を見せつけられたあと、七瀬と英理香のダブルフェラチオから淫らな情交を結んでしまった。

			　やはり、催眠術をかけられていたのだろうか。

			　最初は戸惑うばかりだったが、美帆の本音を聞け、互いに好きだという気持ちを確かめ合ったのだから、七瀬には感謝しなければいけないのかもしれない。

			（美帆ちゃんは頑固なところがあるし、先輩の力を借りなきゃ、どうしようもなかったもんな）

			　時刻は午後三時半。七瀬の自宅にいたのはおよそ一時間半ほどだったが、三時間から四時間は経過している感覚だった。

			（七瀬先輩は公園で待っててくれって言ったけど、このあとどうなるんだろ）

			　スマホの時刻表示を再確認した直後、一人の若い女性が俯き加減で歩いてきた。

			（み、美帆ちゃんっ）

			　ふしだらな姿をさんざん見せつけただけに、恥ずかしいのはよくわかる。

			　春樹も同じ気持ちから目を合わせられず、二人は無言のまま対面した。

			「や、やあ」

			　とりあえず照れ笑いを返し、ベンチの端に移動してスペースを空ける。

			「す、座って」

			「……うん」

			　美帆は小さく頷き、やや距離を開けて腰を下ろした。

			「ブ、ブラウスとスカート、ごめんね。汚しちゃって」

			「シャワーを浴びてるときに、先輩が洗濯してくれたから」

			「も、もう乾いたの？」

			「乾燥機」

			「あっ、なるほど、乾燥機があったんだ。金持ちのうちは、さすがに違うよね。ははっ」

			　気まずい雰囲気は解消できず、沈黙の時間が流れる。そもそも、互いの想いを確認したのは催眠術をかけられている最中のことだった。

			　浮気の事実は消せるはずもなく、今日は彼女の前で英理香ばかりか、七瀬とも関係を結んでしまったのである。

			　好きという気持ちと、不誠実な行為を許すこととはまったく別の話なのだ。

			（真面目な美帆ちゃんが、簡単に許すとは思えないけど）

			　核心を突く質問を投げかけられず、春樹はもうひとつの懸念材料をこわごわ問いかけた。

			「あの、英理香ちゃんは……どうなったの？」

			　天然なのか意識してやっているのか、感情で突っ走る少女が簡単に引き下がるとは思えない。

			　緊張感に身構えると、美帆は俯いたまま小さな声で答えた。

			「ずっと泣きっぱなしで、先輩が説得して慰めてた」

			「説得って……」

			「春樹くんのことは、あきらめなさいって」

			「そ、そう」

			　元はと言えば、自分の優柔不断さが招いた失態だけに、申し訳なさから胸の奥が軋む。

			「先輩……」

			「え？」

			「七瀬先輩、将来は心理学の道に進むんだって」

			「うん、ちらっとは聞いたけど」

			「叔父さんが有名な心理学者で、先輩、叔父さんの主催する研究会によく参加してるらしいわ」

			「それは知らなかった」

			「その研究会に、若くてイケメンの男性が何人かいるから、紹介してあげるって」

			「そ、それで？」

			「泣きやんだわ。写真を見せられて、好みの人がいたのか、真剣な顔してた」

			　やはり英理香は、天性の小悪魔なのかもしれない。

			　彼女には悪かったが、これであきらめてくれるのなら願ったり叶ったりだ。

			　何はともあれ、ホッとはしたものの、まだまだ予断は許さない。

			　果たして、美帆とやりなおせるのか。それが、いちばんの問題なのだ。

			　怖くて、彼女の心の内を聞きだせない。

			（いや、ここは男らしく謝罪して、きちんと聞かなきゃ。たとえ、どんな結果が待ち受けていようと）

			　春樹は美帆に向きなおり、真摯な態度で口を開いた。

			「今回のことは、本当にごめん！　俺、心の底から反省してるし、もう二度とバカなマネはしないって約束するよ。だから……」

			「こちらこそ、ごめんね」

			「……え？」

			「春樹くんの気持ち、わかってあげられなくて」

			「あ、あの……」

			「先輩に潔癖症だって言われたけど、それは自分でもわかってたの。お高くとまってるつもりはなかったんだけど、これじゃ他の女の子に目を向けても仕方ないよね」

			「いや、美帆ちゃんが謝ることないよ。俺が全面的に悪いんだし」

			　お堅い反面、気の優しい少女は少なからず責任を感じているらしい。ひたすら恐縮するばかりだったが、これで不誠実な裏切りを許してくれるのだろうか。

			（い、言わなきゃ……やりなおしてほしいって）

			　春樹は口の中に溜まった唾を飲みこみ、はっきりした口調で心の内を告げた。

			「俺……美帆ちゃんのことは今でも大好きだし、また交際したいと思ってる。どうしても納得できないのなら、それはそれで受けいれるけど、許してくれるまでずっと待ってるから」

			　思いの丈を吐きだし、彼女の返事を待ち受ける。やがて美帆は下を向いたまま、ぽつりと答えた。

			「ホントに……もう浮気しない？」

			「うんっ！　絶対に約束するっ、神に誓ってもいいよっ!!」

			　ありきたりな言葉でアピールした直後、麗しの美少女は顔を上げ、ベンチからすっくと立ちあがった。

			「今日ね、パパとママ、遠い親戚の法事に出かけてて、夜遅くに帰ってくるの。よかったら、うちに寄ってかない？」

			「……え」

			　一瞬ぽかんとしたものの、心の底から喜悦が込みあげる。コクコクと頷きながら腰を上げれば、美帆は自ら手を繋ぎ、指と指を絡めてきた。

			（こ、これって……許してくれたっていうことだよな？）

			　彼女の本心はまだ聞いていないため、一抹の不安が残るも、全身に新たなパワーが漲る。

			　先ほど放出したばかりにもかかわらず、ズボンの下のペニスは無節操にも体積を増していった。

			


			　美帆の家は、七瀬の自宅から歩いて二十分もかからない場所にあった。

			　考えてみれば、彼女の家を訪問するのは初めてのことだ。

			　このあとの展開に胸が締めつけられ、緊張感から動悸が収まらない。

			「ここなの」

			　薄い石板を重ねたライトグレーの塀、淡いブルーの屋根、黒いエレメントで縁取られた二階のテラスに重厚な木造の玄関。七瀬の自宅ほど大きくないが、美帆の家も瀟洒な造りで、やはりお嬢様のイメージを印象づけた。

			　彼女が先立って歩いていき、三階建ての建物を仰ぎ見ながらあとに続く。

			「……入って」

			「お邪魔……します」

			　玄関扉を開けて足を踏み入れると、美少女との二人だけの空間に胸の奥が苦しくなった。

			「私の部屋、二階に上がって、右に折れた突き当たりなの。飲み物、用意するから、先に行ってエアコンつけてて」

			「うん、鞄、持ってってあげるよ」

			　学生鞄を受け取り、美帆が廊下の奥に歩を進めてから階段を昇っていく。

			　もちろん、女の子の部屋に入るのも人生初だ。

			（……あそこか）

			　開け放たれた部屋の向こうには、薄桃色のカーテンとベッドカバーが見えていた。

			　おずおず入室すると、甘酸っぱい香りが鼻腔に忍びこみ、脳幹を甘く痺れさせる。

			　なぜ、女の子はこんなにもいい匂いがするのだろう。

			　室内は十畳ほどだろうか。勉強机と回転椅子に、部屋の中央にはガラステーブルが据えられている。

			　本棚には参考書やハードカバーの小説が並べられ、マンガだらけの自分の部屋とはえらい違いだ。

			　クリーム色の明るい壁、塵ひとつ落ちていない絨毯、アンティーク調のチェストの上に置かれたガーリーな小物と、清潔感溢れる室内に胸が騒いだ。

			「おっと、エアコンつけないと」

			　鞄を部屋の隅に下ろし、ガラステーブルの上に置かれたエアコンのリモコンを手に取る。

			　暖房のスイッチを入れるあいだ、少年の視線は大きなベッドに向けられていた。

			（このベッドで……いつも寝てるんだ）

			　そっと歩み寄り、こわごわ座れば、ふかふかの感触が何とも心地いい。

			　階段を上ってくる足音が聞こえてくると、春樹はすぐさま床に腰を落とした。

			「お待たせ」

			「あ、ありがと」

			　美帆がトレイを手に現れ、ティーカップが目の前に差しだされる。

			　琥珀色の飲み物を目にした瞬間、七瀬の家で出された紅茶が脳裏をよぎった。

			「あのさ、先輩のとこで飲んだやつ、変なクスリでも……」

			「え、何？」

			　いや、今となってはもうどうでもいいことだ。

			「ううん、何でもない」

			　苦笑した春樹は紅茶を口に含んだあと、真剣な表情で美帆を見つめた。

			「あの……本当に許してくれるの？　やりなおす気は……あるのかな？」

			　どうしても、聞かずにはいられない。

			　息を呑んで待ち受けるなか、美少女はしばし間を空けてから口を開いた。

			「まだ……決めかねている部分はあるけど、前向きに考えるつもり。春樹くんも、反省してるみたいだし」

			「ホ、ホントに!?」

			「……うん」

			「美帆ちゃん、ありがとう！　俺、断られたら、死んじゃおうかなと思ってたんだ」

			「きゃっ」

			　思わず抱きしめれば、胸の膨らみが扇情的な弾力を与え、股間の逸物がズキンと疼く。ここでキスという流れは、あまりにも図々しいだろうか。

			　ためらいが頭をもたげるも、逸る気持ちを抑えられず、春樹は身を離しざま唇を近づけていった。

			「……あれっ!?」

			　手のひらで口を塞がれ、慌てて目を開ければ、美帆が甘く睨みつけていた。

			「だめっ」

			「だ、だよね。いくら何でも、調子がよすぎるよね。でも……やっぱり、まだ許してない部分があるんだ」

			「お風呂に入って」

			「……へ？」

			「シャワーを浴びて、身体を洗ってきて」

			　想定外の言葉に唖然とし、口をあんぐり開けてしまう。

			「い、いや、でも、シャワーなら、先輩の家で入ってきたけど……」

			「全身、くまなく洗ってくれなきゃ、納得できないから」

			　潔癖症の性格は、そう簡単には変わらないらしい。

			（でも、風呂に入れということは……）

			　大いなる期待感に気が昂り、すかさず身体の芯が熱くなった。

			「浴室は玄関口から見て、左手の二番目のドアよ。タオル類は脱衣場の棚に入ってるから、それを使って」

			「う、うん」

			「それと、口の中もきれいにしてきて」

			「……は？」

			「棚の上の開き扉の中に、来客用の歯ブラシが入ってるから」

			　七瀬の女陰を延々と舐る春樹の姿を、美帆はじっと見つめていた。

			　やはり、不潔という気持ちは拭えないのだろう。

			「わかった、ちゃんときれいにしてくるよ」

			「最後に……」

			「まだ、何かあるの？」

			「脱いだ服と下着は、洗濯機の中に入れといて。洗っておくから」

			「ど、どうして？」

			「やなの」

			「でも……着るものがなくなったら、風邪引いちゃうよ」

			「棚にパパのバスローブがあるから、それを使って」

			　彼女からしてみれば、衣服に付着した淫猥な残り香も気になるのかもしれない。それでも拒絶する理由はなく、脳内に大量のアドレナリンが湧出した。

			「オーケー、それじゃ行ってくるね」

			　立ちあがりざま上着を脱ぎ捨て、足早に部屋をあとにする。

			（やった、やった！　美帆ちゃん、やっぱりその気なんだ）

			　喜悦に胸が打ち震え、全身の血が股間に集中した。

			　長いあいだ待ちわびた瞬間が今、目の前に差し迫っているのだ。

			　多大なる高揚感に包まれ、身体はまるで雲の上を歩いているかのようにふわふわしていた。
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			「さてと……どうしたものか」

			　入浴を済ませた春樹が部屋に戻るや、美帆は何も言わずに浴室へ向かった。

			　彼女は間違いなく、男と女のラストステージを求めているのだ。

			　落ち着きなく肩を揺すり、右往左往しては滾る男の分身を握りこむ。

			（ベ、ベッドの中で待ってるべきなのかな？）

			　もちろん、バスローブの下にトランクスは穿いていない。

			　ペニスは隆々と反り勃ち、合わせ目から覗きこめば、胴体には無数の静脈が何本も浮きでていた。

			　果たして、美帆はどんな恰好で現れるのか。

			「さすがに、バスタオルを身体に巻きつけた姿では来ないよな」

			　セクシーな光景が何度も頭を掠め、あまりの昂奮に鼻の穴が開いてしまう。

			　ベッドの中で身悶える彼女を想像したとたん、春樹の性衝動は破裂寸前まで追いこまれた。

			「や、やるんだ……美帆ちゃんと……結ばれるんだ」

			　無意識のうちに、ベッドカバーと掛け布団を捲りあげる。

			　今度は甘いソープとフルーティな香りが立ちのぼり、怒張がビンビンにしなった。

			　腰紐をほどき、脱いだバスローブを放り投げる。屹立したペニスは下腹にべったり張りつき、限界まで膨らんだ亀頭冠が天井を睨みつけた。

			「あ、あ……美帆ちゃんのベッド」

			　内股をすり合わせ、布団の中にそっと潜りこむ。掛け布団を被せれば、なめらかな生地が裏茎に触れ、微かな快感電流が身を駆け抜けた。　

			（お、ふっ……柔らかくて気持ちいい）

			　淫らな妄想が頭の中を駆け巡り、下腹部のムラムラが止まらない。

			「そ、そうだ、ティッシュ！　ティッシュを用意しとかないと」

			　視線を横に振れば、ティッシュ箱がガラステーブルの上に置かれている。

			（ちょっと遠いな。あぁ、何で気づかなかったんだよ）

			　仕方なく布団から手だけを伸ばした瞬間、部屋の扉が開き、美帆が姿を現した。

			　彼女の身をまとう衣服は、ブラウスとプリーツスカートのままだ。

			　目が合い、一瞬どんよりした空気が流れる。美麗な少女は口元を引き攣らせたあと、甲高い声を張りあげた。　

			「な、何やってるの!?」

			「何って……美帆ちゃんこそ。お風呂に入ったんじゃないの？」

			「どうして、私がお風呂に入るの？　先輩の家で、ちゃんと洗ってきたのに」

			「え、え……じゃ、どうしてお風呂に」

			「春樹くんの着てたもの、洗濯しにいったの！」

			「ええっ……で、でも、出ていくとき、タオルを手にしてたから」

			　早とちりに気が動転するも、率直な疑問をぶつけると、美帆は顔をみるみる真っ赤にさせた。

			（あ……もしかして、タオルのあいだに汚れたパンティを挟んでたのかも）

			　七瀬の催眠を受けている最中、彼女は確かに下着を濡らしていた。

			　新しいものにいつ穿き替えたまではわからなかったが、恥ずかしげな表情を目にした限り、汚れた下着も洗濯するつもりで部屋をあとにしたのだろう。

			「な、何で、勝手にベッドに寝てるの!?」

			　美帆はこちらの質問に答えず、憤然とした態度で歩み寄る。そして掛け布団を捲りあげ、今度は絹を裂くような悲鳴をあげた。

			「きゃあぁぁぁっ、いやぁぁンっ！」

			「おわっ！」

			　脱ぎ捨ててあったバスローブは、彼女の視界に入っていなかったらしい。

			　ぴんこ勃ちのペニスを目にし、顔を両手で覆って恥じらう。

			（あ、あ、やばい、どうしよう！）

			　再構築寸前までいったのに、また嫌われてしまうのか。パニック状態に陥った春樹は突発的に美帆の手首を掴み、強引にベッドへ引き倒した。

			「やっ」

			「み、美帆ちゃん！　俺が君のことを、一生をかけて守るっ！　好きっ、大好きだぁあぁぁっ！」

			「ちょっ……」

			　強く抱きしめ、口元にキスの雨を降らす。美少女は顔を背けて抵抗していたが、唇が重なると、身体から徐々に力が抜け落ちていった。

			「ン、ン、ふっ」

			　艶やかなリップの感触に胸がときめき、口の狭間から洩れる熱い息に酔いしれる。

			　ふっくらしたバストの頂点を爪弾くと、美帆は腰をピクンとはねあげ、舌を口中に差し入れてきた。

			　ディープキスとソフトなペッティングは、カウンターの下でバカップルの痴態を覗き見して以来のことだ。

			　あのときは女肉をじかに触ったが、今日は何としてでもその先に進みたい。

			　舌を搦め捕り、ジュッジュッと唾液ごと啜りあげては性感をあおる。

			「ンっ、ふっ、ふっ」

			　よほど息苦しいのか、美帆は鼻から吐息をこぼし、やがて頬を桜色に染めていった。

			　首筋もしっとり汗ばみ、甘ったるいミルク臭がぷんぷんと香り立つ。

			（か、感じてる？）

			　服の上からでは、今ひとつ反応がわからない。春樹は濃厚なキスを続けながら、右手をスカートの中にすべりこませた。

			　ムンムンとした熱気が手を包みこみ、なめらかな肌が指をやんわり押し返す。

			　美帆は慌てて足を閉じたものの、内腿の柔肌は指先の侵入を容易に受け入れ、ふっくらした恥丘の感触に血湧き肉躍った。

			「ンっ、はあぁぁあっ」

			　美帆は唇をほどき、身をよじって下肢に力を込める。

			　中心部と思われる箇所で指を上下にそよがせば、ヒップが微かに浮き、美脚が心なしか開いた。

			　ほんの二時間前、彼女は七瀬の指戯で絶頂までのぼりつめたのである。

			　快感の残り火は、まだ深奥部でくすぶっているのではないか。

			　わずかな望みにかけ、ここぞとばかりに布地に押し当てた指をこねまわす。

			「お、ふぅ」

			　美帆は小さなよがり声をあげたあと、狂おしげな表情で口を引き結んだ。

			　真面目な少女の理性を崩壊させるべく、うっすら浮いた肉の突起に狙いを定め、無我夢中で指先をはね躍らせる。

			「あ、やっ、ンぅっ」

			　喘ぎ声が甘い響きを帯びはじめ、触れ合う肌が熱気をはらむ。

			　硬直状態のペニスがむちっとした太腿に何度も当たり、先走りの液が大量に噴きでているのか、鈴口は早くもヌルヌルの状態だった。

			（あ、パンティも湿ってきた！）

			　決して思いこみではなく、指先にじめっとした感触が絡みつく。

			　春樹はソフトなキスで美帆の下腹部への気を逸らさせつつ、指先をパンティの脇から忍ばせた。

			「あ、ふわあぁぁあぁっ」

			　美少女は喉を晒し、ソプラノの声を張りあげる。乙女の女陰はおびただしい量の淫蜜で溢れかえり、早くもグチュンと濁音混じりの水音が鳴り響いた。

			「あ、やっ、だめ、だめっ」

			「美帆ちゃん、好きだ、好きだ、好きだよっ」

			　駄々をこねる子供をなだめすかすがごとく、愛の言葉を連発しながら女肉を掻きくじる。

			　しっぽりした熱源の真上に指をすべらせ、肉のポッチを撫でつけた瞬間、美帆は身を弓なりに反らし、続いて空気を切り裂くような嬌声が耳をつんざいた。

			「や、やあぁぁあぁっ！」

			　やはり、未経験の女の子はクリトリスがいちばん感じるらしい。

			　狭いカウンターの下から広いベッドの上に移り、美帆の反応は目を見張るほど凄艶なものだった。

			　顔を左右に打ち振り、ヒップをくねらせ、腰を何度もバウンドさせては大きなバストを波打たせる。

			（あ、あぁ、すごい）

			　英理香以上の媚態に驚嘆した刹那、ペニスに凄まじい快美が走り、春樹は天を仰いで絶叫した。

			「あ、ほおぉおおぉっ！」

			　柔らかい指が胴体に絡みつき、青筋が限界ギリギリまで張りつめる。

			　美帆からしたら無意識だったのだろうが、力強く握られ、会陰と括約筋がキュンキュンとひくついた。

			「おっ、おっ、おっ」

			　七瀬の家で放出していなければ、この時点で暴発していたかもしれない。

			　顔を苦悶に歪め、射精を何とか堪えるも、一度沸点を超えた淫情は少しも衰えない。

			「ぐ、おおっ」

			　男根の激しい疼きに汗を垂れ流しつつ、指先をがむしゃらにスライドさせる。

			「あっ、あっ、あっ、やっ」

			　美帆はすかさず身体の動きを止め、半開きの口から切迫した吐息を間断なく放った。

			　虚ろな目を天井に向け、怒張から手を放してシーツに爪を立てる。股の付け根からリズミカルな猥音が鳴り響き、脚線美がプルプル震える。

			「あっ、ンっ、ふっ、だ、だめっ、は、春樹くん、だめぇ」

			　クリットの上で指先をくるくる回転させた瞬間、美帆は眉をくしゃりとたわめ、腰を上下にシェイクさせた。

			　両足から力が抜け落ち、麗しの美少女がうっとりした表情でベッドに沈む。

			（イッ、イッたのか？　ようし……このまま、なし崩し的に）

			　美帆とのこれから先の展開は、未知の体験となる。

			　春樹はブラウスのボタンを外し、彼女の上体を起こして脱がせたあと、背中に回した手でブラのホックをつまんだ。

			　くっきりした胸の谷間、今にもこぼれ落ちそうな乳房の量感がたまらない。

			（すげえ大きなおっぱい、目が潰れちゃいそうだ）

			　生唾を飲みこみ、万感の思いを込めてホックを外す。肩紐がたわんで上腕にすべり落ち、純白の乳肉がふるんと揺れる。

			（お、おぉっ）

			　カップがずれたと同時にブラジャーを抜き取り、春樹は美帆を再び仰向けに寝かせた。

			　まろびでた巨房は、ふたつのグレープフルーツが寄り添っているかのようだ。

			　ベビーピンクの乳暈が目に映え、木いちごを思わせる乳首が何とも愛らしかった。

			　いつまでも見つめていたかったが、股間の肉槍はすでに牡のパワーをフルチャージさせている。

			「あ……あ」

			　目をどんよりさせた春樹は丸々とした乳房にかぶりつき、揉んで吸って、乳頭を舐めしゃぶった。
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			（ああっ、おれ、美帆ちゃんのおっぱいをじかに触ってんだ）

			　きめの細かい肌、手のひらにしっとり吸いつく密着感。ふんわりした感触は、まるで蒸かしたてのパンのごとし。さほどの力を込めずとも、乳房は楕円に形を変えて手のひらからはみ出した。

			「ン、ンンっ……あっ」

			　違和感に気づいた美帆が目を開けるや、乳丘を軽く引き絞り、しこり勃った乳首を甘噛あまがみする。

			「はあぁっ」

			　少女はとたんに眉尻を下げ、身をくねらせながら甘い吐息を放った。

			　たわわな果実に顔を埋め、谷間にこもる柑橘系の芳香を胸いっぱいに吸いこむ。

			　ボリューム満点の乳肉をまんべんなくこね、ツンと突きでた頂点の肉実を舌先であやす。

			「ンっ、はっ、ふっ、くふうぅっ」

			　美帆は尻上がりの声をあげ、決して拒否の姿勢を見せない。

			（間違いなく感じてるよなっ）

			　自信を得た春樹は乳房に刺激を与える一方、右手を下方に伸ばした。

			　パンティの中心は、いつの間にか大量の花蜜でぐっしょり濡れている。

			　ウエスト部に指を引っかけてヒップのほうから剥き下ろすと、美帆はあっという悲鳴をあげて身を強ばらせた。

			「やっ、やっ」

			　ようやく拒絶の言葉は放ったものの、彼女は切なげな眼差しを向けるばかりで腰をよじろうとさえしない。　

			　春樹は労せずして純白の布地を足首から抜き取り、右手をＹ字ラインの中心に潜りこませた。

			「ンっ!?」

			　ヌルッとした感触に続いて、美帆の眉間に皺が寄る。

			（す、すごい、もうこんなに濡れてる）

			　指先を軽く動かしただけで、淫蜜がぬっちゃぬっちゃと卑猥な音を奏で、全身の肌が瞬く間に紅潮した。　　　　

			「あ、あ、あ……」

			　よほど気持ちがいいのか、美少女は身を反らし、唇を舌先で何度もなぞりあげる。

			　頃合いを見はかり、唇を乳房から腹部に落としていくと、官能的なカーブを描く腰がピクンと引き攣った。　

			「あ……やっ」

			　瞳に動揺の色が浮かぶも、下腹部にそれほどの力は込められていない。

			　むちっとした太腿を左右に広げ、身体を足のあいだに割り入れる。

			　プディングのように揺れる内腿の柔肉、桜貝を彷彿とさせる二枚の唇、楚々そそとした薄い翳りを作る恥毛。なめらかな大陰唇が盛りあがり、秘肉の狭間からは透明な粘液が滾々と湧きでていた。

			（あ、あ……美帆ちゃんのおマ〇コ……なんてきれいなんだ）

			　乙女のプライベートゾーンにこもっていた発情臭がぷんと匂い立ち、牡の本能を苛烈にあおる。

			「ン、ふぅっ!?」

			　息せき切ってむしゃぶりつくと、美帆はヒップをツンと上げ、両手でシーツを引き絞った。

			　舌を上下にそよがせ、溢れだす淫蜜をじゅっぷじゅっぷと啜りたてる。プルーンにも似た甘酸っぱい味覚が口中に広がり、続いて舌先にピリリとした刺激が走る。

			（はあぁ、おいしい、美帆ちゃんのマン汁、おいしいよ！）

			　芳醇なラブジュースで喉を潤し、ピンと突きでた肉芽をレロレロと掃き嬲れば、美少女は全身に汗の皮膜をうっすらまとわせた。

			　指先で膣口を押し広げると、左右の陰唇のあいだで淫蜜が粘った糸を引き、奥で連なる深紅色の肉塊がねっとり蠢く。

			　春樹は陰唇をクリトリスごと引きこみ、口腔粘膜と舌で硬いしこりをクニクニといらった。

			「いっ、ひっ！」

			　美帆は奇妙な呻き声をあげ、乳房と下肢を激しくひくつかせる。

			　またもや、エクスタシーが近いのだろうか。

			　意識的に吸引力を上げたとたん、恥骨が上下に振られ、括れたウエストがキュッとねじれた。

			「くっ、くふぅっ」

			　少女は上体だけを横に向け、小刻みな痙攣を起こしている。春樹は愛液と涎にまみれた口を離し、彼女の様子を上目遣いにうかがった。

			「はあはあっ」

			　双眸を閉じ、肩で息をしている姿を目にした限り、絶頂を迎えたのは間違いなさそうだ。身を起こしたところで、下腹に張りついたペニスの先端から我慢汁がツツッと滴り落ちた。

			　剛槍は一刻も早い挿入を訴えていたものの、牡の欲望がさらなる痴戯を求める。

			（この状況なら、チンポ……舐めてくれるかも）

			　淫らなフェラチオシーンが脳裏を掠め、己の衝動を止められない。

			　春樹は身を屈め、ためらいがちに懇願した。

			「俺のも……してくれる？」

			　期待と不安混じりで待ち受けるなか、美帆は気怠い表情で身を起こす。

			（ほ、ホントかよ）

			　半信半疑でベッドへ仰向けになると、彼女は片手で髪を掻きあげ、春樹の下腹部に身体を移動させた。

			　図書館でのバカップル、七瀬の家で鑑賞したアダルトビデオと、フェラチオの知識は記憶の中に刻まれているはずだ。

			　怒張がことさらしなった直後、美帆は根元に指を添えて肉槍を起こし、亀頭冠に艶めいた唇を押しつけた。

			「お、おぉ」

			　チュッチュッとソフトなキスが繰り返され、宝冠部が唾液と先走りの液にまみれていく。やがて小さな舌が突きだされ、ソフトクリームを舐めるように裏茎沿いを這っていった。

			「む、むっ、き、気持ちいいよ。おチンチンに、唾をいっぱい垂らして」

			　美帆は言われるがまま肉胴に唾液をまぶし、唇を窄めて真上からも滴らせる。

			　期待感は限界まで膨らみ、春樹は身を震わせながら次の指示を出した。

			「咥えてみて。歯は立てちゃだめだよ」

			　美少女のフェラチオシーンを思い浮かべては、何度自慰を繰り返したことだろう。

			　彼女は形のいい眉をたわめたまま、口を開いて男根を呑みこんでいった。

			「は、ふうっ」

			　快感電流が身を縛りつけ、あまりの気持ちよさに指一本動かせない。春樹は手足を一直線に伸ばした状態から、頭を起こして美帆のフェラチオを目に焼きつけた。

			　生温かい唾液と口腔粘膜が亀頭から雁首を包みこみ、柔らかい唇の感触が胴体をすべり落ちていく。

			「ンっ、ふっ」

			　少女は肉筒を中途まで招き入れたあと、鼻から狂おしげな息を吐き、顔をゆったり引きあげていった。

			「そのまま、上下にスライドさせて」

			　中ピッチの律動が開始され、口唇の端から小泡混じりの唾液が溢れだす。くちゅくちゅと軽やかな水音が洩れ聞こえ、性感を高みに押しあげる。

			　切なげな表情、ぺこんとへこんだ頬、捲れあがった唇。可憐な容貌がやたらエロチックに見え、一触即発の瞬間に下腹の奥がキュンと響いた。

			「ンっ、ンっ、ンっ」

			　次の指示を出さなくても、美帆はピストンを加速させ、リズムよく首を打ち振っていく。

			「お、くっ、いい、チンポが溶けちゃいそうだ」

			　テクニックとしては拙いのだろうが、好きな人から受ける口戯がこれほどの愉悦を与えようとは思ってもいなかった。

			　脳の芯が甘く蕩け、男根が小さな口の中でのたうちまわる。熱い塊が迫りあがり、若々しい牡のエキスが発射台に装填される。　　　

			（ま、まだだ、もう少し我慢しろ）

			　自制心を働かせた春樹が頭を起こした瞬間、想定外の光景が目に飛びこんだ。

			　美帆がフェラチオの最中に左手を自身の股ぐらに差し入れ、指先をスライドさせはじめたのである。

			（う、うっそぉぉぉっ！）

			　真面目で奥手な少女が、ペニスを舐めしゃぶりながら自慰行為に耽るとは。

			　扇情的な光景に心臓がドキンとし、性の悦びが最高潮に昇華する。

			（はっ、はっ！　だ、だめだ、もう我慢できないっ）

			　春樹は彼女の頭に手を添え、口戯を強引にストップさせてから身を起こした。

			「あ、仰向けに寝てっ！」

			「あ……ンっ」

			　華奢きゃしゃな肩を押せば、美帆は真横に崩れ落ち、丈の短いスカートがふわりと翻る。

			　ホックを外し、タータンチェックの布地を引っ張り下ろすと、透きとおるような肌が神々しい輝きを放った。

			　互いに生まれたときの姿になり、いよいよ結合の瞬間を迎えるのだ。

			　怒張がひくつき、海綿体にさらなる血液が凝集していく。愛欲の炎に身を包まれ、淫情の嵐が理性を忘我の淵に沈める。

			「み、美帆ちゃん！」

			　すらりとした足を左右に広げた春樹は、燃えるような目つきで昂る男根を濡れそぼつ割れ目に押し当てた。

			


			　　　　　４

			


			「く、おっ」

			　愛液でぬめり返った陰唇がぱっくり開き、肉槍の穂先を咥えこむ。

			　背筋を走る性電流をやり過ごしたあと、春樹は腰をグッと押し入れた。

			「……あ」

			　深紅色の内粘膜はとろとろに蕩け、狭いという印象はなく、美帆の反応にも特別な変化は見られない。

			　窮屈さや痛みを感じないほど、肉体は男を受けいれる態勢を整えているのか。

			「い、挿れるよ」

			　か細い声で告げると、少女は不安げな表情から下腹部に力を込めた。

			「足の力を抜いて」

			　指示を与えつつ肉根を突き進めれば、美帆の顔が苦悶に歪む。そしてすぐさま身を縮め、目から大粒の涙をぽろぽろこぼした。

			「い……痛い」

			　怒張の侵入を遮る壁のような感触は、すでに体験済みだ。

			　もし英理香との経験がなかったら、この時点で怯んでいたかもしれない。

			　あのときは彼女を性の対象としか見ておらず、美帆とは大切に思う気持ちという点でまったく違っていたのだ。

			（英理香ちゃん、ごめん……そしてありがとう）

			　小悪魔な後輩の誘惑がなければ、おそらくまだ悶々とした日々を過ごしていたのではないか。

			　自身の愚かさを反省する一方、英理香にも感謝し、改めて腰を繰りだしていく。

			「あ、あ……」

			　美帆は顔を横に振り、身体をずり上げたが、春樹は肩を手で押さえつけ、肉のシャフトを膣の奥に突き進めた。

			「……ひっ」

			　小さな悲鳴のあと、結合部に目を向ければ、怒張は膣口に根元まで差しこまれている。膣肉はひくつきを延々と繰り返し、彼女の熱い血潮が粘膜を通してはっきり伝わった。

			「チンポ……全部入っちゃったよ」

			　熱い感動に胸が高鳴り、念願だった望みを叶えて悦に入る。

			　破瓜の痛みは拭えないのか、美帆は相変わらず苦痛の表情を浮かべていた。

			（英理香ちゃんはすぐに慣れたようだけど、美帆ちゃんはどうなんだろ？）

			　しばらく様子をうかがったものの、春樹の性感も極限状態まで追いつめられているのだ。

			「う、動いていい？」

			　優しげな口調で問いかけると、美帆は無言のまま首を左右に振る。

			（痛くて、口もきけないのか？　こりゃ、困ったぞ……このまま、じっとしててもしょうがないし）

			　春樹は仕方なく、慎重に少しずつ腰を引いていった。

			　英理香のときと違い、愛液で濡れ光る肉棒には赤い筋がへばりついている。

			（破瓜の血だ）

			　美帆のバージンを奪った事実に歓喜し、肉筒がますますしなった。

			「ゆっくり動いてみるから、痛かったら言ってね」

			　麗しの彼女は目に涙を溜めたまま、コクリと頷く。いじらしい姿に胸を痛めつつも、射精願望はとどまるところをしらずに上昇していく。

			　腰を目いっぱい引き、再び突きだすと、ニチュリという音とともに男根が膣内に埋めこまれていった。

			「は、ンっ」

			「だ、大丈夫？」

			　美帆はその質問には答えず、やけに甘ったるい声で問い返す。

			「春樹くん、私のこと好き？」

			「うん、大好きだよ」

			　はっきりした口調で思いを告げると、少女は儚い笑みをたたえ、首に両手を回してきた。

			　両足が微かに開かれ、ペニスはもちろん、下腹部を覆い尽くす圧迫感が急激に薄れていく。

			　腰が動きやすくなり、ホッとした直後に今度は柔らかい唇が重ね合わされる。

			　美帆が舌を差し入れ、こちらの舌を積極的に搦め捕る。

			　もしかすると、自ら性感を高めようとしているのかもしれない。その気持ちがうれしくて、心の琴線が甘く爪弾かれた。

			　幅の短いストロークでソフトなスライドを繰りだせば、膣内の温かいぬるみとペニスに受ける快感が増していく。

			　破瓜の血も潤滑油の役目を果たしているのか、にちゅにちゅと卑猥な肉擦れ音まで響きだした。

			「ン、ふ、ふぅ」

			　美帆は目を固く閉じ、小鼻を膨らませる。それでも疼痛から気を逸らそうとしているらしく、頬を窄めて舌を激しく吸いたてた。

			「あ、んむむっ！」

			　舌が引っこ抜かれるような痛みに目を丸くし、腰が無意識のうちにはねあがる。

			「あ、はンっ」

			　美帆が唇をほどき、顎を突きあげると、春樹は慌ててフォローに走った。

			「ご、ごめん、大丈夫？」

			　ひと筋の涙が頬を伝ったあと、美少女は目を開け、天使のような微笑みを返した。

			「うん、大丈夫」

			「ホントに？　もう少し動いてもいい？」

			「いいよ」

			　許可を得た春樹は腰の回転率を上げ、肉の楔を女芯の狭間に打ちこんでいった。

			（はぁぁ、いい、すごくいい）

			　信じられないことに、経験豊富な七瀬とのセックスよりも気持ちよかった。

			　美帆に対する愛情が、快楽のスパイスと化しているのか。

			　いたわらなければと思う反面、もはや自分の意思では腰の律動を止められない。

			　体温が上昇し、鼓動が一気に跳ねあがった。突けば突くほど快感が増し、筋肉ばかりか骨まで蕩けそうな愉悦に酔いしれた。

			「あン、あン、あンっ」

			　美帆の身体が小刻みに上下し、鼻にかかった甘え声が性感覚を撫であげる。

			　愛液も溢れだしたのか、抽送音はぐっちゅぐっちゅと、いつしか派手な猥音に変化していた。

			　駄々をこねていた媚肉もこなれだし、ペニスに絡みついては逃すものかとへばりつく。一心同体の心地よさを感じつつ、春樹はいつの間にか蒸気機関車の駆動のごとく腰をしゃくっていた。

			「ぬ、おおっ」

			「あ、やっ、ンっ、ふっ、はっ、ンはぁぁあぁっ」

			　美帆は顔を汗まみれにし、喉を絞ってよがり泣く。

			　破瓜の痛みからなのか、多少なりとも感じているのか、まったくわからない。

			　今の春樹は究極の放出に向け、腰を目にも留まらぬ速さで打ち振った。

			「あぁ、美帆ちゃん、美帆ちゃん」

			「ンっ、ンっ」

			　快楽の風船玉が限界まで膨らみ、無意識のうちに愛する人の名をうわ言のように呟く。七色の虹が脳裏に架かった瞬間、春樹は歯を剥きだし、顎から汗をボタボタ垂らして咆哮した。

			「あぁ、イクっ、イクっ、美帆ちゃん、イクよっ！」

			　掠れた声で告げるなか、美帆がしがみつき、今や溶け崩れた媚肉で男根をキュンキュン締めつける。

			「イックぅぅぅっ」

			「あ、ンっ」

			　最後に宝冠部を子宮口に叩きつけるや、春樹はペニスを膣から抜き取り、鈴口から大量の白濁液を心ゆくまでほとばしらせた。
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			「あ、あ、あぁぁあぁっ！」

			　男根が脈動するたびに、頭の中が白い霧に覆われる。快感の本流に足を掬われ、天国に舞い昇るような感覚に包まれる。

			　目が眩むほどの肉悦にどっぷり浸った春樹は、虚ろな表情で官能の深淵に沈んでいった。

		

	

			エピローグ

			


			　春樹はシャワーで汗を流したあと、さっぱりした表情で股間を見下ろした。

			　今日は二度も放出しているのに、下腹部のムラムラは収まらず、ペニスはいまだに八分勃ちの状態を維持している。

			　どうやら、すっかり盛りがついてしまったようだ。

			　腰にバスタオルを巻きつけ、部屋に戻ると、先にシャワーを浴びていた美帆はベッドに横たわり、両目を閉じていた。

			（疲れちゃったのかな）

			　足音を忍ばせて近づき、掛け布団をそっと捲れば、彼女の身体にはバスタオルが巻かれたままだった。

			　胸の谷間と柔らかそうな膨らみを目にし、またもや愚息が反応する。

			（あのおっぱい、たっぷり舐めて、揉みまくったんだよな）

			　先ほどの光景が頭に浮かび、股間の肉槍がグングンと容積を増していく。

			　腰のタオルを外して布団の中に潜りこむと、ベッドが軋み、美帆が目をうっすら開けた。　

			「……春樹くん」

			「ごめん、起こしちゃった？」

			　美帆が寄り添い、胸に顔を埋めてくる。

			　バスタオル越しとはいえ、乳房の弾力感に鼻の下を伸ばせば、ペニスは完全に屹立を取り戻した。

			（あぁ、いい匂い）

			　クセのない黒髪から甘い匂いが香り立ち、柔らかい肌の密着感が何とも心地いい。

			　このまま二回戦に突入したかったが、処女を奪ったばかりの状況を考えると、さすがに自身の欲望をぶつけるのは憚られた。

			　美帆の想いを踏みにじるような行為は、二度としたくない。

			　美少女との次の交歓は、またの機会に回したほうがよさそうだ。

			（でも……やりたいな）

			　自制心を働かせ、ふんわりした頬にソフトなキスをした刹那、股の付け根に違和感が走った。

			　美帆が足を絡め、太腿の柔肌がペニスの裏茎に触れる。

			「裸なの？」

			「うん、バスタオル、かなり濡らしちゃったから」

			　申し開きをしたところで、春樹は片眉をピクリと吊りあげた。

			　裏筋がチョンチョンとつつかれ、指先と思われる感触に目尻を下げる。

			「大きく……なってきた」

			「み、美帆ちゃん、そんなことしたら、またほしくなっちゃうよ」

			　甘え口調でたしなめるも、美少女はかまわず牡の肉をもてあそぶ。

			　バージンを喪失したことで、何かしらの意識の変化があったのか。

			　これまでの美帆からはとても考えられない振る舞いに口元がニヤつくも、春樹は次に放った彼女の言葉に目を剥いた。

			「春樹くん、したい？」

			「へっ？」

			　美少女は下を向いているので、本心を読み取れない。

			　英理香は初体験から快感を得ていたようだが、美帆が同じタイプだとはとうてい考えられなかった。

			（二人続けて感じる体質だなんて、そんな都合のいい話、ありえないよな）

			　軽い咳払いをしてから、恐るおそる問いかける。

			「で、でも、無理でしょ？」

			「すっごい、おチンチン、コチコチ」

			「み、美帆ちゃん？」

			　かわいい唇のあわいから男性器の俗称が飛びだし、春樹は心臓をドキリとさせた。

			　自分と同様、美帆もまた盛りがついてしまったのか。彼女の腰がくねりだし、すべすべした太腿が足に擦り合わされる。

			「あ、あそこ、痛いんだよね？」

			「ううん、今は痛くない」

			「……嘘でしょ？」

			「こんなに気持ちいいものだとは思わなかった」

			「な、何が？」

			　たじろぎながら問いかけると、彼女はためらうことなく言ってのけた。

			「エッチ」

			　目の前にいる少女は、本当に自分の知っている美帆なのか。

			（どうしちゃったんだよ。それとも俺、夢でも見てるのか）

			　口の中に溜まった唾を飲みこんだ直後、彼女がようやく顔を上げる。

			　どんよりした瞳、上気した頬、キラキラと艶めく唇。いかにも物欲しげな表情は、まさに発情した女の顔だ。

			「み、美帆ちゃん」

			「したい？」

			　得体の知れない不安が頭をもたげるも、あだっぽい雰囲気に牡の肉が臨戦態勢を整えた。

			「あ、あ、したい、したいよ」

			　鼻の穴を広げてかぶりつこうとするも、美帆はなぜか春樹の胸を手で押さえて制する。

			「その前に、しなきゃならないことがあるの」

			「へっ？」

			「浮気をしたお仕置き」

			「あ、あの……」

			　英理香との裏切り行為を、許してくれたのではなかったのか。

			　呆然とした瞬間、美帆は身を起こしざま掛け布団を剥ぎ取った。しかもバスタオルまで取り外し、胸や股間を隠す素振りさえ見せない。

			「先輩に言われたの。お仕置きだけは、ちゃんとしとかなきゃだめだって」

			　七瀬の冷ややかな容貌が頭の中をグルグル回り、どす黒い不安が頂点に達する。

			（ま、まさか……）

			　脂汗が額にじっとり滲む頃、美帆は春樹の胸を跨いで腰を落とし、恥骨をゆっくり迫りだした。

			「な、何を……」

			「お口を開けて。たっぷり、お仕置きしてあげるから」

			「じょ、冗談だよね？」

			「冗談なんかじゃないわ。お仕置きしないと、春樹くんとはつき合うことができないんだから」

			　美しく澄んでいた瞳は、いつの間にか鈍い光を発している。

			　もしかすると、春樹が公園で待ち受けていたとき、七瀬は美帆に何かしらの催眠術をかけたのかもしれない。

			　破瓜の痛みが急に失せたのも、同じ理由なのではないか。

			（あ、あの女、ふざけやがって）

			　悔しげに唇を噛んだものの、ベビーピンクの女陰はすでに眼前にまで差し迫っていた。

			「口を開けて」

			「み、美帆ちゃん、あのね……」

			「開けるの」

			「……はい」

			　キッと睨みつけられ、言われるがまま口を開け放つ。

			　命令を聞かなければ、美帆との交際は断たれてしまう可能性があるのだ。

			「出すからね」

			　美少女は恥ずかしげもなく大股を開き、女肉の狭間をひくつかせる。

			（マ、マジかよ）

			　正気に戻ってほしいと思う一方、胸の奥が妖しくざわついた。

			「うン、で、出そう」

			　美少女が眉間に皺を寄せ、腰と内腿をブルッと震わせる。次の瞬間、秘裂から透明なゆばりがシュッとほとばしった。

			「あ、おぉぉっ」

			　美少女の淫水が、コポコポと音を立てて口内を満たしていく。

			「こぼさないで、一滴残らず飲むんだからね」

			「ん、ふっ、ふう」

			　美帆が冷ややかな目で見下ろすなか、春樹は生温かい聖水を胃の中に流しこんだ。

			　匂いや味はほとんどなく、意外に飲みやすくて目を丸くするも、排尿の勢いは衰えずに身をよじった。

			（くう、いつ終わるんだよ。くそ、七瀬先輩、覚えてろよっ！）

			　浮気の罪滅ぼしは思わぬ結末を迎え、意地悪な先輩に憤怒の念を抱く。

			　それでも清らかな聖水が五臓六腑に染み渡るや、春樹の口元にはうれしげな笑みが浮かんでいた。
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